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写真 提供 : ( 公 財 ) 東 京 観光 財団 


ぐ 素 京都 産業 労働 選 





東京 観光 バリ アフ リー 情報 ガイ ド 


本 パン フレ ッ ト の 作成 に あたっ て 


東京 都 で は 、 国 内 外 か ら 多 く の 旅 行者 を 迎え る に あたり 、 高 齢 者 や 障害 者 等 の 方 々 に 安心 し て 都内 観光 を 楽し ん で いた だ く こ と 
を 目指 し 、 こ の 度 「 東 京 観光 パリ アフ リー 情報 ガイ ド 」 を 発行 いた し まし た 。 
本 ガイ ド は 、 都 内 の 人 気 観光 スポ ッ ト を つなぐ 30 コ ー ス に つい て 、 移 動 ル ー ト 上 の バリア ・ パ リア フリ ー 情 報 や 楽し め る ポイ ント 
な ど を 発信 し て お り 、 こ の 情報 を も と に ご 自身 で 選択 ・ 判 断 し な が ら 観 光 を 楽し ん で いた だ く こ と を 目的 に 作成 し て いま す 。 
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、 p03) 由衣 田 町 政治 の 中 心 を 歩く て Wermme  ) 
ー ro5) の 8 。 。 江戸 の 丸 の 且 てこ mme ) 
ーro2) 計時 。 学 ゆか り の 地 
1) ⑨ 和 8 下町 グル メ 食べ まき 
ー pi3) ⑩ 人 町: 人 。 | 伝 科 の 手 し ご と 体 大 
ーris) の 部 , 名 国 と 都市 各 エ ンタ メ 
_m2) @ 訂 。。 新宮 必 を 楽し わ ショ ッ ピ ンク 

P21 に 東京 ペイ エリ ア 、(、 br 地 東 。 ) ショ ッ ピ ング 自然 ・ ア ミュ ー ズ メン ト 
_ 23 0 水上 パス で 行く 浅草 
se) @ 吉 時 入 pe て 朗 wmerw ) 


本 書 の 内 容 に つい て 、 東 京都 産業 労作 局 の ホー ムペ ー ジ に 一 部 詳細 情報 を プラ ス し て 掲載 し て いま す の で 、 あ わせ て ご 活用 くだ さい 。 
http:/ ハ vww.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/tourism/accessible/ 





エリ ア と テー マ で 選ぶ / 都 内 観光 30 コ ー ス 

本 ガイ ド は 、 都 内 の 観光 スポ ッ ト を つなぐ 30 コ ー ス に つい て 紹介 し て いま す 。 各 施設 の 観光 情報 、 パ リア ・ パ バリ アフ リー 情報 の ほか 、 移 
動 ル ー ト 上 の パリ ア ・ バ パリ アフ リー 情報 や 移動 の ポイ ント な ど を 地図 上 に 分 か りや すく 示し て いま す 。 ま た 、 コ ー ス 周辺 の 観光 スポ ッ ト 
の 情報 も や あわ せ て 掲載 し て お り ま す の で 、 出 か ける 方 の 体調 や 時 間 、 お 好み な ど に あわ せ て コー ス を 変え て お 楽し みく だ さい 。 

※ お 出かけ の 際 に は 出かけ る 方 の 体調 や 時 間 、 お 好み な ど に あわ せ て コー ス を 短縮 させ る 等 、 ご 自身 の 状況 に 合わ せ て お 楽し みく だ さい 。 


本 書 の みか た 





こう が ん じ ( と げ ぬ きじ ぞう そん ) 

電導 W 
EEE な け 車いす の まま 入れ る トイ レ あ り ' 車いす の まま 入れ る 
「 と げ ぬ さき 地 蔵 式 の 名 で 親しま れる 高岩 寺 。 江 戸 時 代 、 針 を 誤 1 ES SINE REI の エレ ペー ター タリ 


飲 し た 女性 に [御影 | を 飲ま せ た と ころ 、 針 が 地蔵 を つら ぬい て 
出 た の が 「 と げ ぬ き 」 の 由来 。 境 内 の 「 洗 い 観 音 ] も 人 気 で す 。 


ーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニコ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニーーー 


( 不 企 れ な 方 で も 手動 車いす で 自 走 で 
NIIAM20 | き 、 介 助 者 へ の 負担 も 少な い 傾斜 の 


ERRRRREREERERRHRRRRRRERRRRERHRERRHRRRRERRREERERERHEREEE ! 坂道 (傾斜 が お よそ 3 度 未満) 。 

授乳 スペ ー ス あり 上 
(お お つ 交 換 シ ー ト が な い 場 合 は 特記 事項 欄 に 記載 ) : 相当 体力 の ある 方 か 、 熟 練 者 で な い 
il ft と 手動 車いす で の 自 走 や 制動 が 難し 
く 、 介 助 者 の 負担 も 重い 坂道 ( 傾 信 





4) 





が お よそ 3 度 以上 ) 。 
空 に よる 人 解 記 き 「 スタ ー ト と や 
了 _ 半 」 触 知 図 、 点 字 に よる 解説 等 あり ( 
| 角間 
(4.14.24 日 は 20 時 まで ) 軸 計 ーー ※ 該 当 する 場合 は 青 、 な い 場 合 は 薄い グレ ー で 表示 し て いま す 。 | 
蔽 な し ニン ーー | 症 還 、 Eee : 移動 ルー ト (徒歩 移動 ルー ト (鉄道 、 地 下 鉄 、 
… 料 金 訴 … 定 休日 【 ン 】 … 間 業 時 間 [ パス 、 モ ノレ ー ル 、 水 上 パス 等 ) 


【 そ の 他 注 意 事 項 】 
※ 本 書 は 2020 年 1 月 現在 の 情報 を も と に 作成 し て いま す 。※ ル ー ト 上 の 移動 時 間 に つ いて は 、 約 60 メ ー ト ル に つき 1 分 の 計算 で 表示 し て いま す 。※ デ ー タ が 変更 に な る 場合 が あり ます の で 、 お 出かけ の 際 
に は 電話 等 で 事前 に 確認 され る こと を お すす めい た し ます 。※ な お 、 掲 載 内 容 に よる 損害 等 は 、 補 償い た し か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい ます よう お 願い いた し ます 。※ 掲 載 の 料金 は 、 原 則 と し て 
消費 税込 み の 料 金 で す 。 入 園 和 料 な ど は 特記 以外 大 人 料金 で す 。※ | 障害 者 割引 あり 」 や 「 障 害 者 無料 ] と 料金 デー タ に 記載 の ある 施設 に つい て は 、 障 害 者 手帳 の 提示 な ご ど 施 設 に より 諸 条 件 が 異な る た め 、 事 
前 に お 問合せ され る か 、 ホ ー ム ペー ジ 等 で 詳細 を ご 確認 され る こと を お すす めい た し ます 。※ 定 体 日 は 原則 と し て 年 末年 始 、 お 盆 休 み 、 ゴ ー ル デン ウィ ー ク を 省略 し て いま す 。※ 掲 載 の 利用 時 間 は 、 原 則 と 
し て 開店 (開館) から 閉店 (閉館 ) で す 。 入 店 (入館) 時 間 は 通常 閉店 (閉館 ) 時 刻 の 30 分 か ら 1 時 間 前 で す の で ご 注意 くだ さい 。※ 交 通 情報 に つい て は 、 天 災 の 影響 や 季節 な ど に より 変動 する 場合 が あり ます 
の で 、 お 出かけ の 際 に は 各 交 通 機関 に お 問い 合わ せく だ さい 。※ 地 図 の 情報 は 2019 年 9 月 一 2020 年 1 月 まで に 調査 し た 結果 で す 。※Uni-Voice NAVI コ ー ド は 、 ス マー ト フ ォ ン の GPS 機能 を 利用 し て 
ルー ト 案 内 を し ます 。GPS は 周辺 の 環境 や 天候 に よっ て 電波 を 受信 し づら い 場 合 が あり 、 測 位 精度 が 異な り ま す 。 


























_9) @ 部 カル チャ ー の 才 て ) 
_o) @ 近 。 江戸 情 幸 を 味わう て 半球 ) 
_r31) 0 P 賜 F 。 すみ だ の 今 半 り 
ras) @ 講 !。 と 人 情 の 0 困 
35 ) @ 計 公 再生 。。 HB 昌光 和 道 を た どる 
732) の 人 』。。 庫 ん 8 両さん の 地 
ーP39) の em 江戸 と 東京 の 率 関 
_r45 ) の 語 寺 圭 。 。 硬 和 時 の 自 然 と 
_pe) @ 訓 品 東京 の 本 格 自然 り 四 

_r47 ) の の 上 動 。。 兎 太 郎 新 叶 組 の 町 

49) @ 忠 。 アー ト と 季節 を 楽し お 

_P51) 6 枯 症 h 。 レト ロ 婦 筑 と 条 

_P53) ⑨ 衣 > 武 国 の 歴史 探訪 Cm) 











| 且 田 史 ・ 本 ・3 い 当 


rt/ 甘 S 叶 














%⑩ 席 ノ P 日 比 谷 ・ 永 田町 


【 と ら の も ん ・ ひ び や ・ な が た ちょ う 】 御成 門 徒歩 [ 約 11 分 ] 徒歩 [ 約 2 分 ] NHK 徒歩 [ 約 10 分 ] 
























帰 5 る , 
(A6B ロ ] 約 630m 910om 放送 二 物 館 ” eoom 
ジル い か 都営 地下 鉄 ” [ 約 1 分 ] 都営 地下 鉄 徒歩 [ 約 6 分 ] 千代 田 区 立 
加 か ン で 応 
7ー 上 肖 1 AG 上 Bag 60m 日比谷 図書 文化 館 
お SE 徒歩 日 比 谷 公園 徒歩 [ 約 5 分 ] 霊 ケ 関 駅 [ 約 1 分 ] 
Oーーーーーーー>- 公園 霞ケ関 駅 一 一 一 を 
EsyriiraFlsnm の aidEPreiiE 訂 舞 | 00 tt 約 280m [A1 番 出 ロ 1 eds 本 
主 hr 京 徒歩 [ 約 7 分 ] | 徒歩 [ 約 7 分 ] 京 
れる 86 段 の 認 な 階段 を 、 脇 に 設置 さ : 2 国会 議事 党 前 駅 oOーーーーーー>- 国会 講 事 党 o 一 ーー 一 一 >- 国会 議 事 党 前 駅 
De 徹 0 5 し 約 380m (参議 院 ) 約 380m 信 6 


KGS HAI の gt2Ac に ミド 議 揚 ーー 要 客 山の上 に ある 愛 富 神社 や NHK 放 送 博物 館 に は エレ ベ 
Es: を 3E17 ッ 誠に = レミ ソニ 議 3 イト | 一 ター で アク セス が 可能 で す 。 霞ケ関 駅 か ら 一 駅 地下 鉄 を 
中 枢 を 担う 永田 町 界隈 を めぐ り ま す 。 ( 利用 する こと で 、 国 会 議事 堂前 の 坂道 を 回 避 し ます 。 

















永田 困 駅 = 桜田 漂 
1 トロ 邊 夫 ・ AL 


SN 
国会 前 庭 ( 北 地区 ・ 南 地区 ) | 





改札 外 に 車いす 対応 トイ レ ( オ ス 
トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 









東京 地方 裁判 所 
人 ‥ 

















会 議事 堂前 駅 8 郵便 局 


ーー | TP ャ 人 8 下 当 上 
1 0 霞ケ関 駅 


2 番 出口 。 
改札 外 に 車いす 対応 トイ レ ( オ ス 


応 設備 付き * o 
| | トメ イト 人) が ある 
















緑 と 水 の 市 民 カ レッ ジ み どり の 図書 館 
東京 グリ ー ン アー カイ ブス 









の 
千代 田 区 立 日 比 谷 図書 文化 館 


- 嘆き 
虎ノ門 駅 
日 本 の 酒 情報 館 
内 幸 B 




















CX 
so、⑱  、 骨 門 大 駅 






/ "6 上 


愛 岩 トン ネル の 手前 に 
ある エレ ベー ター で 愛 
岩山 の ] 買 上 に 移動 。 


4 の 作 コ ビエン: 


神谷 町 駅 











御成 門 小学 校 前 の 交 送 点 は 







ロ 横断 歩道 が な な いた め 、 御 成 門 
御成 門 小学 校 交差 点 で 北側 に 横断 。 
② 
6 改札 外 に 車いす 対応 トイ レ (オス 
トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 
(@ @ @⑥) 



















あたご じん じゃ 
aa ] 
ルー 15。 


県 高 26 メ ー ト ル 、 東 京 23 区 内 
で は 自然 の 地形 の 中 で 最も 高 
い 愛 岩山 の 山頂 に 祀 られ る 防 
火 の 神 様 。1603 年 に 徳川 家 
康 の 命 に より 建て られ まし た 。 
現在 で は 働く 人 々 の 癒し の 場 
所 に も な っ て いま す 。 


愛 客 山 の エ レベ ー タ ー を 利用 mnEE ア EYEYZ 
し て 境内 へ の アク セス が 可能 境内 自由 


ビュ で 9 時 か ら 17 時 ( 守 務 所 受付 ) 
ここ ンー 。 10 時 か ら 15 時 (ご 祈願 受付 ) 


所 で 芋 談 の 対応 が 可能 で す 。 aa 自由 











お 車 で は も ちろ ん 、 エ レベ ー タ ー で も 容易 に お 越 
し に な れ ま す の で 、 ぜ ひ 、 お 越し くだ さい 。 













え ぬ えい ち け い ほ うそ う は く ぶ つか ん 


NHK 放 送 博物 館 


ー 世界 初 の 放送 専門 ミュ ー ジ アム と し て 1956 年 
に 開館 し まし た 。 誰 も が 自由 に 閲覧 で きる 番組 
公開 ライ ブラ リー や 愛 岩 山 8SK シ アタ ー な ど を 和楽 


し め ま す 。 

| の だ 昔 に 放送 され た 映像 や 
の | や 還 計 9eSFTE 
の パネ ル ・ ポ スタ ー を 見 る こと が で き 、 体 験 コー ナ 
ー で は ニュ ー ス キャ スタ ー や 天気 予報 の 体験 が で 
きま す 。1 階 受付 に て 筆談 ボー ド の 貸出 し が あり ま 
す 。 授 乳 室 の 利用 は 、 受 付 に て お 申し 出 く だ さい 。 


上 上品 008o200 月 無 和 9 時 30 分 か ら 16 時 30 分 困 月 曜 (祝日 除く ) 


ちよ だ くり つ ひ び や と し ょ ぶん か か ん 


千代 田 区 立 日 比 谷 図書 文化 館 


十 代 田 区 の 歴史 を 学べ る 常設 展示 や 図 
書 フ ロア が あり 区 民 の 憩い の 場 と し て 
親しま れ て いま す 。 交 流 の 場 と し て 講 
座 ・ セ ミナ ー・ ワ ー ク ショ ッ プ な ど を 開催 
する 日 比 谷 カレ ッ ジ は 、「 江 戸 ・ 東 京 ]「 本 ] 
[芸術 ] な どの カテ ゴリ ー で 展開 中 で す 。 


語 チ ー 


T アア 1 階 特別 展示 室 で は 、 文 化 財 か ら ア ー ト 作品 まで 展覧 会 を 年 
5 から 4 回 還 他 し て いま す 。2 電 及び 3 隊 は 図書 フロ ア で 
テー マ 別 の 資料 を 閲覧 する こと が で きま す 。 1 階 ・2 階 受付 に て 筆談 ボー ド の 貸出 し が あり 
ます 。 ス ロー プ 及 び 昇 降 機 の 利用 は イン ター フォ ン に て 申し 出 が 必要 で す 。 授 乳 室 は 4 階 
に あり ます 。 


TEL 03-3502-3340 (代表) 03-3502-3343 (図書 カウ ンタ ー) 
[開館 時 間 ]10 時 か ら 22 時 (月 曜 か ら 金 曜 ) 、10 時 か ら 19 時 ( 十 曜 )、10 時 か ら 17 時 (日 曜 * 祝 日 ) 
毎月 第 3 月 曜日 、 特 別 整 理 期間 








ひび や こう えん ーー 

レッ ヽ ず T/ 、 ヒコ 
日 此 谷 公園 20。 
平成 30 年 に 開園 115 周 年 を 迎え た 近代 的 な 洋風 公園 。 文 化 
の 発信 地 と し て 、 特 に 野外 音楽 堂 の [洋楽 ]、 レ スト ラン の 「 洋 
食 」、 花 壇 の | 洋 花 ] な ど は 大 き な 役 割 を 果たし て きま し た 。 
内 で は 四季 を 通じ て 様々 な 花 を 楽し むこ と が で き 、 都 心 に あり 
な が ら も 多く の 人 々 に や すら ぎ を 与え て いま す 。 大 噴水 は 公 
園 の シン ボル 的 な 存在 で 、8 時 か ら 21 時 まで 稼働 し て お り 、 夜 
間 は ライ ト ア ッ プ され ます 。 
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団 入園 料 無 料 ( 一 部 有料 施設 あり ) 
常 時 開園 ( 各 施 設 の 営業 時 間 等 は サー ビス セン ター に に 要 問 合せ ) 


な し 
こっ か い ぎ じ ど う ( さ ん ぎいん ) 


国会 議事 堂 ( 参 議院 に 
時 間 

日 本 の 政治 の 中 心 で ある 国会 議事 堂 。1936 年 に 17 年 の 歳 
月 を か け て 完成 し まし た 。 参 観 ロ ビー に は 国会 の 仕組 みや 歴 
史 な ど が わか る 展示 コー ナー が あり 、 議 上 員 パ バッジ や 約 15 セ ン 
チ メ ー ト ル も ある 予算 書 が 展示 し て あり ます 。 本 館 3 階 に は 天 
旦 隊 下 が お 休み に な る 御 休 所 が あり 、 建 設 当時 の 最高 峰 の 
技術 を 駆使 し て 造ら れ た 部 屋 は 必見 で す 。 


ます 


た 、 車 いす の 方 で も 議員 席 の 疑似 体験 が で きま す 。 議事堂 内 
は 案内 人 の 誘導 に 従っ て 見 学 が で きま す 。 手 話 に よる 見 学 を 
ご 希望 の 方 は 、 事 前 に ご 相談 くだ さい 。 


TEL 03-5521-7445 
無料 の 9 時 か ら 16 時 (た だ し 、 了 臨時 中 止 あ り ) 
頃 土 曜 ・ 日 曜 祝 日 





: 点 を 所 蔵 し て いま す 。 
谷 03-5532-1306 


段 開 も な く 車 いす の 方 で も 十分 楽し め ま す 。 


周辺 の 観光 スポ ッ ト 

@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 人 特徴 : @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

に ほん の さけ じょう ほう か ん 世界 の 人 々 に 日 本 酒 、 本 格 焼酎 泡盛 の 魅力 rm 館内 の 床 は 平坦 で 、 車 いす の 方 で も 楽し む 
日 本 の 酒 情報 館 | を 発信 し て いま す 。 お 洒 に 関す る 展示 の 他 、 1 こと が で きま す 。 外 堀 通り 側 出入 口 の 反対 
人 03-3519-2091 常時 100 ア イ テ ム 程度 の 試飲 が 可能 で す 。 : に も スロ ー プ 付き 出入 口 が あり ます 。 

し ゅ つぎ いん けん せい き ね ん か ん : 国会 の 組織 や 運営 を 紹介 する と と も に 、 議 館内 正面 介 は 階段 で す が 、 車 いす の 方 は 、 向 か っ て 
衆議院 憲政 記 洲 館 会 制 民 主 主義 を 詳し く 知っ て も ら うた め の Mu 周 右側 の スロ ー プ で 館内 に 入館 する こと が で きま す 。2 隊 
合 03-3581-1651 ( 表 議 院 宮 政 記念 館 ) : 常設 展 や 企画 展 を 開催 し て いま す 。 の 展示 室 へ は エレ ベー ター で 移動 する こと が で きま す 。 
こっ か いぜん て い (きた ちく ・ み な みち く ) eS:l 本 a 園内 は 、 段 差 及び 急 勾配 (最大 1 2 度 ) の 箇 
国会 前 庭 ( 北 地区 ・ 南 地区 ) で る 生 条 の 位 だ でき う 、 取 策 に 明寺 所 も あり ます の で 、 車 いす の 方 は 介助 者 が 
合 03-3581-1651 ( 大 議 了 密 記念 錠 こつ の て ] 必要 と な り ま す 。 

の どり と みず の し みん か れ っ じ みどり の と し ょ か ん | 正面 入口 は 階段 と な っ て いま す が 、1 階 カフ ェ 
ルキ ロキ) っ 回 重合 : 公園 や 緑地 に 関す る 古 写真 、 図 面 、 絵 葉書 jp SPORTS STATION & CAFE」 の 入口 横 に 

と 水 の 市 民 カ レッ ツ みとり 図書 館 の 他 、 緑 に 関す る 雑誌 や 図書 な ど を 約 17 万 Lu 層 スロ ー プ が あり 、 カ フェ の 奥 に ある エレ ベー 

東京 グリ ー ン アー カイ ブス | ター まで 段差 な く 移動 で きま す 。 各 フロ ア は 





た 朋 ③ 早 還 目 田 め ・ 落 きい 湯 


に 
ーー 


人 上 





の ギ ギ 大 門 九段 下 了 ,553 区 


【 は ん ぞう も ん ・ く だ ん し た 】 本 
東京 メト ロ 徒歩 [ 約 5 分 1] 徒歩 [ 約 15 分 ] 


半蔵 門 駅 にし っ O ハ べ 淵 公園 
[6 番 出 口 ] 約 300m 千島 ヶ 淵 公 示 


上 ia の 


半蔵 門 駅 か ら 千鳥 ヶ 淵 を 経て 北の丸 : 
公園 を 抜け る コー ス で す 。 現代 か ら 
近 未来 の 科学 技術 ・ 産 業 技術 に 関す 
る 知識 を 広く 普及 ・ 飼 発する 目的 で 開 : 2 _。 半蔵門 駅 か ら ス ター ト す る こと で 、 九 段 坂 を 下る ルー ト を 設 
設 さ れ た 科学 技術 館 や 、 昭 和 の 戦中 ・ : 3 LO 定 し て いま す 。 一 部 に 急 勾 配 の スロ ー プ や 長い 下り 坂 が あ 
戦後 を 物語 る 昭和 館 を めぐ り ま す 。 ( り 、 手 動車 いす に は 介助 者 が 必要 で す 。 


徒歩 [ 約 5 分 ] 徒歩 [ 約 2 分 ] 東京 メト ロ ・ 都 営 地下 鉄 


- 1 g 九段 下 駅 
約 300m 約 100m [6 等 出口 ] 


pH 中 


エ エエ エエ エエ エエ 
HH エマ ロッ ーー で n 
中 HL に に … エ 





WW 九段 ルー 丁目 | < 










都営 新宿 線 







コル 号 中 





@ 





内 堀 通 り に 向かっ て 右側 の 出入 口 は 九段 下 駅 


勾配 が 急 な た め 、 左 側 の 道 を 利用 。 ul 
A6 番 出口 。 
改札 外 に 車いす 対応 トイ レ ( オ ス 


トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 













1 呈 国 神 


靖国 神社 南 門 
回 


VM 
紀 愉 人 








/ て 


一 部 石垣 が 張り 出し て 歩道 が 狭 
い 箇 所 あり (有効 幅員 130cm) 。 





駐日 英国 大 使 館 人 


日 本 カメ ラ 博 物 館 


半蔵 門 駅 ー『 0 


スベ ター ト 


千鳥 ヶ 淵 交 差 点 側 の スロ ー プ は 
勾配 が 女 な た め 、 手 前 側 ( 南 側 ) 
の ズ ス 回 一 プ を 利用 o 











重 






ーー 
改札 外 に 車いす 対応 トイ レ (オス の 
トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 | , 














ちどり が 点 ち こう えん 


昌 且 ル の レ へ ( 


千鳥 ヶ 淵 は 江戸 城 拡張 の 際 、 局 fm 
沢川 を 半蔵 門 と 田 安 門 の 土橋 で & 
塞 き 止め て 造ら れ た お 漂 で す 。 車いす の 方 は 遊歩 道 を 利用 し 
公園 は 、 千 鳥 ヶ 淵 と 英国 大 使 館 て 通行 が 可能 で す 。 た だ し 、 北 
に 挟ま れ た と ころ に 位置 し て お 半 細 還 細 較 RE 


度 の 下 ! 
り 、 春 は ソメイヨシノ ゃ ャ マ ザ ッ EmF SE E の 


、 ロー プ が あり ます の で 、 車 いす 
ラフ な ど 約 170 本 の 桜 が 見 事 に 咲 の 方 は 通行 に 注意 し て くだ さ 


き 誇 り ま す 。 ウ ォ ー キ ング スポ ッ い 。 南 側 の 半蔵 門 交差 点 の 出 
ト と し て 親しま れ て いま す 。 入口 は 段差 が あり ませ ん 。 


きた の まる こう えん 


1 ルル 人 日 


江戸 時 代 に 江戸 城北 の 丸 が あっ た 場所 。 ジ ョ ギン グ や ウォ ー キ ング 等 を 楽し む 人 が 
多い 、 憩 い の ス ポッ ト で す 。 西 側 の 漂 の 石垣 に は 国 の 天然 記念 物 に 指定 され る ヒ カ 
リ ゴ ケ が 自生 し て いま す 。 本 来 は 高地 の 洞窟 な ど で し か 見 る こと が で き な い 希少 な 
苔 で す 。 立 ち 入 り は で きま せん が 、 ホ ー ム ペー ジ 上 で 写真 を 見 る こと が で きま す 。 


T 公園 内 は 、 一 

上 
差 ・ 傾 斜 が あり ます が 、 車 いす の 方 で も 散 
策 で きる ルー ト が あり ます 。 北 の 丸 公 園内 
の 第 一 駐車 場 ・ 第 二 駐 車場 ・ 第 三 駐 車場 に 
は 障害 者 等 用 駐車 スペ ー ス が あり ます 。 車 
いす の 貸出 し 及び 筆談 ボー ド の 用 意 は 、 北 
の 丸 休憩 所 「 ザ ・ フ ォ レ スト 北の丸 」 で 受け 
た 計 作 2: 婦 削 罰 因 散策 自由 付け て いま す 。 
























に 






* [ 北の丸 公園 の 入口 で あり 、 江 戸 城 の 総 構え が 」 
散策 自由 完成 し た 1636 年 か ら 残る 唯一 の 遺構 で す 。 形 
状 は 材 形 門 で 正面 の 高 豚 門 と 右手 奥 の 檜 門 か 
ら な り ま す 。 門 内 は 、 代 官 屋敷 や 大 奥 に 仕え た 識 購 
女性 の 隠 通 所 が あり 、 千 姫 や 春日 局 、 徳 川 家康 叶 棚 
の 側室 で ある 水戸 頼房 の 准 母 英勝 院 の 屋敷 が 議 休 人 識 
あり まし た 。 | - 組 


fEL 03-521 1-4243( 千 代田 区 道路 公園 課 ) 








か が くぎ じゅ つか ん 
科学 技術 
身近 な も の を 題材 に し た 科学 の 魅力 や 近 未 来 を 想像 させ る 最新 
科学 を 様々 な 展示 と ワー クシ ョ ッ プ で 紹介 し て いま す 。 第 一 線 で 
活躍 する 研究 者 に よる 科学 ライ ブシ ョ ー や 直径 10 メ ー ト ル の ドー 
ムスク リー ン い っ ぱい に 広がる ドー ム 投 影 番組 が 楽し め る シン ラ 
ドー ム は 、 大 人 に も 子供 に も 人 気 で す 。「 おもしろい! や [知ら な か 
っ た に 出会っ て くだ さい 。 


呈 グ M さま ざま な 科学 や 技術 を 、 見 て 、 触 つて 、 
回 ン 体感 する こと が で きま す 。 車 いす の 方 
は 、 各 フロ ア へ は エレ ベー ター で 移動 で きま す が 、 利 用 する 場合 は 、 係 し ょ うわ か ん 


員 に お 申し 出 く だ さい 。 鞍 談 ボ ー ド は 1 階 受 付 ま た は 5 階 ス タッ フカ ウ 
ンタ ー に て お 申し 出 く だ さい 。 











田 安 門 や 江戸 城 の 

石垣 な ど に 直接 触 
れる こと が で きま す 。 上 靖国 通り へ 出る 道 は 下り 
坂 で 熟 勾 配 の た め 、 通 行 に は 注意 が 必要 で す 。 


四 層 2 陣 散 策 自 由 





国民 が 経験 し た 戦中 ・ 戦 後 の 生活 上 の 労苦 を 次 世代 に 伝え る こと を 目的 と し て 設 
立 さ れ た 国立 の 博物 館 で す 。 映 像 ・ 音 響 室 で は 戦中 ・ 戦 後 の 人 々 の 暮らし を 主 と し 
た 記録 写真 や 映像 、SP レ コー ド の 音源 な ど を 簡単 に 視聴 する こと が で きま す 。 奇 数 


館内 で 昔 懐 か し い ニ ュー ス 映 画 鑑賞 
だ 衝 と 証 | を 楽し お こと が で き 、 昔 懐か し い ダ イ 
多く の 方 に 興味 を 持っ て いた だ コ 間際 イシ ュー ュー 時 ヤル 式 黒 電話 を 触れ て 体験 する こと 
ける 体験 施設 が あり ます の で お の 一 ] 一 の と ーー | も で きま す 。 車 いす の 貸出 し は 1 了 総 
気軽 に お 越し くだ さい 。 記さ へ 、「| 還 較 較 詳 還 蘭 合 案内 に て 受け 付け て いま す 。 授 乳 















lEL 03-3212-8544 






図 880 円 | NE 3 導 「 障 に あり ます 。 お お むつ 交換 シー 
加 9 時 30 分 か ら 16 時 50 分 (入館 は 16 時 まで ) ま NN て ト は あり ませ ん /。 
困 詳 し く は 、 公 式 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 ーー ER 


http://WWw.jSf.Or.jp/ 












コー 
本 立 中 
I 崩 〒D 





1 国 の 行政 機関 な どか ら 受け 入れ た | 出入 口 や 館内 に 段差 や 傾斜 も な く 、1 階 展示 会 場 で 








可能 で す 。 館 内 は 平坦 で 見 や すい 位置 に 展示 され て いま す 。 


こく りつ こう ぶん し ょ か ん : 歴史 資料 と し て 重要 な 公文 書 等 を : は 公文 書 が 低め に 展示 され て お り 、 車 いす の 方 で 
国立 公文 書館 : 保存 管理 し て いま す 。 常設 展示 や も 見 や すく 工夫 し て いま す 。 2 階 閲覧 室 で は 所 蔵 次 
6121 0627R8 特別 展 、 企 画展 も 開催 し て いま す 。: 講 S9 料 を 利用 する こと が で きま す 。 車 いす の 方 は 2 階 へ 
: また 、 所 蔵 資料 を 利用 する こと が : の 移動 は エレ ベー ター を ご 利用 くだ さい 。 障 害 者 等 
: で きる 閲覧 室 を 設け て いま す 。 | 用 駐車 スペ ー ス が あり ます 。 
ちどり が ふち り ょ く どう : 皇居 西側 の 千鳥 ヶ 淵 に 沿う 緑 と 漂 : 
千鳥 ヶ 淵 緑 首 : に 囲ま れ た 遊歩 道 。 戦 没 者 墓 苑 入 : 直人 較 遊歩 道 に は 段差 は な く 、 車 いす の 方 で も 快適 に 景 
人 03-3234-1948 (ボー ト 場 ) | 口 か ら 靖 国 通り まで 700 メ ー ト ル : 議 史 前 衣 色 を 楽し みな が ら 散 策 が で きま す 。 
合 03-521 1-4243 (千代 HZ 人 人 園 康 : ほど 続い て いま す 。 
ee ー に 受付 が 地下 1 階 の た め 、 車 いす の 方 は 隣 の ビル の (一 有 ) 日 本 
に ほん か め ら は く ぶ つか ん OO | ap カメ ラ 財 団 に 申し 出 が 必要 と な り ま す 。 ス タッ フ が 地下 1 階 の 
日 本 カメ ラ 博 物 | 本 に お ける カメ ラ の 発展 史 を 学ぶ : 幸 展示 室 まで エレ ベー ター を 利用 し て ご 案内 し ます 。 タ ダッ チ パネ 
信 03-3263-7110 | こと が で きま す 。 93 ル 式 検索 シス テム で 、 博 物 館 が 所 蔵 する カメ ラ の 検索 閲覧 が 











湯島 ・ 御 花 ノ 水 本 3 


【 ゆ し ま ・ お ちゃ の みず 都営 地下 鉄 徒歩 [ 約 11 分 ] 、 徒歩 [ 約 11 分 ] ーー こ 
本 卿 三 丁目 駅 湯島 天満 IA 


[5 秋 出 ロ 約 650m (湯島 天神 ) 約 630m お り が み 会 館 


本 ゆか 2 の 地 徒歩 [ 約 8 分 ] 神田 神社 徒歩 [ 約 10 分 ] 東京 復活 大 聖堂 徒歩 [ 約 6 分 ] 


約 450m (神田 明神 ) 約 6oom (ニコ ライ 堂 ) 約 350m 


湯島 か ら お 茶 の 水 に 点 在 する 江戸 了 歩 [ 約 5 分 ] 東京 メト ロ 
に WE コロ LOyM2【 の jtbc 電 sc 時 間 S 明治 大 学 博物 館 人 御茶ノ水 駅 

人 [1・2 番 出口 ] 
教 地区 を めぐ り ま す 。 古 き を た ず : NH ーー ン 











還 で 折 Pk ェ を >: ミュ 多 p の 人間 | 只 節 | り 、 ヨ 
御 コー ス で す 。 ( hrdin 

間 

ノ 

水 

学 


Sg 


東京 大 学 


スタ ニート 
本 卿 三 丁 目 駅 に 生 了 章 。 @ は 








部 営 大 江戸 線 


こら 


湯島 天満宮 
和 





の 


本 導 中 央 教会 [天満 宮島 居 」 








三 組 坂上 | 


に お 1 














の 
東京 都 水道 歴史 館 


蔵前 橋 通 り 










と の) 千 r プ ルル と 3 の 


清水 坂下 | 





未 広 町 駅 












コ ョ ニル 


(⑯ 
御茶ノ水 駅 
/2 番 出 器 


婦 / た き 
ニー 炎 包 


















当 滞 


き 、 
2 dE 





ミ 日 本 大 学 歯学 部 
ュ 付属 歯科 医院 


ES 


新 件 茶 ノ 水 駅 





華 ヨ 、 き ロア マメ 洒 省 









ゆ し ま て ん まん ぐう ( ゆ し ま て ん じん ) 
所 要 


と 3 に 1 と くさ:) 肌 識 較 っ 


学問 の 神様 と し て 知ら れる 菅原 道真 人 を 祀る 神社 。 境 内 に 奉納 
され る 「 開 運 絵馬 」 は 合格 祈願 だ け で な く 家 内 安全 、 厄 除け な ど 
さま ざま で す 。 境内 の 梅園 は 梅 の 名 所 と し て も 有名 で す 。 


女 勾配 の 坂 の 上 に 位置 し ます が 、 本 郷 側 か ら ア フク セス すれ は ば 急 


な 坂 を 回 避 で きま す 。 車 いす 対応 トイ レ は 境内 の 外 に あり ま 
す 。 ト イレ 前 の 道路 の 勾配 が 約 6 度 あ る た め 注 意 が 必要 で す 。 








田 境 内 自由 
8 時 30 分 か ら 19 時 30 分 (開門 時 間 :6 時 か ら 20 時 ) 
因 境 内 自由 









お ちゃ の みず お り が みか いか ん 所 要 


日 本 伝統 の 和紙 文化 を 気軽 に 楽し む わこ と が で きま す 。3 階 の ショ 
ッ プ に は 各種 折り 紙 や 和紙 が ずら り と 並び ます 。 


いい 

中 2 階 の ギャ ラリ ー へ の アク セス は 階 
段 の み と な り ま す 。 車 いす で 3 階 の ショ 
ッ プ や 4 階 の 工房 へ 行く 場合 は 、 昇 降 機 
と エレ ベー ター を 利用 し ます 。 





10 時 か ら 17 時 まで 開 
扉 時 は 和紙 染め の 工房 
見 学 も で きま す 。 展示 
会 や 講演 会 、 各 種 体験 
教室 も 行っ て いま す 。 




















か ん だ じん じゃ (か ん だ みよ うじ ん ) 


神田 神社 (神田 明神 ) 


江戸 城 の 表 鬼 門 除け に 鎮座 する 江戸 総 鎮 
守 。 江 戸 三 大 祭 ・ 日 本 三 大 祭 の 神田 祭 が 有 
名 で 、 江 戸 の 幕府 ・ 席 民 に 広く 崇敬 され て き 
た 神社 で す 。 神 田 ・ 日 本 橋 ・ 秋 葉 原 ・ 大 手 町 ・ 
丸の内 な ど 日 本 の ビジ ネス の 中 心地 を 見 
守り 続け る 、 商 売 繁昌 の 神様 で す 。 文 化 交 
人 0 MEN RE 


20 ヶ 
和 
出入 口 や 境内 に 段差 や 傾斜 が な く 車 い 
す で も 移動 し や すく な っ て いま す 。 文 化 
交流 館 1 階 に 車いす 対応 トイ レ が あり 


ます 。 社 殿 の 両 サ イド に スロ ー プ (勾配 
8 か ら 10 度 ) が 設置 され て いま す 。 


TEL 03-3254-0753 境内 自由 


と うき ょ うふ つか つ だ いせ い ど う ( に こら い ど う ) 


東京 復活 大 回 堂 ( 二 コ ライ 掌 ) 


日 本 ハリ スト スズ 正教 会 の 聖堂 。 通 称 「 ニコ ライ 堂 」 | 」 
は 、 日 本 に 正教 を 伝え た た ロシア 人 大 主教 加 ニ コラ イ 
に ちな ん で いま す 。 


聖堂 の 脇 に 車いす 用 の スロ ー プ が 
あり ます 。 使 用 に 際 し て は 大 回 堂 孝 
会 事務 所 も し く は 入口 の スタ ッ フ に 
申し 出 が 必要 で す 。 筆 談 ボ ー ド に 関 
し て 、 ボ ー ド も し く は 紙 を ご 持参 いた 
だ けれ ば 対応 可能 で す 。 


TEL 03-3295-6879 





寄付 金 と し て 300 円 (目安 ) 
内 13 時 か ら 16 時 (10 月 か ら 3 月 は 15 時 30 分 まで ) 


陣 月 曜 










めい じ だ い が く は く 応 つか ん 


明治 大 学 博物 館 


商品 ・ 刑 事 ・ 考 古 の 3 部 門 か ら な る 博 
物 館 で す 。 毎 週 火 ・ 木 ・ 金 曜日 は ボラ 
ンティア ガイ ド に よる 展示 解説 が 行わ 
れ て いま す 。 












03-3811-4025 車いす で も 問題 な く 見 学 可能 。 触 る 
入館 無料 、 講 習 参加 こと が で きる 展示 も あり ます 。 
は 有 笠 の 各 ア アド 本 
以 9 時 30 分 か ら 18 時 8 当館 に し か な い 
因 日 曜 ・ 祝 日 回 沙 料 展示 も あり ます 。 
10 時 か ら 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) | 癌 計 島 は 無料 で 
図 な し 見 学 で きま す 。 
周辺 の 観光 スポ ッ ト 
@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 信 特 徴 : 信 バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 
と うき ょ うと すい どう れき し か ん 間 ー 
東京 都 水道 歴史 館 : 江戸 上 水 開 設 か ら 現在 に 至る 400 年 祭り の : 音声 ガイ ダン ス (日 ・ 英 ・ 韓 ・ 中 ) の 貸出 し が 
な 03-5802-9040 水道 の 歴史 を 紹介 | し CE す 。 & あり ます 。 
お ちゃ の みず そら し て い | 緑 豊か な 憩い の スペ ー ス を 設け た 地上 広場 | ニラ 
御茶ノ水 ソラ シテ ィ : と 様々 な 店 舗 に 囲ま れ た 地下 広場 の 2 層 の : 1 UI 敵 の ソウ シラ ィ イプ 2 が (に 車 い 3 記 
人 な 03-3255-6585 広場 で 構成 され て いま す 。 o 





ま ー ち えき ゅ ー と か ん だ まん せい ば し 


マー チエ キュ ー ト 神田 万 世 橋 : 
人 03-3257-8910 


: か つて の 万 世 橋 駅 の 痕跡 を 見 る こと が で 
| きま す 。 


| 旧 万 世 橋 駅 高架 橋 を 利用 し た 商業 施設 。 


回 四 





キ は 通路 幅 が や や 狭く な っ てい ます (110 


四 2 階 デ ッ キ 及び 神田 川沿 い の オ ー プ ン デ ッ 
セン チ メ ー ト ル ) 。 
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湯 
島 
件 
茶 
ノ 
水 


学 
問 
ゆ 
か 
リ 
の 
地 








6 誠 座 * 有 楽 町 


きん さゆ うら くち ょ う ) 、 半 歌舞 伝 座 タ ワー5F 、“" 歌舞 伝 座 タ ワーB2F 
も 科 iCl  。 歌舞 伝 座 ギャ ラリ ー 木挽 町 広場 


mr AL ジテ ーー に た (4 / 徒歩 [ 約 4 分 ] 、 。 、 徒歩 16 分 | ーー 
ンク 7 ンジ ョ ヨ ョ ソ ツ PA い 8 


徒歩 [ 約 3 分 ] 徒歩 [ 約 3 分 ] 
NN oc 一 一 一 一 ぁ - 銀座 わし た ショ ッ プ 本 店 > 一 一 > 東京 交通 
気軽 に 歌舞 伝 文 化 を 体感 & 江 戸 の : 約 130m 
EE に 9n1 と 4 の / コ っ Em 症 SS 本 
リル シミ: エル < タル ジン シュン ニレ ル ア A く 畑 N MA 


ElES【 の マー ェ ル た の 導 ニ ト <Yowo 王 拉 _ 
は ユニ バー サル デザ イン 施設 が 充 | 05S 縮 


実 。 安 心して 銀 ブ ラ が 楽し め ま す 。 





間 
有 
楽 
町 





に 昌 
っ や チー 軸 間 昌 当 


歌舞 伎 の 魅力 を 体感 で きる 空間 で す 。 鳴 物 や 小 
道具 な どの 展示 の 一 部 は 実際 に 触れ る こと も で 
きま す 。 展示 内 容 や 営業 時 間 が 変更 され る 場合 
も あり ます の で 、 ホ ー ム ペー ジ な ど で 確 認 し て く 
だ さい 。 ギャラ リー の ある 5 階 に は 屋上 庭園 、4 
階 と 5 階 を つなぐ 「 五 右 衛門 階段 」、「 四 階 回 廊 」 
に は 歌舞 伝 座 の 模型 や パネ ル な ど が 展示 され 
て いま す 。 








の 2 
ン 
及 
ナ 
ン 
ヨ 
ノ 
5 








因 
er / 
CC 「 / 
「『 本 
NM 
NO 
\) 
ン 」 
員 

| 中 
中 | 

略 細 
大 ) 

/ 喘 / 











に ) 
いし か わ 
百 万 石 物語 ・ 
江戸 本 店 


還 ) お いし い 山 形 プ ラ ザ 












4 
有 あ 。 
人 まし 
入 
ン NN 
< / ペ ツ 
の KS 電 、 代 座 和光 人 
パ 多 、 の 


銀座 四 ] 目 












介 
アム 三井 
ホテ ル 東 京 









TEL 03-3545-6886 


N 
600 円 
(4A) 10 時 か ら 17 時 30 分 (最終 入館 17 時 ) 
回 還 加 LT 症 証 較 DS 





ECD 


ざん ざ ち ゅ うお うど お り 


こび きち ょ う ひ ろば 


木 町 広場 


大 提灯 が シン ボリ ッ ク な 広場 。 歌 狂 伎 グ 
ッ ズ や お 土産 品 の ショ ッ プ 、 地 方 特産 物 
の 屋台 が ずら り 。 お 食事 処 も あり ます 。 





MG 
東銀座 駅 3 番 出 口 か ら す ぐ の と 
ころ に あり ます 。 床 面 は 全面 的 
に フラ ッ ト で 、 通 路 幅 も 広く 、 通 
行 し や すく な っ て いま す 。 公 演 
開幕 後 の 時 間 淀 (1 1 時 か ら 、 
16 時 30 分 か ら ) が 空い て いる 
の で 利用 し や すい で す 。 





TEL 03-3545-6551 9 時 30 分 か ら 18 時 30 分 (店 舗 に より 異な り ます ) 
不定 休 


いわ て ぎん が ぴら ざ 1 H 
いわ て 銀河 ブラ ザ 


広い 岩手 県 の 海 か ら 山 か ら の 「 う め ぇ な 
ー」 を 取り 拉 え て いま す 。 イ ー ト イン の 小 
右 井 ソフ トク リー ム は 一 年 中 人 気 で す 。 


| UE エー | 
貞昌 導 1 
NE 


東銀座 駅 利用 の 場合 、 エ レベ 
ー タ ー は 歌舞 伝 座 の 3 番 出 
。 口 と A1 出口 に あり ます 。 シ ョ 
ッ プ 入口 に は スロ ー プ が あり 


旧 昌 た 凍 た ん タダ 4 【10 時 30 分 か ら 19 時 (毎月 末 は 17 時 まで ) 細 な し 


同和 伸 仙 請 旧 旧 
お いし いい 山形 ブラ サ 


店 頭 の 山形 野菜 が 魅力 的 な ショ ッ プ 。 
漬物 や ジャ ム な どの 農産 加工 品 や 懐 主 。| 


し り 詰 まっ て いま す 。 


前 面 道路 か ら 段 差 な く 1 階 の 物販 フロ 
ア に 入 店 可能 で す 。 陳 列 棚 や レジ カウ 
ンタ ー は 低め に 設定 され て いま す 。 


上 見 た 誠 相 0 当 ア 4 【10 時 か ら 20 時 細 な し 









> ロー ビク 山 ん 
ルー エ ィ エリ 
イト 


: 銀座 の メイ ンス トリ ー ト 。 銀 ブラ し や すい 歩 : 





ぎざぎざ ん ざわ し た し ょ っ ぷ ほ ん て ん 


銀座 わし た ショ ッ プ 本 店 


沖縄 音楽 が 流れ 、 ス タッ フ の 笑顔 に 
あふ れる 店 内 は 、 沖 縄 気 分 に 浸れ る 
場所 で す 。 種 類 豊富 な 泡盛 や 沖縄 
野菜 、 南 国 フ ルー ツ が 満載 で す 。 


で me 
生誕 コ 粒 生 ] 問 に に に 計 て 叶 1 3 
『 放 王 較 上 本 村 当 画 1 で 







レバ ニタ ョ で ドイ レレ | 姜 便 き 
を 扱う 地下 1 階 を 利用 する に は 、 店 
舗 ス タッ フ へ お 声 が け く だ さい 。 












ーー 
1 3 に 
了 こ 


IEL 03-3535-6991 10 時 30 分 か ら 20 時 な し 





ca pjaaP sppp pi の 


ーーーー| c の S、 
京 交通 会 館 


ここ に 来れ ば 全国 の 名 産品 と 出会え 
ます 。 北 は 北海 道 か ら 南 は 九州 まで 、 
全国 各地 の アン テ ナ シ ョ ッ プ が 並び 、 
自慢 の 味 や 伝統 の 技 が 集約 され て い 
ます 。 観 光 情 報 コ ー ナ ー を 設け て いる 
ショ ッ プ も ある の で 、 旅 行 前 に いろ い 
ろ 聞 いて み ま し ょ よう 。 


| 四 


車いす 対応 トイ レ は 地下 1 階 に 、 ベ ビ 
ー ベ ッ ド は 2 階 に あり ます 。 詳 細 な 案 
内 は 1 階 イ ン フ ォ メ ーション へ お 問い 
合わ せく だ さい 。 








ウェ ブサ イト 「GINZA OFFICIAL] 








痕 座 中 央 通り : 行者 天国 の 日 時 は 公式 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 : (http://Www.ginza.jD) に バリ アフ リー 
店 舗 に より 異な り ま す | くだ さい 。 | トイ レ マ ッ プ が あり ます 。 

ぎん ざ み つこ し : 銀座 の 中 心 、4 丁 目 交差 点 に 面 し た 百貨 店  w お 身体 の 不 自由 な お 客 さ ま の た め の サ ポ 
銀座 三越 | で す 。 キ ッ ズ トイ レ や 授乳 室 な ど が 実 し て | 由 還 『. 症 人] 賠 居 )。。 ー ト サー ビス (予約 制 ) 通訳 対応 が あり ま 
会 03-3562-1111 : いま す 。 す ( 英 ・ 中 ・ 韓 )。 

まつ や ぎん ざ 

AN : 1869 年 創業 の 老舗 百貨 店 。 ギ ャ ラリ ー な ど グ ・ 地下 鉄 か ら 利 用 する 場合 は 、 三 越 横 の エ 
示 洗 押 護 : で の 催事 も 充実 し て いま す 。 | 財 画 | 多 レベ ー タ ー を 利用 する と 便利 で す 。 
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6 業 地 月島 


【 つ きじ ・ つ き し ま 】 東京 メロ 徒歩 [ 約 1 分 ] 


ロン 4 な EE 


築地 本 願 寺 


月 島 も ん じゃ スト リー ト 。 ーーーーー テ 人 公園 


上 

に に 7 ミソ) て 井本 - 航 350m 

。 量 DA 徒歩 [ 約 14 分 ] 

グル メ を 味わい ます 。 築 地 と と も に 時 NN 2 。 4 島 駅 
記 ま 本 で も だ ルレ iavSIIA 護 舞 MSISSS = mm 

園 に 復元 され た 石川 島 灯 台 な ども | 2 了 0 - ャ 。 、 築地 場外 市 場 の 路地 は 観光 客 が 多く 混雑 する た め 注意 が 
めぐ り 、 下 町 グル メ を 楽し みな が ら : KS ァ ド バ ィ ス )」 身 要 で す 。 お お お むね 平坦 な コー ス で す が 、 個 公園 か ら 入り 
江戸 の 歴史 を 学べ る コー ス で す 。 江 を 渡る 箇所 に 急 勾 配 の スロ ー プ が あり ます 。 





つき じ ほ ん が ん じ 


策 地 本 願 寺 


築地 本 願 寺 は 、 浄 土 真宗 本 願 寺 派 (本 山 ・ 京 都 西本 願 寺 ) の 寺院 で あり 、 創 建 か ら 約 
400 年 の 歴史 が あり ます 。 関 東大 震 災 で 焼失 し た 本 堂 は 1934 年 に 再建 。 設 計 は 東 
京 国 大 学名 準 教 授 で 建築 史家 で ある 伊東 忠太 博士 に よる も の で す 。 外 観 は イン ド 
の 古代 仏教 建築 を 模 し な が ら も 、 内 部 は 伝統 的 な 真宗 寺院 の 造り と な っ て お り 、 そ 
の 特徴 的 な 建築 は 外国 の 方 に も 人 気 で す 。 


本 グ ・ イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 内 に オス トメ イト 対応 設備 
MI 仙 付き トイ レ と 授乳 室 が あり ます 。 日 比 谷 線 中 目黒 方 面 (1 
番 改 札 ) か ら の エレ ベー ター 地上 出口 より 、 境 内 まで スロ ー プ で 移動 する こと が で き 
ます 。 2 階 本 堂 まで は スロ ー プ ・ エ レベ ー タ ー を 利用 し て 参拝 が 可能 で す 。 


較 境 内 自由 
隊 本 党 参 拝 時 間 6 時 か ら 17 時 30 分 (4 月 か ら 9 月 ) 
6 時 か ら 17 時 (10 月 か ら 3 月 ) 
















陣 境 内 自由 


石川 島 公 園 



















導 
が 隅田 川 テ ラス 
の / 
中 央 区 役所 きこ = 守 
天守 ん 石川 島 資料 館 
9 
人 足寄 場 @ 
車いす 対応 トイ レ ( オ スト メイ ト 対 多 の 
応 設備 付き ) は 、 中 目黒 行き ホー ム MP さ パ 
側 の 1 番 出口 改札 内 に ある 。 ーー S 
時 但 まち か ど 展 示 館 月 島 駅 と 介 公 園 の 間 の 
才 の へ レタ た だ 、 こ 一 部 区 間 は 歩道 が な い 
生島 、 怪 聖 路 加 国際 病院 た め 注 意 が 必要 。 
2 





A3 番 出口 


KS (1 電 
い 、 bl 画 |( 
グ し 上) 


MI 
築地 に っ ぽん 
漁港 市 場 





6 番 出口 。 
改札 外 に 車 い 
す 対応 トイ レ 
人 負 mh イレ 
対応 設備 付き ) 
が ある 。 


2er<Ws 革 | 
09 | タイ ム ド ー ム 明石 | 


人 @ 交番 


@r' | 築地 六 丁 目 | 
築地 魚河岸 


川 に @rg| 勝どき 橋 西 | 
、 ーー @ | かち ど き 橋 の 資料 館 | に ュ 
へ 
@、 人 > 
て と 
@ 
@ 
ぁ 
@」 
倫 
% 
1 
⑯ 
浜離宮 恩賜 庭園 ら 


ょ 








cpEp/U 和 
所 要 


委 地 魚 河 岸 1 画 10 


築地 魚河岸 は 、 築 地 の 活 気 と 賑わい を 将来 に 向け て 継承 する た め の 施 設 
で す 。 小 田原 橋 棟 と 海 幸 橋 棟 の 2 棟 に 分 か れ て お り 、1 階 に は 水産 物 と 青 
果物 を 販売 する 約 60 軒 の 店 舗 が 入居 し て いま す 。 2 階 は 事務 所 兼 倉 庫 と 
な っ て いま す 。 小 田原 棟 の 3 階 に は フー ドコ ー ト 形式 の 食堂 と キッ チン スタ 
ジオ が あり 、 来 場 者 の 胃袋 を 満た し て くれ ます 。 ま た 、 食 情報 を 発信 する 
「 築 技 セ ミナ ー」 も 開催 。 食 の プロ か ら 調 理 方 法 や 食材 の 扱い 方 を 指導 し 
て も ら え ます 。 












il『 1 段差 も な く 通 路 も 平坦 で 車いす の 方 で も 買い 
(s 物 を 楽し ひこ と が で きま す 。 小 田原 橋 棟 3 階 の 
食堂 や 各 棟 の 屋上 広場 へ の 移動 は エレ ベー ター を 利用 し て くだ さい 





5 時 か ら 15 時 (開館 時 間 ) 、7 時 か ら 14 時 (全店 営業 時 間 ) 
日 曜 祝 日 - 指 定 され た 水曜 





つく だ こう えん 


由 yA 邊 


隅田 川治 い の 介 大 橋 と 中 央 大 橋 の 間 に あ る 公園 で す 。 園 内 に ある 
個 堀 は 下町 の 風情 を 残し て いま す が 、 そ れ と は 対照 的 に 育 景 に は 高 
層 ビ ル 群 が そびえ て お り 、 こ の 眺め が 不思議 な 魅力 を 醸し て いま 
す 。 川 沿い の テラ ス で ゆっ くり 過ごす の も お すす めで す 。 犬 の 散歩 や 
ジョ ギン グ 、 ウ ォ ー キ ング を 楽し む お 人 な ども 訪れ て いま す 。 


園内 は スロ ー プ に より 段差 が 解消 され 
て いる 箇所 が あり ます の で 、 車 いす で 
も 通行 可能 で す 。 


TEL 03-3546-5435 逆 策 自由 

















有情 上 l 所 要 
に ルル た シリ 15。 


約 80 店 舗 ほ どの も ん じゃ 焼き 屋 が 点 在 す る 月 島 で も 、 と り わ け 多 く の 
店 舗 が 軒 を 連ね る メイ ンス トリ ー ト 。 戦 前 、 駄 菓子 屋 の 店 の 奥 に 鉄板 が 
あり 、 メ リケン 粉 を 溶い て 薄く 焼い た も の に 醤油 や 蜜 を つけ て 食べ て い 
た 子ども の お や つが 月 日 を か け て 現在 の も ん じゃ 焼き に な り ま し た 。 通 
り に 入る と 香ばし い 匂 い が 鼻 を くす ぐり ます 。 各 店 の 人 気 メ ニュ ー を ぜ 
ひご 賞味 くだ さい 。 


平日 は 歩道 が 狭く 通行 に は 注意 が 必要 で す 
が 、 週 末 に は 歩行 者 天国 に な る の で お 食事 ・ 
お 買い も の を 楽し むこ と が で きま す 。 








TL 03-3532-1990 (月 島 も ん じゃ 振興 会 協同 組合 ) 
店 舗 に より 異な り ま す 


























周辺 の 観光 スポ ッ ト 
@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 食 特 徴 : 倫 バ リア 情報 ・ バ パリ アフ リー 情報 
か ち ど き は し の し りょう か ん | エッ 拓 館内 人 日 まで は スロ ー プ で 入る こと が で きま す 平坦 で 
か ち ど き 橋 の 資料 全便 H し と いた 合 細 を 症 和 了 差 が な く 車いす の 方 で も 見 学 は 可能 で す が 、2 騰 民 示 
人 03-3543-5672 室 へ の 移動 は エレ ベー ター が 無く 階段 の み と な り ま す 。 
つく だ まち か ど て ん じ か ん 5 還 
個 ま ちか ど 展 示 館 : あま り の 重 さ に 怪我 人 が 続出 し た 千 綱 神 奥 : 4 が 
な 03.3546-5346 | な ど 、 介 の 文化 資料 を 展示 し て いま す 。 せん ) 。 - _- 
(中 央 区 区 民 部 文化 ・ 生 涯 学習 課内 ) 
すみ だ が わ て ら す 
隔 田 川 テ ラス : 隅田 川 両 岸 に 沿っ て 整備 され た 親水 テラ ス テラ ス は 整備 され て いま す の で 、 車 いす で 
分 03-5320-5413 : で 河岸 の フォ トス ポッ ト と し て 人 気 で す 。 も 川沿 い を 快適 に 散策 で きま す 。 
(東京 都 建設 局 河川 部 計画 課 低地 対策 担当 : 
NR2 紅 3 1 床 は 平坦 で 、 展 示 物 は 車いす の 方 で も 見 や 
0 | の り 、 立 は 夏 すい 高 さ と な っ て いま す 。 車 いす の 方 へ の 
タイ ム ド ー ム 明石 te 2 スペ ー ス が 3 席 用 意 され て いま す 。 車 いす 
(中 央 区 立 卿 土 天文 館 ) 1 は 受付 に て 貸出 し し て お り ます 。 駐 車場 を 
人 03-3546-5537 | ご 利用 の 場合 は 、 事 前 に ご 連絡 くだ さい 
いし か わ じ まし りょう か ん 
石川 鳥 資料 館 | 近代 人 業 の 発祥 地 で ある 川 の 歴史 床 は 平坦 で 、 展 示 物 は 車いす の 方 で も 見 
人 な 03-5548-2571 : や 重工 業 の 変遷 を 今 に 伝 えて いま す 。 や すい 高 さ と な っ てい ます 。 
いし か わ じ まこ うえ ん 

ノヽ 軒 : 隅田 川治 い の 中 央 大 橋 付 近 に ある 公園 で : 師 公園 内 の 通路 は 長い 傾斜 路 が あり ます の 
石川 島 公 園 ma で 車いす の 方 は 介助 者 が 必要 と な り ま す 。 


ヽ ーー @⑯ ナ ーー 亡 
人 03-3546-5435 1 9 。 東 京 スカ イツ リー* も 一 望 で きま す 。 
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築 
月 
島 


下 
吊 
ノ 
ル 
メ 
良 
べ 
歩 
さ 





⑨ 人形 町 ・ 小 伝馬 町 


【 に ん ぎょ うち ょ う ・ こ で ん まち ょ う )】 電電 下 鉄 徒歩 [ 約 3 分 ] 
浜町 駅 。 --- - -- な ぷ 甘酒 横丁 
[A2 番 出口] 約 150m 


伝統 の 手 し こと 体感 本 


東京 メト ロ 徒歩 [ 約 6 分 ] : 洒 屋 所 蔵 則 握 ブラ シ 徒歩 [ 約 4 分 ] 


徒歩 [ 約 6 分 ] 


お 江戸 日 本 橋 の 情緒 が 残る 人 形 町 ・ 小 伝馬 : エレ ベー ター 出稿 約 310m 展示 唐 戸屋 )  499om 
に 還る 同 り E コ ae 43 柚 間 0 ル 津 宇 人 徒歩 [ 約 7 分 ] ii 

時貞 = と と 3 時 間 四 に 議 糧 KG 390m [エレ ベー ター 出稿 
タル:NidhdU Si1 詳 症 AS ーーーー、」 お お むね 平坦 に 移動 で きる コー ス で す 。 大 通り や 甘酒 横丁 
hrE ら 用 サロ IE さ EE 本 糧 「 幸 00SRS ッッ | に は 歩道 が 整え られ 、 歩 道 の な い 街 路 も 交通 量 が 少な いた 
館 」 で 江戸 か ら 続 く 技 に ふれ まし ょ う 。 ( め 、 車 を 気 に す ける こと な く 街 歩き を 楽し むこ と が で きま す 。 





あま ざけ よこ ちょ う 









5 識 議 甘酒 横丁 

の 

語 「 甘 酒 横丁 」 交 差 点 か ら 明治 座 ま で の 約 400 メ ー ト ル の 道 が 甘酒 横 国井 二 柚 
し 丁 で す 。 明 治 初期 に 横丁 の 入口 あたり に 甘酒 屋 が あっ た こと に 由 放 徐 琴 呈 NT 
と 来 し 、 今 で も 酒店 や 和菓子 店 が 軒 を 連ね て いま す 。 手 づく り 豆腐 、 詳 ] 

体 ほう じ 茶 、 せ ん べ い 、 た ま ご 焼 き 等 、 あ ちこ ち に 美味 し いも の が あ 

感 


り 、 つ い 目 移り し て し まい ます 。 ま た 着物 や 和装 小物 を 取り 扱う 店 」 計 議 


も 人 気 。 情 緒 あ ふれ る 下町 の 散歩 道 を ぜひ 歩い て みて くだ さい 。 昔ながら の 老舗 や 名 店 が いっ ぱ 


いあ り ま す 。 新しく て も 、 何 故 か 
な つか し い 、 そ ん な 雰囲気 の ある 
情緒 豊か な 下町 の 散歩 道 で す 。 
段差 な ど が な く 車 いす の 方 で も 移動 
し や すく な っ て いま す 。 週 末 や 休日 に |L 03-3666-7662.| 
は 多く の 人 で 賑わう た め 、 歩 行 や 移動 に は 注意 が 必要 で す 。 だ た に 4 


頃 店 舗 に より 異な り ま す 





















NN コー ルレ 届 析 日 本橋 欠 
⑯⑨ 人 か 、 ノン 寅 証 本 | エレ ベー ター 出入 口 。 
小伝 馬 町 率 屋敷 展示 館 ペン ン 改札 外 に 車いす 対応 トイ レ (オス 
レム トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 
③ 用 ( 云 馬 町 駅 用 
バ < 


2 









⑯ 
私 \ @ @ 
包 ンー 
り ンー、 が 夫 


新 日 本 橋 駅 





A2 番 出口 。 
エレ ベー ター の ある A2 番 出口 は 

治 座 通り の 緑 道 に 出る の で 、 そ |  . 
の まま 里 酒 横丁 方 面 へ 移動 。 引 軒 拍 印 駅 











小津 史料 館 


A3 番 出口 。 




































(小津 和紙 ) P | 改札 外 に 車いす 対応 GT] 間 、 つき うー ト 
Q*。 | トイ レオ ス トメ イト 計 バン ツ 
ーーー: = * | 応 設備 付き ) が ある 。| し 府 : ム 
Daiichi Sankyo 伊 場 仙 浮世 絵 間 ーー ニー 」 = 明治 座 
@ の @ as 
| 本 町 本目 ば ン 4 染物 展示 館 ・ 虎 の 棋 
上 "wm 5 っ ( 演 町 高虎 ) | 
人 形 町 駅 あ Cr 
ee 










Ei 










A6 番 出口 。 
2 番線 (小伝 馬 町 方 面 ) へ は 
A6 出 入 ロ エレ ベー ター を 、 
1 番線 (中 目黒 方 面 ) は A3 出 て 2 
入口 エレ ベー ター を 利用 し 
三菱 倉庫 ・ 江 戸 橋 て 改札 階 へ 下り る 。 
歴史 展示 ギャ ラリ ー 














0 。 は 前 
@@ 水 天宮 


- 電 水 天 宮前 駅 
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か らく りや ぐら 


Mc 


所 要 


お づ し りょう か ん (お づ わ し ) 


小津 史料 館 (小津 和紙 ) 








回 無 料 連 11 時 か ら 19 時 


家 お 抱え の 刷毛 師 に 任じ られ た 老舗 。 そ 
の 後 、 将 軍 家 より 江戸 屋 の 屋号 を 与え ら 
れ て 江戸 刷毛 の 専門 店 と し て 看板 を 掲 
げ 続 け て いま す 。「 使 う 人 の 立場 に 立つ 
こと 」 を モッ トー に 1 本 1 本 誠意 を こめ て 
完成 度 の 高い ブラ シ を 作っ て いま す 。 洋 
服 ブ ラ シ 、 靴 ブラ シ 、 ヘ アー ブラ シ 、 歯 ブ 
ラ シ な ど ニ ー ズ に 合っ た ブラ シ を 揃え る 
こと が で きま す 。 伝 統 の 技 で 作ら れ た ブ 
ラ シ は 使っ た 方 に し か 分 か ら な いな め ら 
か な 心地 よさ が あり 、 そ れ が 現在 で も 愛 
され て いる 理由 と な っ て いま す 。 


出入 り 口 は 段差 が あり 、 店 内 は 


狭い で す が 、 見 学 は 可能 で す 。 


lEL 03-3664-5671 


加 無 料 連 9 時 か ら 17 時 了 固 土 曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日 


ン の 7 


こ で ん まち ょ うろ う や し き て ん じ か ん 


小伝 馬 町 宇 屋敷 展示 館 


会 03-3546-5346 
(中 央 区 区 民 部 文化 * 生 涯 学習 課内 ) 





陣 な し 


伝馬 町 補 屋 敷 の 内 部 を 再現 し た 模型 を ! 餅 


: 展示 公開 し て いま す 。 


| ある 演出 を ご 覧 くだ さい 。 


で す 。 














江戸 か ら 続 く 職人 業 の 
ブラ シ を ぜひ 見 に 来 て 
くだ さい 。 





人 形 町 商店 等 に ある 、 江 戸 時 代 の 面影 
飼 に 残す か らく り 樽 。 水 天宮 万 面 に は 高 
さ 6.5 メ ー ト ル の 江戸 落語 タイ プ が あり 、 
人 形 町 交差 点 方 面 に は 高 さ 7.55 メ ー ト ル 
の 町 火消 し タイ プ が 設置 され て いま す 。 
毎日 11 時 か ら 19 時 まで 1 時 間 お き に 約 2 
分 か ら 3 分 の か らく り が 展開 され ます 。 道 
行く 人 の 目 を 楽し ませ て くれ る 、 江 戸 情 緒 


か らく り 檜 は 歩道 に 設置 され て いる た 
め 、 通 行人 や 自転 車 な ど に は 注意 が 必要 


| 見 に き て くだ さい 


中 議 ノ 2 種類 の 栓 を ぜひ 











2014 年 1 1 月 、 本 美濃 紙 、 石 州 半紙 、 細 川 紙 の 手 濾 き 和紙 づ 
くり の 伝統 技術 が ユネ スコ 無形 文化 遺産 に 登録 され まし た 。 
1400 年 の 歴史 を 持つ 日 本 の 手 濾 き 和紙 の 技術 が 世界 に 高 
く 評 価 さ れ て いる の で す 。 そ れ ら を 含む 全国 の 手 濾 き 和紙 を 
中 心 に 、 絵 画 、 書 道 、 工 芸 、 イ ン テ リ ア な ど 幅 広い 用 途 に 使用 
で きる 紙 を 取り そろ える の が 小津 和紙 。 文 化 財 修復 用 紙 や 裏 
打ち 用 紙 、 表 装用 紙 と いっ た 一 般 に は な じみ の 薄い 紙 も 販売 
し て お り 、 額 装 や 軸 装 の 相談 も 承っ てい ます 。 店 内 に は ジャ ン 
ル を 問わ ず 様 々 な 展覧 会 を 開催 で きる 小津 ギャ ラリ ー を は じ 
め 、 小 津 文化 教室 や 小津 史料 館 が あり ます 。 小 津 史料 館 は 、 
1653 年 より 紙 商 を 開業 し て 以来 、 人 の 生活 を 豊か な も の に 
し て きた 紙 と 小津 の 歴史 的 な 関わ り を 公開 。 東 京都 中 央 区 民 
有形 文化 財 と し て 指定 登録 され た 古文 書 約 1.000 点 の 史料 
は 圧巻 で す 。 小 津 文化 教室 で は 、 書 道 、 水 墨 画 、 ち ぎり 絵 、 押 
し 花 な ど 約 80 の 教室 を 開催 し て いま す 。 

還 


( ウ 


正面 入口 は 3 段 の 階段 と な っ て いま す が 、 ビ ル 北 側 の 入口 に は 
スロ ー プ が あり ます 。 1 階 エ レベ ー タ ー 前 に は 段差 解消 の た め 
の スロ ー プ が 設置 され て いま す の で 、 店 内 は 車いす の 方 で も 
買い 物 が で きま す 。2 階 及び 3 階 へ の 移動 は エレ ベー ター を 利 
用 し て くだ さい 。 














当 体験 工房 で は 、 手 濾 き 和紙 
の 製作 ・ 工 程 体験 が で きま す 。 
完成 し た 和紙 は 当日 お 持ち 帰 
り 頂 け ま す 。 どう ぞ お 気軽 に お 
立ち 寄り くだ さい 。 


fEL 03-3662-1184 
手 潤 き 和紙 体験 A4 版 1 枚 500 円 (所 要 時 間 約 1 時 間 ) 
※ 開 始 の 5 分 前 に お 集まり くだ さい 。 
10 時 か ら 18 時 
日 曜 


車いす の 方 で も 見 学 で きま す 。 車 路 か ら 建 物 
入り 口 まで 点 状 ・ 線 状 ブ ロッ フク が あり ます 。 





じ っ し こう えん 

十 思 公 園 

谷 03-3546-5435 

だ いい ちさ ん きょう くす りみ ゅ ー じ あお 
Dalichi SahKy0 くす り リ ミ ュー ツア ム 
谷 03-6225-1133 


伝馬 町 率 屋 敷 の 跡地 に 作ら れ た 、 吉 田 ea 


| 松陰 の 辞世 の 歌 が 刻ま れる 、 幕 末 を 介 ぶ 
公園 で す 。 1 


: くす り と か ら だ の 関係 や 、 く すり の 働き な rm 
| ど 知 的 好奇 心 を 刺激 する 展示 で くす り に 】 
| つい て 楽し みな が ら 学 べ る 博物 館 で す 。 





東京 メト ロロ 日比谷 線 小 伝馬 町 駅 か ら ア クセ 
ス が 容易 で す 。 園 内 は ほぼ フラ ッ ト で 園 路 も 
広く 通行 し や すく な っ て いま す 。 


1 階 エ レベ ー タ 前 に 触 知 図 で 館内 の 案内 が 
あり ます 。2 階 に は 車いす 対応 トイ レ ( オ スト メ 
イト 対応 設備 付き ) が あり ます 。 





い ば は せん うき よ え み ゅ ー じ あむ 1 
伊 場 仙 浮 世 繧 ミュ ー ジ アム 
公 03-3664-9261 


| 借 業 400 年 を 誇る 伊 場 仙 は 浮世 絵 を 出 rm 
| り 込 ん だ 回 選 選 子 の 老舗 と し て 人 気 
上 9 Oo 1 





館内 の 床 面 は 平坦 で 車いす の 方 で も 見 学 ・ 
買い 物 が で きま す 。 





そめ も の て ん じ か ん ・ と ら の お り ( は まち ょ うた か と ら 5) : 、 ー 1 
: 江戸 つっ 子 が 愛し た 暖 和 や 手ぬぐい 、 半 纏 : 


染物 展示 館 ・ 虎 の 穫 ( 沖 町 高虎 ) 
谷 03-3666-5562 
みつ び し そ うこ ・ え ど ば し れき し て ん じ ぎ ゃ ら リ ー 


| な どの 図案 の 見 本 帳 を 展示 し て いま す 。 


三菱 倉庫 ・ 江 戸 橋 歴 史 展 示 : 


ギャ ラリ ー 
谷 03-3278-661 1 


江戸 橋 と 三菱 六 庫 の 歴史 を 日 本 橋 界隈 


| の うつ りか わり と と も に 紹介 し て いま す 。 
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入口 は 開き 戸 な の で 、 入 室 に は 注意 が 必要 
3 で 


O 


正面 入口 に は 点 状 ・ 線 状 ブ ロッ クノ が あり ます 。 車 
いす の 方 は 、 障 害 者 用 駐車 場 側 に ある スロ ー プ 
の 入口 を 利用 し て くだ さい 。 床 は 平坦 で 車いす 
の 方 で も 見 や すい 展示 の 高 さ に な っ て いま す 。 








。 加 河 





連 
ュ 
1 
と 
り 
ン 
ト 




















の 後楽園 医 、 ら = 


【 こ うら くえん )】 東京 メト ロ | 
3 徒歩 ぃ ー 徒歩 [ 約 7 分 ] 
後楽 周 駅 ーーーーーーー※ の ビ ョ う グー ュー 
望 


徒歩 [ 約 14 分 ] 
アト ラク ショ ンズ 

ox の 2 の ンー だ ヨル ラ ルン ( 
ピル) きき 51 の j7 に 1 の: ュ 議 揚 OO 小石 川 後楽 園 
dk: も だ ゴン た る: 本 粒 に 
に 人 レン ルビ に 利 お お むね 平坦 に 移動 で きる コー ス で す 。 東 京 ドー ムシ ティ 
ンド ひと の に EE ゴリ < 靖 還 2 イト 」 ア トラ クシ ョ ンズ の 観覧 車 「 ビ ッ グ ・ オ ー」 に は 車いす の まま 
園 ・ 小 石川 後楽 園 へ 。 ( 乗り 込む こと の で きる ゴン ドラ が あり ます 。 


徒歩 [ 約 4 分 ] 
約 230m [C2 番 出口] 


ぶん きょう し びっ くせ ん た 一 て ん ぼう ら う ん じ 
NN】 いい 1 
文京 シビ ッ ク セ ンタ ー 展 望 ラ ウン ジ 


文 束 シ ビッ フク センター は 、 文 京 区 役所 や 大 ・ 小 ホー ル 等 か ら な る 複合 施設 。 そ の 25 階 に 位置 する 展望 ラ 
ウン ジ か ら は 、 地 上 約 105 メ ー ト ル か ら の 眺 望 を 楽し お わこ と が で きま す 。 有 眺望 に 適し た 傾斜 の つい た 窓 ガ | 
ラス か ら は 、 東 京 ス カイ ツリ ー\、 新 宿 副 都 心 と いっ た 都市 景観 や 、 富 士 山 、 入 波山 の 自然 を 速く に 望む 
パノラマ が 広がり ます 。 都 心 の 展望 スポ ッ ト の 中 で も 人 気 が 高 く 、 美 し い 夜景 を 眺め る こと も で きま す 。 


IS 車いす の 方 で も 展望 ラウ ンジ か ら 景 色 を 眺め る こと が で きま す 。 窓 ガラ ス 
上 四 まで の 高 さ は 約 1 メ ー ト ル で す 。 障 害 者 等 用 駐車 スペ ー ス は シビ ピック セン タ 
ー 地 下 1・2 階 に 、 車 いす の 貸出 芋 談 ボ ー ド は 1 階 総合 受付 に 、 授 乳 ス ペー ス は 2 階 に 、 オ スト メイ ト 対 応 
設備 は 2・3 階 に あり ます 。 


TEL 03-3812-71 1 1 (代表 ) 無料 


9 時 か ら 20 時 30 分 
5 月 第 3 日 曜 






































芝 
人 AS 
Di 加 %|@ 語 
Gr や の 
レ 4 導 
号 C 癌 敬 
5 番 出口 は 文京 シビ ピック セン ター 
悦 。 B2F 直 結 。1F で 外 に 出る 。 
に ンク 
春日 町 
上 EE 上 
所 ー ト Me 文京 ふる さと 歴史 館 
Y、 SI @F 和 4 
2 中 








」 人 | 利用 し て 2F へ 上 が る 。 


ラク ー ア ショ ッ プ & レ スト ラン 


" 東京 ドー ムシ ティ 
馬 アト ラク ショ ンズ 


人 


am 


5 s 
_ | 小石川 後楽 園 の 南側 の 緑 道 を 利用 。 


















CX る ) 
小石 川橋 本 う 5 後楽 橋 









(開放 時 間 7 時 か ら 20 時 ) N 
中 央 本 線 ーー 」 

















L_ 」 








に 
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や きゅう で ん どう は く ぶ つか ん 


2) ロ 2 


1959 年 、 日 本 で 最初 の 野球 専門 博物 館 と し て 誕生 し まし た 。 年 1 回 野球 界 の 功労 者 
を 選出 し 、 野 球 殿 堂 入り と し て 発表 し て いま す 。 常 設 展 は プロ 野球 、 ア マチ ュ ア 野球 、 
野球 の 歴史 等 に 分 か れ て お り 、 イ ベン ト ホ ー ル で は プロ 投手 と 対戦 で きる パッ ター ボ 
NIR が 9042 大 


山 





博物 館内 は 平坦 な の で 車 い 
す の 方 で も 問題 な く 見学 が 
Ii 寺 ま 9 時 gi の 9 條 同情 
は 2 台 ま で の ご 用 意 で 、 受 
付 で 申し 出 が 必要 で す 。 


ー ミ "、 天 旨 還 昌 無 料 で ダウ ン ロ ー ド で き 
る 当 博 物 館 の 公式 アプ リ 
を リリ ー ス し まし た 。 こ の 
アプ リ を 博物 館 で 利用 す 
る こと で 、 野 球 殿堂 入り 
し た 方 の 動画 や 写真 を 見 る こと が で きま す 。 野 球 
殿堂 と 展示 を 、 よ り 深 く お 楽 し みい た だ く た め の 
画 期 的 な アプ リ で す 。 ぜひ 、 ご 利用 くだ さい 





回 600 円 

10 時 か ら 18 時 (は 月 か ら 9 月 ) 
10 時 か ら 17 時 (0 月 か ら 2 月 ) 
※ 入 館 は 閉館 時 間 の 30 分 前 まで 

阿 月 曜 ( た だ し 、 祝 日 、 東 京 ドー ム 野球 
開催 日 、 春 ・ 夏 休み 期間 中 は 開館 ) 








と うき ょ うど ー お し て いあ と らく し ょ ん ず I 所 要 
京 ド ー ム シテ ィ アト ラク ショ ンス 1 
Ra 入園 無料 で 楽し め る アト ラク ショ ン 施 設 で す 。 直 径 60 メ ー ト ル 
誇る 世界 初 の セン ター レス 大 観覧 車 「 ビ ッ グ ・ オ ー」 、 最 高地 点 約 15 メ ー ト ル の 高 さ 
1 に ニク ソラ ブ ネ |、 調 ブフ メー トル まで 上 昇 し て 落下 し 、 


3 才 (身長 100 セ ンチ メー トル 以上 ) か ら 付 き 添い な し で 楽し め る 「 キ ッ ズ ハッ カー」 な 
ど 、 大 人 も 子供 も 楽し め る 約 20 種 類 の アト ラク ショ ン が そろ っ て いま す 。 








Ge lg 03-3817-6001 
旬 因 罰 アト ラク ショ ン に より 異な り ま す ( 乗 


覧 車 「 ビ ッ グ ・ オ ー 」 に は 車いす の まま 利用 で り 放題 の ワン デー パス ポー ト あ り ) 
3 ンド ラ が あり ます 。 ア トラ クシ ョ ンズ チケ 名 10 時 か ら 21 時 (営業 時 間 や 各 ア トラ 
ツウ 放 羽 ン ター 模 の 0 スマ く マイ ルカ ウノ ク で アト クシ ョ ン の 運行 時 間 は 季節 や 曜日 、 
ラク ショ ンズ に 関す る 利用 相談 を 受け 付け て い イベ ント 内 容 に よっ て 異な り ます ) 
ます (開園 か ら 18 時 まで ) 。 阿 な し 









こい し か わこ うら くえん 了 
み > -ー【4 ヒ コ 

OK 4 な 
昭和 27 年 に 文化 財 保 護法 に よっ て 特別 史跡 と 特別 名 勝 に 指 
定 さ れ ま し た 。 江 戸 初期 に 水戸 徳川 家 の 祖 で ある 徳川 頼房 が 
江戸 中 屋敷 の 庭 と し て 造っ た も の で 、 二 代 藩 主 ・ 徳 川 光 団 に よ 

っ て 完成 。 庭 園 は 回 遊 式 築 山 泉水 庭園 に な つて お り 、 人 造園 に 関 
し て は 明 の 偽 学 者 で ある 朱 尋 水 の 意見 を 取り 入れ て いま す 。 後 
楽園 の 由来 は 、「 天 下 の 夏 い に 先だって 憂 い 、 天 下 の 楽 し み に 
後 れ て 楽し む ] と いう 中 国 の 言葉 か らき て お り 、 随 所 に 中 国 の 
名 所 に ちな ん だ 景観 を 配 し て いま す 。 


【W」 園内 一 部 の 車いす 通行 ルー ト の 案 
内 を パン フレ ッ ト に 記載 し て いま 
す 。 受 付 で 砂利 道路 用 車いす [ラン ディ ー」 や 車いす の 貸出 し が 
あり ます 。 入 口 左手 の 光 徳 亭 ( カ ント フク テ イ ) 内 に 車いす 対応 トイ 


レ が あり ます 。 外 国人 へ の 対応 と し て 、 受 付 に 英 ・ 仏 ・ 韓 ・ 中 (2 種 
類 )・ 西 の パン フレ ッ ト が あり ます 。 





文化 財 庭園 は バリ アフ リー 化 が 

難し いで す が 、 可 能 な 限り 障害 の 

ある 方 に も 楽し ん で も ら え る よ 

う 、 ボ ラン ティ ア さ ん の 協力 も 得 

WM な が ら ソ フト 面 で の バック アップ 

NT を し た いと 思い ます 。 





TEL 03-3811-3015 
300 円 (高齢 者 ・ 障 害 者 ・ 介 助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 
9 時 か ら 17 時 (入園 は 16 時 30 分 まで ) 





休 に 4 
周辺 の 観光 スポ ッ ト 
人 @ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 劉 特 徴 | 但 バ リ ア 情 報 ・ パ リア フリ ー 情 報 
eo 、 1 1 5 館内 は フラ ッ ト な の で 車いす の 方 で も 問題 
ざん きよ ょ うふ る さと れき し か ん 文京 区 の 歴史 や 文化 財 を あら ゆる 世代 に 触 | 
京 ふ る ざさ に ー さ ト sp ん : な く 見 学 が で きま す 。2 隊 の 展示 室 へ は エ 
文京 ふる さと 歴史 館 れ て も らい 、 和 郷 土 に 対す る 愛着 や 関心 を 深め BT SR ここ 


谷 03-3818-7221 : て も ら う た め に 1991 年 に 開設 され まし た 。 


老眼 鏡 の 貸出 し が あり ます 。 





人 03-381 1 -4482 


げん か くじ (こん に ゃ くえん ま ) 


夏目 江 や 栖 ロ ー 葉 の 文学 作品 に 登場 する | 
源 覚寺 (こん に ゃ くえん ま ) | の ー 


山門 か ら 本 堂 ま で は 石畳 も あり ます が 、 平 
坦 で 石 の 溝 も 浅い た め 、 車 いす の 方 で も 
移動 に は 問題 な く 参 拝 が で きま す 。 





らく 一 あし よっ ぷ あ ん どれ す と らん : 東京 ドー ム に 隣接 。 最 新 トレ ンド の 買い 物 や 町 


ラク ー ア ショ ッ プ & レ スト ラン 食事 が 楽し め ま す 。 上 ら 
こい し か わこ うら くえん て ん じ し つ 。 後楽園 か ら 発見 され た 歴史 的 価値 の 高い 

小石 川 後楽 園 展示 室 資料 な ど を 一 般 に 展示 公開 し て いま す 。  : 

れき せん こう えん 

確 川 公園 : 小石 川 台地 の 東端 に ある 公園 で す 。 高 さ 10 : mn 


谷 03-5803-1252 : メー トル の カス ケー ド が シン ボル で す 。 


(文京 区 みどり 公園 課 ) 


車いす 対応 トイ レ は 1 階 と 2 階 に 、 授 乳 室 は 2 階 イ 

フォ メー ショ ン 奥 に あり ます 。 筆 談 人 イン 
フォ メー ショ ン に て お 申し 出 く だ さい 。 各 フロ ア を 
Hm 2 


展示 室内 は 平坦 で 移動 し や すぐ く 、 展 示 物 
は 低い 位置 に 設置 し て いま す の で 車いす 
の 方 で も 見 や すい 高 さ に な っ て いま す 。 


東京 メト ロ 丸 ノ 内 線 | 後楽 園 駅 4 出口 か 
ら 直 接 公園 に 行く こと が で きま す 。 公 園内 
に は 車いす 対応 トイ レ ( オ スト メイ ト 対 応 設 
備付 き ) が 1 か 所 あり ます 。 
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6 新宿 


【 し ん じゅ く 】 


新宿 副 都 心 を 楽し お 


副 都心 ・ 新 宿 は 日 本 を 代表 する 繁 
華 街 。 休 日 に は ショ ッ ピ ング や 食 
事 を 楽し む お 人々 で 賑わい ます 。 緑 
の 美しい 新宿 御苑 、 高 層 ビ ル が 立 
ち 並ぶ 西新 宿 な ど 、 都 会 の さま ざ 
まな 表情 を 楽し め ま す 。 





と うき ょ うと ちょ う て ん ぼう し つ 
ap 
東京 都庁 庄 所 


東京 都庁 の 地上 202 メ ー 


と す 3 
gt ルル 軸 邊 
2 時間 


信州 高速 藩主 ・ 内 藤 氏 の 屋敷 が あっ た 地 。 明 治 時 
代 の 代表 的 近代 西洋 庭園 と し て 知ら れ て いま す 。 トル の 展望 室 は 一 般 に 無 


SM 車いす の 貸出 し や パリ ア 科 で 公開 され て いま す 。 眼 


フリ ー ル ー ト を 示し た 案内 下 に は 日 本 の 首都 ・ 東 京 の 
図 が あり ます 。 車 いす 対応 トイ レ は 園内 各所 に あり ます 。 調 眺 過 が 広がり 圧巻 で す 。 
乳 時 の お 湯 は レス トラ ン ゆ り の き で も ら う こと が で きま す 。 


T 革 三世 
LE 義 た EEE 和田 且 1500 円 ( 介 寺 押 料 、 要 問 IO 


せ )、[30 人 以上 団 休 六 400 円 ※ 事 前 申込 人 要 )、[65 歳 凡 上 ]250 
円 ※ 窓 日 で 年 齢 の 村 認 で きる 証明 書 の 提示 が 必要 で す 。 [学生 (人 校 
生 以 上 )]250 円 ※ 窓 で 学生 二 の 提示 が 以 要 で す 。 [ 小 人 (中 学生 以 
下 )] 無 料 加 [10 月 1 日 -3 月 14 日 19 時 か ら 16 時 (16 時 30 分 半 ) 
[3 月 1 5 日 -9 月 30H9 計 か ら 17 肝 30 分 (18 計 開園) [7 月 1 日 こ 8 朋 
20H19 詩 "18 時 30 人 (19 生 開園 ) 因 朋 選 祝日 の 場合 は 補 日 ) 


bm 
『 1 






西新 宿駅 





U 
東郷 青児 記念 に om 
損保 ジャ パン 
日 本 興亜 美術 館 


内 
の 了 | 画 量 

















信号 を 














部 言 大 江戸 線 - ル 
且 断 窒 和 便 局 
? 山 G 
月 時 kW@ 購 則 口 











帰り は 1 階 か ら 出 て 新 
宿駅 方 面 へ て 向かう 。 





。、 ンプ | 西新 宿 二 丁目 
通り 

人 4 

新宿 WE バス 7 番 

新宿 ワシ ント ン 

ホテ ル 前 バス 停 










パス 停 か ら 進 むと 都庁 2 階 に 着く た め 、 階 段 
また は 第 1 本 庁舎 内 の エス カレ ー タ ー、 エ レ 
ベー ター で 1 階 に 下り て 展望 室 専 用 エレ 
ベー ター へ (平日 の 18 時 45 分 以降 及び 土 ・ 





一 部 ルー ト の 変更 あり 。 時 刻 表 を 要 確 認 。 
南 新宿 駅 
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レ 9 
の ング < 
は が 
「 束 る ゞ 
上 ンー 
所 ク 明治 神宮 御苑 
線 泊 PO 





の ルト 


@ 池 設 名 ・ 電 話 番号 1 特徴 
と う ご う せい じき ね ん そん ぽ じ ゃ ば ん に っ ぽん こう あび じゅ つか ん 


会 03-5777-8600 (ハロ ー ダ イヤ ル : 美術 館 利用 案内 ) : セザンヌ の 作品 も あり ます 。 


授乳 室 (赤ちゃん ・ ふ ぶらっと) や 、 車 いす 対応 トイ レ ( オ スト 
メイ ト 対 応 設備 付き ) が あり ます 。 

TEL 03-5320-7890 (平日 は 10 時 か ら 17 時 ) 

回 無料 連 9 時 30 分 か ら 23 時 、 入 室 は 閉 室 時 間 の 30 分 前 
まで 陣 公 式 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 下さ い 。 
http://Www.yokoso.metro.tokyo.jp/tenDbou/ 


新宿 大 ガー ド 東 






モニ ト ニコ 

















き ね ん そん ぽ じ ゃ ぱん に っ ぽん こう あび じゅ つか ん 女性 画 で 知ら れる 東 抑 青 児 の 作品 約 230 1 
東郷 青児 記念 損保 ジャ パン 日 本 興亜 美術 館 | 点 を 収蔵 。 ゴ ッ ホ 「 ひ まわ り 」 や ゴー ギャ ン 、: 


還 5i 


都営 地下 鉄 


新宿 三 丁目 駅 
[CeH ロ ] 


新宿 御苑 新宿 WE バス 


徒歩 [ 約 5 分 ] 
Eo [新宿 門 ] 


約 270m 


徒歩 [ 約 1 分 ] 
oO- 一 一 一 一 一 み - 


[ 約 19 分 ] 新宿 WI! パス 。 徒歩 [ 約 5 分 
ーー 一 テ 。 新宿 ワシ ント ン ホ テル 前 一 一 一 テ 
バス 停 約 300m 


東京 都庁 展望 室 


徒歩 [ 約 14 分 ] 
約 800m 


徒歩 
新宿 駅 西口 周 辺 商業 施設 o--> JR 新宿 駅 


新宿 御苑 か ら 都 店 方 面 へ は 新宿 WE パス を 利用 。 東口 の 
商業 施設 や 西口 の 高層 ビル な どの 車窓 風景 を 楽し みな が 
ら 移動 で きま す 。 


ワン ポイント 
アド バイ ス 


し ん じゅ く え き に し ぐち し ゅ う へ ん し ょ う ぎ ょ うし せつ 


上 1 1 新宿 駅 西口 周辺 商業 施設 必 二 


新宿 駅 周辺 に は 有名 デパ 

ー ト が 多い こと で 知ら れ 

て いま す が 、 西 口 か ら 南 回 還 ggsa m 

口 に か け て は まさ に デパ WM 下 主 

ー ト 激戦 区 。 観 光 帰 り に 還 還 = 
買物 を お 楽し みく だ さい 。 置 革 

[小田 急 百 貨 店 新宿 店 ] EL03-3342-1111 

10 時 か ら 20 時 (季節 や フロ ア に より 変動 あり ) 固 不 定休 
[京王 百貨 店 新宿 店 ] lEL03-3342-2111 

10 時 か ら 20 時 (季節 や フロ ア に より 変動 あり ) 繕 不定 休 


[ルミ ネ 新 宿 ] EL03-3348-5211 
平日 11 時 か ら 21 時 30 分 土日 10 時 30 分 か ら 21 時 30 分 
レス トラ ン 1 1 時 か ら 22 時 30 分 ※ー 部 店 舗 を 除く 阿 不 定休 






お お むつ 交換 シー ト ( 大 人 可 ) 
が あり ます 。 都 民 広 場 地下 に 





/ 訂 有 花園 神社 
@ 


ヽ 


/ 


が 







エレ ベー ター が あり 新宿 御苑 に 最 
も 近い 都営 新宿 線 新宿 三 丁目 駅 の 
C6 出 口 か ら ス ター ト 。 
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二 ソ 
1 間 。 -2 人 Ta 











進 お むと 動く 歩道 あり 円 。 の 駅 |B4 4 で 
( 納 2 は 和信 EE ET lm ロ 。 Mal 
 。. 四 新宿 駅 な SS び 新 宿 三 丁 目 駅 部 崇 新 窒 


で の っ 計 
< 新宿 三 丁目 | 
3 ンジ: スタ ー ト 


RS 
則 店 Ao こん シシ 
2 mー 昌 本 


二 い NN ミ :、 
新宿 W ほ バス s "Re 新宿 御苑 前 駅 


Me 新宿 門 Se る 〇 
ハズ 儲 So < で で 
cr =v<Ssss 新宿 一 目 
新宿 一 目 南 眉 cc<。 旨 還 証 PC 


サー ビス リ 
と 才 - 

















周 室 大 木戸 門 






s 大 木戸 休憩 所 







水辺 の 付近 は 急 勾 配 
が ある た め 、 介 助 者 
が いた ほう が 安心 。 







千駄ヶ谷 門 
MM 









都営 大 江戸 線 
2 


し 一 


軸 
ー 競 な 加 


国立 能楽 党 





: 催 バ リア 情報 ・ バ パリ アフ リー 情報 

段差 の な い 平 坦 な 美術 館 。 高 層 チビ ル の 42 階 
に あり 、 車 いす で も 窓 か ら 景色 が 楽し め ま す 。 
車いす 対応 トイ レ は ビル の 地下 1 階 に あり ま 
す の で 、 係 員 に 確認 し て ご 利用 くだ さい 。 





は な ぞ の じん じ ミニ = ーー 
花園 神社 江戸 開府 前 か ら 新宿 の 絶 負 守 と し て 知ら れ 
分 03-3209-5265 | て きま し た 。 1 1 月 の 西 の 市 で 有名 で す 。 


西 の 市 や 年 末年 始 な ど 混 雑 時 は トイ レ を 開 
放 。 本 殿 近 くま で は スロ ー プ で 上 が れ ま す 
が 、 緒 銭 箱 の ある 場所 は 階段 の み で す 。 
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も 奏 


【 は ら じ ゅ く 】 





本 5 


都会 の 緑 と ノ ファッショ ン 


原宿 駅 の 西側 は 、 代 々 木 公園 や 
明治 神宮 、 大 型 の 競技 場 な ど が 
点 在 し 、 東 側 か ら 青 山 通り に 至る 


表参道 を 中 心 と し た エリ ア 


は 


ファ ッ シ ョ ナブ ル タ ウ ン と し て 人 


気 が 高 いで す 。 


よ よ ぎ こ う えん 


1 な ん 「" 


1 時間 


東京 オリ ン ピ ッ ク の 選手 村 と し て 使用 
公園 と し て 開園 し まし た 。 都 
ME 0 ト で す 。 


され た 後に 


Fa 


園 路 幅 も 広く 平坦 な と ころ が 多く あり 


ます 。 原 宿 門 の 近く に ある 車いす 対応 


トイ レ な ど に 音声 案内 が あり ます 。 


fEL 03-3469-6081 
と ンク 5 
無料 散策 自由 


サイ クリ ング セン ター 


_uT」 


中 央 広 人 





















水 回 廊 





| 末 京 メト ロイ 代田 線 
代 
々 
木 
上 
原 
駅 
ZN 
N 
束 
) 
| 100m | $ 





周辺 ンー | 


念 施設 名 ・ 電 話 番号 





と うき ざお も て さん どう は ら じ ゅ く : 
ee | 表参道 と 明治 通り の 交差 点 に 立つ 商業 施 
ROD : 設 で 、 若 者 に 人 気 が 高 いで す 。 





た けし た どおり 
所 要 
時間 


原宿 駅 か ら 明 治 通 り に 向かっ て 続く 
約 350 メ ー ト ル の 通り に は 、 若 者 に 人 
葉 の ファ ッ シ ョ ン 店 舗 な ど が ざっ し り 。 






週末 な ど は 大 賑わい と な っ て いま す 。 


JR 原宿 駅 

竹下 口 前 
の 竹下 通り 入口 は 訪 勾 配 の た め 、 明 治 
通り 側 か ら 入 る と よい で す 。 休 日 な ど は 
混雑 する の で 注意 が 必要 で す 。 

較 陣 散 策 自 由 





し * 明治 神宮 御苑 


2 

ター ト す る 場合 は 、2 番 
出口 付近 の エ レ ペ ー タ ー 
を 利用 し て 地上 へ 出る と 
スパ バス 。 


原宿 門 。 」 







回 
ズ に 移動 で きる 。 


国立 代々 


「 
第 二 体育 館 





JR 原宿 駅 表参道 口 前 
の 信号 を 渡る と スム 







徒歩 [ 約 4 分 ] 徒歩 約 11 分 ] 
JR 原宿 駅 [表参道 ロ ] > 一 > 代々木 公園 
約 200m 約 6 


徒歩 [ 約 11 分 ] 徒歩 
竹下 通り oc- 一 一 一 * 裏 原 宿 ・ 表 参道 > 一 ヶ 表参道 


約 630m 
徒歩 [ 約 5 分 ] 


約 270m 東京 メト ロ 表 参道 駅 [A1 ロ ] 


坂 が 多い エリ ア で す が 切 坂 を 避け る ルー ト も 選択 可能 で 
す 。 表 参道 は 緩やか な 坂 が 続く の で 、 手 動車 いす に は 介助 
者 が 必要 で す 。 


ワン ボイン ト 
アド バイ ス 










うら は ら じ ゅ く ・ お も て さん どう 
に て に 計ら うほ 職 講 
1 時間 


渋川 放 歩道 (キャ ッ ト スト リー ト ) な ど を 中 心 に 若 才 ご 較 1 
向け ショ ッ プ が 並ん で いま す 。 明 治 神宮 の 参道 で あ 識 | 呈 | 2 ] 
る 表参道 に は 高級 ブラ ンド 店 舗 な ど が 多く あり ます 。 問 主語 紀 ! 


衝 衣 原 宿 は 平日 に 車 が 通る 箇所 も ある の で 注意 が 
必要 で す 。 裏 原宿 か ら 表 参道 へ 出る スロ ー プ な ど 


は 坊 傾斜 の 箇所 も あり ます 。 車 いす で の 走行 に は 注意 が 必要 で す 。 
| 層 陣 散 策 自 由 


お も て さん どう ひる ず 
リル 


表参道 治 い に ある 全長 約 250 メ ー ト ル の 商業 施 較 財 
設 。 地 下 3 階 か ら 地上 3 階 は 国内 外 の 有名 ブラ ンド 上 | | 属 
店 舗 が 並び 、4 階 以上 は 住居 施設 と な っ て いま す 。 / デ 
〒 こ の 通路 
同軸 率 MoE 
勾配 に 合わ せ て らせん 状 の スロ ー プ と な 
っ て いま す 。 通 路 や 地下 1 階 に は ベン チ 
な ど 休 憩 で きる スペ ー ス が あり ます 。 

















加 1 1 時 か ら 21 時 (日 曜 は 20 時 ま 
で ) 、 レ スト ラン は 23 時 まで (日 曜 は 
22 時 まで ) 、 カ フェ は 21 時 まで (日 曜 
は 20 時 まで ) ※ 一 部 店 舗 に より 異な 
り ま す 茹 不 定休 





// 員 
//〒 


JRTfT 下品 側 か ら の 入口 は 為 勾 
配 に な っ て いる の で 明治 通り 
か ら 入 り 、U り ター ン す る と よい 。 


東 郊 幼 稚 園 
9 東郷 神社 


東郷 神社 へ の 
N、| 案内 板 が ある 。 

























エレ ベー ター が ある 表 
参道 品 か ら ス ター ト 。 













表参道 (緩やか な 下り 
坂 ) か ら 明治 通り を 通っ 


て 竹下 通り へ 入る 。 〇 表参道 ヒル ズ 


緩やか で す が 長 く 上 り 坂 が 
続く の で 、 手 動車 いす に は 
介助 者 が いた ほう が 安心 。 


信号 を 渡っ て A1 出 口 
か ら 表 参道 駅 へ 。 


A1 出 口 。 
改札 外 に 車いす 対応 トイ レ ( オ ス 
トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 





1 @ パ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 [ 


| MG 換 シ ー ト (大 人 可 ) が あり ます 。 





優先 エレ ベー ター が 1 台 設 置 さ れ て いま 
階 の 車いす 対応 トド イレ に は お むつ 交 
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原 
宿 


LL 
へ J 


居 
ビニ 
(e 
隊 
の 
ツ 
ヨ 
ン 








御徒 町 秋葉 原 





【 お か ち ま ち ・ あ き は ば ら 】 。 JR 徒歩 [ 約 9 分 ] 
御徒 町 駅 
[北口 ] 約 490m 






も の づく り に ふれ る 


[高架 下 」 は 東京 独特 の 空間 利用 。 
戦後 か ら 続く 電気 街 や 近年 リノ ベー 
ショ ン さ れ た 商業 施設 な ど が 展開 さ : 
れ て いま す 。 ク ラフ ト や アー ト 、 サ ブ : 


部 
必 
印 
部 
上 
シン 
7 
3 
剛 
リリ 
ア 

























カル チャ ー や グル メ ま で 、 多 彩 な も 
の づく り に ふれ る コー ス で す 。 

葉 

原 

暫 

も I 

づ ー Oo W 
< アメ 模 プ ラ ザ 

9 リ 
線 

ミ ' ul lm 

部 富 大 江戸 線 上 野 広小路 スラ タ ー / 北 ロ 
春日 通り O 
| 
湯島 天満 宮 上 野 広 小路 駅 8 用 
湯島 駅 ー 0 | 中 信徒 町 駅 


還 】 アー ツ 千 代田 3331 
練 成 公園 @ 旧 _ 
















末広 町 駅 





@ コン ビニ 
和 
通 
り 


釘 湯 










ぐい NNH 先 へ り 
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CHABARA AKI-OKA 
MARCHE 











徒歩 [ 約 8 分 ] 


2k540 AKI-OKA 
A 約 450m 


RTISAN 






神田 万 世 橋 














徒歩 [ 約 3 分 ] JR 
秋葉 原 駅 
約 140m [JR 電気 街 口 ] 





打 4 と つ と 1 上 『 = 』 L ] 
ワン ボイン ト 』 
| 7 ドバイ ス 縛 首 








ニー ケイ ゴー ヨン マル アキ オカ アル チ ザ ン ー 
所 要 


MWT っ O 


ジェ イア ー ル 東日本 都市 開発 が 手掛け た 「 も の づ 
くり 」 を テー マ に し た スポ ッ ト 。 鉄 道 用 語 で は 東京 
駅 か ら の 距離 で 場所 を 示す た め 、2k540m に あ 
る この 施設 を [ニー ケー ゴー ヨン マル 」 と 名 付け ま 
し た 。 か つて 江戸 の 伝統 工芸 職人 が 多かっ た 御 
徒 町 で 、 新 し い ス タイ ル の も の づく り リム ー ブ メ ン 
ト が 起き よう と し て いま す 。 


ノー の だ べべ ーー スム に で ゃ 三 


工房 と ショ ッ プ が ひと つ に な 
っ た スタ イル 、 こ こ で し か 買 
えな い 商 品 、 も の づく り の 体 
験 が 出来 る ワー クシ ョ ッ プ 
な ど 、JR 高 架 下 を 有効 活用 
し た 、 さ ま ざ ま な 個性 あふ れ 
る お 店 が あり ます 。 
因り た 9 
田 入 場 無料 
11 時 か ら 19 時 (一 部 営業 時 間 が 異な り ます ) 
10 時 か ら 20 時 (中 通路 開放 時 間 ) 
因 水 曜 ( 祝 日 の 場合 は 休館 日 が 異な る 場合 が あり 
ます ) 












あー つ ち よ だ さん さん さん いち 所 要 
アー ツ 千 代田 3331 4 


旧 練 成 中 学校 を 利用 し 2010 年 に オー プン し た 複合 文化 施設 。 ギ ャ ラ 
リー・ オ フィ ス ・ カ フェ ・ シ ョ ッ プ な ど が あり 、 展 覧 会 だ け で な く ワ ー ク ショ 
ッ プ や 講演 会 な ど 文 化 的 な 交流 拠点 と し て 利用 され て いま す 。 読 書 や 


休憩 な ど 自 由 に 過ごせ る フリ ー ス ペー ス は 無料 で す 。 
館内 の 入口 は スロ ー プ で 入る こと が で きま す 。 


2 お 手伝い が 必要 な 場合 は イン ター フォ ン を ご 


利用 くだ さい 。 車 いす の 方 は 、 各 階 へ の 移動 は エレ ベー ター を 利用 し て くだ 
さい 。 た だ し 、 屋 上 は 段差 が ある た め 通 行 は で きま せん 。 


校舎 の 面影 が 残る 館内 
を 巡り な が ら 、 さ ま ざ ま 
な 展示 を お 楽し みい た だ 
ける 施設 で す 。 ブッ ク 
コー ナー や カフ ェ で は 
ゆっ た り と し た 時 間 を お 

過ごし いた だ け ま す 。 





















LiL 03-6803-2441 
回 入館 無料 (展覧 会 は 有料 の 場合 あり ) 
鐘 10 時 か ら 21 時 (最終 入館 時 間 は 閉館 の 30 分 前 ) 

※ 入 居 団 体 ・ ギ ャ ラリ ー ie | HE 
陣 公 式 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さ 
https://Www.3331.jp 


ま ー ち えき ゅ ー と か ん だ まん せい ば し 所 要 
マー チエ キュ ー ト 神田 万 世 橋 


旧 万 世 槍 駅 高 案 橋 を 利用 し た 商業 施設 。 か つて の 万 世 槍 駅 の 痕 蹴 を 見 
る こと が で きま す 。 


uF.] ら 





階 デ ッ キ お よび 神田 川沿 い の オ ー プ ン デ ッ 
ia は 通 狂 が や や 狭く な っ て いま す 。 (人 
I0 セ ンチ メッド ト ゆ ) 





図 店舗 に より 異な り ます 
層 11 時 か ら 23 時 まで (日 祝 は 21 時 まで ) 、 
雑貨 ショ ッ プ は 1 1 時 か ら 20 時 まで 
陣 不 定休 





BB 
アメ 横 プ ラ ザ 


会 03-3836-1800 
(アメ 模 プ ラ ザ 商 店 街 協同 組合 事務 所 ) 


| 上 野 アメ 機 通り の 中 央 ガー ド 下 に ある 商店 
街 。 良 質 安 価 な 店 が 軒 を 連ね て いま す 。 | 


先端 文化 情報 発信 の 街 ・ 秋 葉 原 の シ ン ボル : 
あき は ば ら ゆ ー で い ぃ い ー え っ くす 
秋葉 原 UDX 
公 03-3252-5091 : ー ス 、 レ スト ラン 、 シ アダ ター 和 装 2 


| 有する 複 台 施 で す 。 








| と し て 「 人 々 の 交流 」 と 「 情 報 と 技術 集積 を : 
| コン セプト に カン ファ レン ス や イベ ント スペ HGM2 





あき は ば らら じ お せん た 一 


枯葉 原 ラ ジオ セン ター 


戦後 、 電 気 無線 技術 者 た ち が 高 架 下 で 、 当 時 唯一 の 娯楽 で あっ た ラジ オ の 
部 品 を 販売 し た こと か ら 始 まり ます 。40 軒 近い 店 舗 は いずれ も 専門 性 の 
高い 部 品 を 取り そろ えて いま し た 。 現在 は オー ディ オ ・ 家 電 ・ パ ソコ ン 等 、 人 
気 の 中 心 は 変化 し て いき 、 秋 葉 原 が 電気 街 と し て 栄え 始め 、 世 界 中 か ら 多 
く の 専 門 家 等 が ラジ オセ ンタ ー に 訪れ ます 。 


セン ター 内 は 、 通 行 は 観光 客 及 び 買 い 物 客 で 


賑わっ て いる た め 、 車 いす で の 通行 に は 十分 
注意 が 必要 で す 。 


上 見 た た 3 皮 り 2 比 細 2 際 店 舗 に より 異な り ま す 





ちゃ ば ら あき お か まる し ぇ 


CHABARA AKI-OKA MARCHE 狗 仙 


か つて 賑わい を みせ た 神田 青果 市 場 跡 に で きた 日 本 の 良い も の を 集め た 
逸品 市 場 で す 。 単 に 美味 し いも の が 手 に 入る だ け で な く 、 生 産 者 と 消費 者 
が じかに つなが る 場所 と し て 、 食 の 奥深 さや 伝統 ・ 伝 承 に 触れ て いた だ き 
ます 。 日 本 百貨 店 し ょ よく ひん か ん を は じ め 、 生 産 者 か ら 取り 寄せ た 約 30 種 
類 の 珈琲 豆 を 販売 する や な か 珈琲 店 な ど が 入 店 し て いま す 。 


1 車いす の 方 が 店 内 に 入る に は 御徒 町 方 面 入口 
ふ の スロ ー プ を 利用 し て くだ さい 。 店 内 は 車 い 
す で の 通行 は 可能 で す が 、 買 い 物 客 で 混雑 し て いる 場合 は 移動 に 注意 し て 
くだ さい 。 車 いす 対応 の トイ レ は 、 木 桶 が 展示 され て いる 付近 に あり ます 。 








fEL 03-3258-0051 還 \ め 笠寺 だ! 
2 11 時 か ら 20 時 
岡 6 月 第 1 水曜 、1 1 月 第 1 水曜 






「 ち ゃ ば ら 」 は 「 や っ ちゃ 場 」 と 「 秋 葉 原 」 NN 
す 。 また 、 店 内 で は 様々 な 店 舗 で 食 の 奥深 さ 
伝統 ・ 伝 承 に 触れ る こと が で きま す 。 


西側 の 出入 口 は 段差 が あり ませ ん 。 東 側 

(JR 側 ) に は 5 か 所 に 段差 が あり ます の で 
注意 し て くだ さい 。 通 路 は 狭く 混雑 し て い 
る の で 通行 に 十分 注意 し て くだ さい 


2 階 の み 手 動 の 出入 り 口 の た め 、 車 いす の 方 は 1 
階 か ら エ レベ ー タ ー で ご 利用 くだ さい 。 各 フロ ア に 
段差 は あり ませ ん 。 障 害 者 等 用 駐車 スペ ー ス が 多 
数 あり 、 入 り ロ イン ター ホン で 誘導 の 案内 が あり ま 
す 。 電 動車 いす は 1 階 防 災 セ ンタ ー で 無料 で 貸出 
し し て お り 、10 時 か ら 18 時 まで 利用 が 可能 で す 。 
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① お 双 場 軌 「 に TS 


【 お だ い ば )】 


ゆり か も め 。 【 約 20 分 ] ゆり か も め 徒歩 [ 約 2 分 ]】 MEGA 徒歩 [ 約 1 分 ] 
oOー 一 ーー あー ゝ 〇 ーーーーーーーーー > 
青海 駅 約 100m WEB 約 50m 


ae い 
吉 ベ イエ リア 
東 5 て エリ プ 徒歩 [ 約 1 分 ] シン ボル 徒歩 [ 約 1 分 ] 


ヴィ イー ナス フ ォ ー ト ーー 一 ぁ 。 プロ ム ナ ー ド 公園 
約 50m ( 約 900m) 約 50 


ーー < い ヽ I ノ > 
8 が 人 | 了 徒歩 約 2 分 ] デック ス 徒歩 [ 約 4 分 ] 人 [ 約 20 分 1 
NN SL 0 東京 ビー チ $200m 打 腸 ” TONOGME8 和 2 生 誠 9 
Si の) クル よ オ イン ル Lo: コット 生 揚 SNO 

タゴ ムレ マリー ソリ eS ーー 歩行 者 専用 の プロ ム ナ ー ド や 公園 だ け を 通る コー ス 。 シ ン 
EL22 計ら と 生生 5 の 訂 揚 旨 当 生 0 ポイ ント ボボ ルプ ロム ナー ド 公 園 お 台場 海浜 公園 ー デ ックス 東京 
ベイ エリ ア を 体感 で きま す 。 ビー チ に は スロ ー プ や エレ ベー ター で アク セス 可能 で す 。 


約 100m 

















の ちと あか 人) 還 
所 要 


MEGA WEB 1 
時 間 


最新 の 福祉 車両 か ら 1950 一 70 年 代 の ヒス トリ ッ ク カ ー、 
進化 を 続け る レー シン グ カ ー ま で 、 さ ま ざ ま な 車 が 展示 され 
て いま す 。 


グ 。 
MG 

青海 駅 に 直結 し て いま す 。 「 ト ヨタ シテ ィ シ ョ ウケ ー ス 」 の 車 い 
す 対応 トイ レ 内 に 多目的 シー ト ( 大 人 利用 可 ) が あり ます 。 












「 ト ヨタ シテ ィ シ ョ ウケ ー ス 」 
で は ウェ ルキ ャ ブ (福祉 車 
両 ) を 展示 し て お り 、 試 乗 も 
で きま す 。 












| 

較 無 料 (一 部 アト ラフ ショ ン は 有料 ) 
11 時 か ら 21 時 (ライ ド スタ ジオ は 19 時 まで ) 
人 囲 不定 休 


シー ン マッ 
⑯ アン の 
の の 


こ @ 
この 。。 ③ あ $ 
要 
四 に eS5sieio: ろ ン る 






grxp 有明 テニ ス の 森 公園 国際 展示 場 駅 


下 還 上 着 し 
の 





人 
4 @⑧ 
水上 パス お 馬場 (9 ( 京 ビッ プ サ イ ト ) 
海浜 公園 乗船 坦 ⑤ 


も 
③ 

⑳ 
東京 国際 フク ルー ズ タ ー ミ ナル 駅 \@ 


も 
6 







ツ 水上 バス 
e 日 の 出 棲 橋 乗船 場 






@、 
@ 
例 
ロ 


Cr テレ コム セン ター 前 
ウッ プ 
る @ 
@ = 
_@*> テレ コム 
セン ター 駅 


東京 お 台場 大 江戸 温泉 物語 
人 
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員 和 仙 大 條 誠 
ウ ヴィー ナス フォ ー ト 


17 か ら 18 世 紀 の 中 世 ヨ ー ロ ッ パ の 町 並み 
を 模 し た 屋内 型 シ ョ ッ ピ ング モー ル 。160 
も の ショ ッ プ や レス トラ ン が 並び ます 。 

培 ブ 。 

1 の 2 
青海 駅 に 直結 し て いま す 。 車 いす 、 ベ ビ 


ー カ ー の 貸出 し が あり ます 。 2・3 階 の フ 
ロア の 一 部 が 石畳 風 で 凹 吊 が あり ます 。 2 


lEL 03-3599-0700 


憎 11 時 か ら 21 時 、 レ スト ラン は 23 時 まで 























陣 不 定休 





し ん ぼる ぷろ お む お な 一 どこ うえ ん 


シン ボル プロ ム ナ ー ド 公園 


お 台場 の 中 心 に 位置 する 総 延長 4 キ 中 
ロメ ー ト ル の 広大 な 公園 で 、 了 大 紀 J 
広い 幅員 の プロ ム ナ ー ド で 車 を 


都心 内 の 様々 な 施設 を つない で い 
ます 。 天 気 の 良い 日 に は 夢 の 大 橋 か 気 に せ すず 散策 で きま す 。 公 園内 
ら 富 士 山 を 眺め る こと が で きま す 。 27 所 に 車 し 9 計 応 トイ レ が あ 
り 、 う つ ち 2 か が 所 は オス トメ イト 

| 対応 設備 付き で す 。 


| > ! 


華 ネ チー ーー ニー っ 中 
ーー ピン ゴ ニー ニニ ンズ 


IlEL 03-5531-0852 


お だ い ば か いひ ん こう えん 


お 台場 海浜 公園 


台場 公園 (第 三 台場 ) に 隣 古 
接し 、 静 か な 入り 江 を 囲ん 
で いる 公園 。 港 を 行き か う 
は や レイ ン ボ ー ブ リ ッ ジ 越 
し に 見 える 対岸 の 町 並み 、 
タ 陽 の 美 し さ は 格別 で す 。 


車いす で も ビ 
ー チ 沿い を 快 
適 に 散策 で きま す 。 シ ン ボ ルプ ロム ナー ド 
公園 と つなが る スロ ー プ が あり ます 。 デ ッ ク 
ス 東 京 ビ ー チ か ら デ ッ キ を 渡っ て エレ ベー 
ター で アク セス する こと も 可能 で す 。 






< み 1 先端 科学 技術 と 人 を つなぐ 、 す べ て の 人 に : 


| ひら か れ た 国立 の サイ エン スミ ュー ジア ム Id 





YE に Ep 


ルル アル 


お 台場 を 代表 する エン ター テイ メン ト 
スポ ッ ト 。 マ ダム ・ タ ッ ソ ー 東 京 で は 、 
60 体 以上 の 等 身 大 フィ ギュ ア を 触っ 
て し お こと が で きま す 。 


9” 


. 埋 











GaF 困 
お 台場 海浜 公園 駅 か ら 直 接 店 
内 に アク セス 可能 で す 。1 階 南 
側 に 車いす 専用 出入 口 が あり ま 
す 。 マ ダム ・ タ ッ ソ ゾー 内 に オス ト 
メイト 対応 トイ レ が あり ます 。 
















TEL 03-3599-6500 
回 店舗 に より 異な り ま す 11 時 か ら 21 時 (レス トラ ン は 5F は 23 時 まで 、6F 
は 24 時 まで ) 陣 不 定休 





すい じょう ば す 


水上 バス 


湾岸 エリ ア か ら 、 隅 田川 、 浅 
草 な ど を 結ぶ クル ー ズ 有 船 。 
6 つの ライ ン が あり 、 海 抜 ゼ 
ロロ か ら の 大 都市 ・ 東 京 の 景 
色 が 楽し め ま す 。 


還 加 語 Nlv2 ル Nm ラル 
ダス に は 車いす 対応 トイ レ 
が あり ます (ホタル ナ は お 
むつ 交換 シー ト 付 き ) 。 お 台 
場 海浜 公園 及び 日 の 出 材 
橋 の 乗船 場 に は 車いす 対 
応 ト イレ が あり ます 。 


回 お 台場 海浜 公園 日 の 出 棲 橋 : 
520 円 (障害 者 ・ 介 助 者 割引 あり 、 
要 問 合せ ) 
| お 台場 海浜 公園 発 : 
11 時 20 分 か ら 18 時 10 分 
陣 荒 大 時 な ど 





1 階 と 7/ 階 の 車いす 対応 トイ レ 内 に 多目的 シー 











谷 03-5564-2458 


日 本 科学 未来 館 [ ト (大 人 利用 可 ) が あり ます 。 車 いす 、 ベ ビー 
人 03-3570-9151 | で す 。 カー の 貸出 し が あり ます 。 授 乳 室 が あり ます 。 
と うき ょ うと みず の か が く か ん 6 3 い 
東京 都 水 の 科学 館 : 水 の 不 思 議 と 大 切 さ を 学ぶ こと が で きる 体 | 車いす 使用 者 は 施設 前 に ある 大 型 バ ス 用 
人 な 03-3528-2366 : 感 虹 ミ ュー ジア ム で す 。 目 ] の 駐車 場 を 利用 する こと が 可能 で す 。 

と うき ょ うと に じ の げす い ど うか ん | EE に ウー | 

東京 都 穫 の 下水 道 全 EE 車いす で も 問題 な く 見 学 可能 で す 。 


| が ら 学べ る 体験 型 広報 施設 で す 。 


と うき ょ うお だ い ば お お えど お ん せん も の が た り 
東京 お 台場 大 江戸 温泉 物語 


谷 03-5500-1126 | の テー マ パー ク で す 。 


: 江戸 下町 の 賑わい を イメ ー ジ し た 天然 温泉 [ 還 
較 


ダ * 施設 の 出入 口 に は スロ ー プ が あり 、 更 衣 
室 や 浴室 の 出入 口 に も 段差 は あり ませ ん 。 





あく あし て ぃ お だ い ば 
アク アシ ティ お 双 場 


谷 03-3599-4700 : モー ル で す 。 


| レインボー ブリ ッ ジ と 東京 湾 に 由 む 日 本 最 ! em ー 
| 大 級 の エン ター テイ ン メ ント ショ ッ ピ ング Ia 


台場 駅 か ら シ ン ボ ルプ ロム ナー ド 公 園 を 
経由 し て 3 階 フ ロア に つなが り ま す 。1 階 に 
は 子ども 専用 トイ レ が あり ます 。 
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ーー も 


め 浜 松 町 浅草 


【 は まま つ ち ょ う ・ あ さく さ 】 各党 地下 次 徒歩 約 6 分 ] 徒歩 [ 約 6 分 ] 徒歩 
公園 駅 ーーーー> 増上 寺 co 一 一 一 > 東京 タワ ー oーー 一 テ 
[A3 出 口 ] 約 350m m 


い = デ デ 者 バス 浜 95 [ 約 14 分 ] 都 バ ス 浜 95 徒歩 [ 約 7 分 ] 
いい る 東京 タワ ー ーー 一 テ 日 の 出 棲 橋 入 口 < 一 一 ヶ 日 の 出 
パス 停 (東京 タワー 構内 ) 9 停留 所 目 パス 停 約 400m 


[ 約 40 分 ] 水上 バス 徒歩 [ 約 3 分 ] 二 徒歩 仲見世 通り 徒歩 
ーー 一 一 ? 
] ( 約 250m) 


に 】 


o O 〇 ーー 一 ーーーーー タ ダテ 
増上 寺 や 旧 肌 離 宮 恩 賜 庭園 な ど 、: 10K0 CNUE| ラ イン 乗 船 場 。 約 150m 
叫 旧記 を 2 に Eo か タ 右折 中 り 且 を きら 1 8 3 徒歩 [ 約 3 分 |] 。 徒歩 [ 約 4 分 ] 東京 メロ 
に ) 他 作り p 太 全 衝 P 友 人 詳細 | 約 180m 約 240m [1 番 出口 
た こと ん ルル AE 症 間 0 ーー 東京 タワ ー 入 口 付 近 は 急 勾配 の た め 手動 車いす に は 介助 
や 浅草 寺 と いっ た 東京 を 代表 する : SE と 者 が 必要 で す 。 日の出 村 橋 へ の バス は 本 数 が 少な い の で 
スポ ッ ト 見 学 も 楽し め ま す 。 | 注意 が 必要 で す 。 


上 
部 
届 
ノ 
城 
3 
時 
ァ 





ぞう じょう じ と うき ょ うた わ ー 


ニャ ルル Am 


浄土 宗 の 七 大 本 山 の 一 つ で 、 関 東 を 代表 する 浄土 宗 の 寺院 。 昭 和 49 年 昭和 33 年 (1958 年 ) の 開業 以来 東京 の シ 
(1974 年 ) に 大 殿 再 建 を 行い 、2010 年 に は 安国 典 が 再建 され まし た 。 ン ボ ル と し て 愛さ れ て いま す 。 高 さ は 333 メ 目 
TP ー ト ル 。 展 望 台 か ら の 絶景 を ぜひ 。 高 さ 還 
由 増上 寺 会 館 ( 寺 務 所 ) で バリ アフ リー ルー ト を 
案内 し て いま す 。 増 上 寺 会 館 の エレ ベー ター 250m の 展望 台 は 「 ト ッ プ デッキ 」 と し て リ ニ | 
を 利用 すれ ば 2 階 か ら 大 殿 へ 車いす で 行く こと が で きま す 。 ュー アル 。 事 前 予約 制 の 、 体 験 型 展望 ツア ー 
oo 衣 「 ト ッ プ デッキ ツア ー」 が スタ ー ト し まし た 。 


水 
中 
バ 
ス 
で 
く 
浅 
草 








乳幼児 に 配慮 し た 設備 が 充実 。 ス タッ フ も 多 
く 目 が 届き や すく な っ て いま す 。 


罰 メ イン デッキ 1200 円 (障害 者 割引 あり 、 要 
本 問合せ )、 東 京 タ ワー トッ プ デ ッ キツ アー 
5 3000 円 (当日 購入 )、2800 円 (事前 予約 還 
玄 内 自由 (一 部 有料 、 料 金 ・ 時 間 ・ 休 み 等 は 要 問 以 展 望 台 9 時 か ら 23 時 (最終 入場 時 間 は 施設 問 村 緒 
合わ せ ) 名 9 時 か ら 17 時 に より 異な る ) 陣 な し 



















/ 

きき GO | 

: 滞 ls こ 05 , 部 宮 庭 園 前 | 
: 御成 門 " …・* 必要 客 秋 察 ) 
: 貼 3 *q 才 | 御成 門 | 、 | 

* の "<。。。 | 愛 大 区 察 前 2 

@ ィ grp 

な eeee。。 / 
御成門 駅 eee。 : 丘 松田 ーー 

ー ー タ ー の み 。 | 。。<ee<* Yerp | 且 公 園 三 丁目 
/ | 浜離宮 恩賜 庭園 


* * 促成 門 



















東京 タワ ー ま で の 上 り 坂 の は 

うち 、 こ の 坂 が 最も 緩やか 。 aa 

が 
・ 洪 区 役所 : 深 | 

増上 寺 三 解脱 門 正面 : / 
に は 2 段 の 階段 あり 。 3 交 ) 

記 イ | 坦 上 寺前 | 還 : 

約 1 時 間 に 1 本 の 運行 ーー : / 
な の で 注意 が 必要 。 時 連 大 滞 計 の] / 


Se7eerryor っ っ 


「 
世界 費 易 セン ター @ 
ビル ディ ング 展望 台 
シー サイ ド ト ッ プ 























車いす の 場合 は A3 出 | // 都 
= 人 
、 身 品 / | 


(CI 】 線 
っ ラノ 
逐 公 園 グ ラン ド 前 之 公園 駅 










| 
国 







東京 者 済生会 学 
中 央 病院 / 
桜 
田 り 
通 
り 
る 人 
癌 さ 








「 東 京 タ ワー」 バス 停 へ は 2 階 の 出口 還 浜 95 


① か ら 出 る と 近い 。 


| ァ 三 丁目 日 の 出 栓 橋 [を 
横断 歩道 渡る 。 パ バス停 の ある 歩道 一 入口 バス 停 TOKYO CRUISE 
に 10cm の 彼 差 あり 。 車 いす 要 注 意 。 人 / 隅田 川 ライ ン 
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浅草 マッ プ は P30 へ 


すい じょう ば す 
1 Ei 
40 ヶ > ヒミコ 、 ホ タル ナ 、 エ メラ ル ダ ス 
台場 な どの 湾岸 エリ ア か ら 、 隅 田川 、 に は パリ アフ リー 対応 船 で 車 い 
浅草 な ど を 結ぶ 快適 な クル ー ズ 船 。6 す 対 応 ト イレ も あり ます (ホタル 
つの ライ ン が あり 、 海 抜 ゼ ロ か ら の 大 ナ の みお むつ 交換 シー ト 付 き )。 


時 の い 他 の 船 も 2 階 デッキ 後方 は 車 い 
部 NE す で も 乗船 可能 で す 。 


回 日 の 出 棲 橋 ら 浅草 :860 円 ( 憧 害 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 名 日 の 出 棲 橋 
発 :10 時 か ら 17 時 50 分 阿 荒 天 時 な ど 


か みな り も ん 
mik 10* 


高 さ 11.7 メ ー ト ル 、 間 口 1 1.4 メ ー ト ル 、 
[雷門] の 名 前 が 入っ た 巨大 な 提灯 で 知 
られ る 浅草 の 顔 。 江 戸 時 代 に 焼失 し まし 
た が 、 昭 和 35 年 (1960 年 ) に 復興 再建 さ 


正面 は 写真 撮影 な ど で に ぎ 
わっ て いま す が 、 門 は 車いす 
で 通り 抜け られ ます 。 道 路 を 
渡っ た 浅草 文化 観光 セン タ 
ー に 車いす 対応 トイ レ が あり 


れ ま し た 。 ます 。 


777777777 プ ”。 NN いい 


ir U 須 較 半 


雷門 か ら 宝 蔵 門 を 結ぶ 約 250 メ ー ト ル に 
約 90 軒 の 店 舗 が 並ぶ 参道 。 人 形 焼 き な 
どの 伝統 的 な テイ クア ウト グル メ や 浅草 空い て いる の で 車いす も 通 
らし いみ や げ 物 が 購入 で きま す 。 りや すく な っ て いま す 。 筆 談 
ーー 3 | 。 対応 に つい て は 店 舗 に より 
に ま バル 異な り ま す 。 

ド 1 5 陸 ンー 寺 "- 9 [ 

TP 庄 1 は 


Fi に 
ここ 1 EE さ 8 
NTT 


多く の 人 で 賑わっ て いる た め 
移動 時 に は 注意 。 通 り の 両側 
に ある 店 舗 の 裏手 の 舗道 は 


1 了 生 
以 陣 店 舗 に より 異な り ま す 


周辺 の 観光 スポ ッ ト 





15 ヶ ぅ 


628 年 に 創建 され た と 伝わる 都内 最 古 の 寺院 で 、 世 界 各国 か ら の ツー リス 
ト が 訪れ る 日 本 屈指 の 観光 スポ ッ ト 。 重 さ 400 キ ログ ラム も の 大 提灯 が か 
けら れ た 宝蔵 門 は 重厚 感 た っ ぷり 。 五重塔 の 最上 階 に は お 釈 迎 様 の ご 遺 
骨 で ある 「 仏 舎利 ] が 納め られ て いま す 。 日 没 か ら 23 時 頃 ま で は ライ ト ア ッ 
プ さ れ 艶 や か な 姿 を 見 せま す 。 さ ら に 8 万 9000 枚 も の チタ ン 瓦 が 使用 され 
た 切 勾 配 の 本 堂 な ど 、 荘 厳 な 朱 塗 り の 建築 群 に よる 大 伽藍 は 見 事 で す 。 

uF 1 車いす の 場合 、 本 堂 に 向かっ て 左側 の 専用 エレ 

1 ベー ター で 上 が る こと が で きま す 。 境 内 の 道幅 

は 充分 ある の で 移動 し や すく な っ て いま す 。 車 いす で 緒 銭 箱 の 前 まで 行く 
こと が で きま す 。 


で ん ぼう いん どおり 
mk、) 
が 


仲見世 通り と 交 庄 し 、 全 長 は 約 200 メ 
ー ト ル 。 浅 草 寺 の 本 坊 で ある 伝法 院 が 
あり ます 。 上 呉服 店 や 江戸 切子 な ど 、 江 
戸 情緒 を 漂わ せる 店 舗 が ざっ し り 並 
ん で いま す 。 


道幅 が 広く 車いす で も 通行 し や すく な 
っ て いま す 。 伝 法院 向かい の 浅草 公会 
堂 に 車いす 対応 トド イレ が あり ます 。 


共 陣 散 策 自 由 


@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 人 特徴 : 但 バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

し ば こう えん に 時 5 音声 案内 付き 車いす 対応 トイ レ 及 び 触 知 
ュ テ ノヽ 天 : 増上 寺 等 の 周囲 を 囲う 緑 豊か な 公園 で 、 明 : 〆・ 2 の は 

芝 公 攻 抽 和 1 還 ma 2 還 は 衝 営 地 下 鉄 公園 駅 A3 出 品 付 近 、 オ 


会 03-3431-4359 (サー ビス セン ター) : 


スト メイ ト 対 応 ト イレ は 19 号 地 に あり ます 。 





せ か いぼ うえ きせ ん た 一 びる で ぃ ん ぐ El 
て ん ぼう だ い し ー さ い ど と っ ぷ : 地上 152 メ ー ト ル に ある 展望 台 か ら は 東京 : 


世界 貿易 セン ター ビル ディ ング タワ ー は も と より 、 東 京 ス カイ ツリ ー@. 東 京 人 

展望 台 シ ー サ イド トッ プ : 湾 ・ 台 場 な どの 湾岸 エリ ア ま で が 一 望 で き 時 

な 03-3435-6026 1 細 329 | 

きゅう し ば りき ゅ うお ん し て いえ ん 還 証 議 、 還 衣 

旧 芝 部 宮 恩賜 庭園 江戸 初期 に 作 庭 され た 大 名 庭園 。 池 を 中 心 1 
MP : と し た 地 割 や 石 組 が 見 事 で す 。 

合 03-3434-4029 (サー ビス セン ター) : 


望 台 に いす が 多く 設置 され 、 ひ と 休み で 
きま す 。 窓 が 大 きい た め 、 車 いす の 目線 で 
も 、 遠 方 まで の 眺望 が 楽し め ま す 。 


や 玉 砂 利 を 避け た ルー ト を 通っ つて 園内 を 周 


車いす ルー ト 用 マッ プ を 受付 で 配布 。 段 差 
遊 で きま す 。 





あざ くさ ぶん か か ん こう せん た 一 
浅草 文化 谷 光 セン ター 
谷 03-3842-5566 


| 浅草 雷門 前 に ある 観光 案内 所 。8 階 の 展望 人 T ブ 
ラム ao が gcCu で y。 


常駐 スタ ッ フ に よる 外国 語 の 対応 が 可能 
Ce ノノ オク ョ ンション カウ ンタ で 提 
いす の 貸出 し 等 が あり ます 。 





し ん な か みせ どおり 
H : 浅草 を 東西 に 結ぶ 通り に 121 店 が 並ん で : 


新 仲 見 世 通 り 1 EN 
公 店 舗 に より 異な り ま す Na ケ ド の た め 雨 で も 安心 で す 。 
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り ま す 。 仲見世 と の 交差 点 は 特に 混雑 する 


車道 と の 交差 点 付近 に 点字 ブロ ッ ク が あ 
の で 注意 が 必要 で す 。 
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に 
ーー 


ヽ cH 漁 茂 へ 器 





Ai 区 
























員 園 ゆ 合 中 * 根 津 ・ 干 駄 林 
必 [や な か ・ ね づ ・ せ ん だ ぎ JR* 成 本 日 旭 宮 信 人 ライ ナー 徒歩 [ 約 3 分 ] 下 御 隊 橋 徒歩 [ 約 15 分 ] 
吾 | 日 ウーーーーーーー ジ = 
徒歩 [ 約 2 分 ] へ 中 串 還 徒歩 [ 約 13 分 ] 、 
ご 谷中 霊園 よみ せ 通 り 
鋭 彰 寺 生地 志 マーーーー テ  (300m) ze0m > (340m) 
7 谷中 ざん ざ ・ 徒歩 [ 約 3 分 ] 各 8 - [ 約 4 分 ] 
8 ー 〇 ーーーーーーーーーーーー 湖 - ー 〇 ーーーーーーーーーー 湖 >- 
E ヨ < レル ッ や け だ ん た こん 約 170m バス 停 3 停留 所 目 
還 まち 歩き で 外国 人 観光 客 に も 人 気 (往復 約 350m) 
2 の Eat た だ 旨 ーー 介入 
TIE こも: 放り | も CE 人 間 RMSR に パス 停 約 200m 240m) 約 900m 
5 ソル SN マコ ョ ン ル コト ルン AS/ 且 揚 OII ーー 坂 や 段差 の 多い エリ ア で は あり ます が 、 高 所 に ある 日 介 里 
中 ます 。 | OO イト | 駅 か ら 根津 神社 へ 下っ て いく ルー ト を 設定 し て いま す 。 細 
い 道 が 多い た め 車 の 通行 に 注意 が 必要 で す 。 
キ 
台 
木 
の し も ご いん で ん ば し (と れい ん み ゅ ー じ あおむ) 
P ノ ) Ss いか Y 
た モジ タグ 
二 
散 橋 の 中 ほど に は 、 ト レイ ン ミ ュー ジア ム と 呼ば れる バル コニー が 設置 され 、 
歩 JR の 新幹線 や 特 交 列 車 を は じ め 京 成 線 な ど 数 多く の 列車 の 通過 を 見 る こ 


と が で きま す 。 


橋 の 中 ほど に 列車 を 眺め る こと が で 
きる スペ ー ス が あり ます 。 回 連山 見 学 自由 


電王 日 意 里 駅 東口 
1 








上 58 千駄木 三 丁目 バス 停 








都 バ ス [上 58] 上 野 松坂 
屋 前 行き に 乗車 。 
タ や け だ ん だ ん 上 の 道路 が 階段 側 に 
傾斜 し て いる た め 注 意 が 必要 。 
道幅 が 狭い た め 車 
に 注意 が 必要 。 
出口 1 と 2 の 間 に 
エレ ベー ター 出入 
り 口 が ある 。 






































草 63 千駄木 一 丁目 バス 停 ゴー ニ ル の 谷中 防災 
押 コミ ュ ニ ティ ー 
回 子 坂 下 | 典 ぶ 草 63 
8 2 刺 子 坂下 セン ター 交通 量 が 比較 的 多い た め 
文京 区 立 出口 9) バス停 ここ 横断 の 際 注 意 が 必要 。 
コー [5 ら 1 ミコ > ョ 
森 昌 外 記 館 陸 中 華 料 理 店 ロ の に だ 車いす 対応 トイ レ は 
6 ら 幸 8 時 30 分 か ら 17 時 
ン さ ンー ゞ | 
用 0 まで 利用 可能 。 
道幅 が 狭い た め 車 
に 注意 が 必要 。 了 員 9300m 下 り 坂 が 続く 。 6 
引 * 谷中 墓地 入口 
公衆 トイ レ 
台東 区 循環 パス 「 め ぐり ん 」 を 利用 し て 台東 区 循環 バス 
ー 谷中 霊園 入口 か ら 谷 中 ぎん ざ ・ よ みせ 」 め ぐりん] 
みず は 銀行 通り に アク セス する こと も 可能 。 谷中 霊園 入口 停留 』 gg 
陣 通り に アク す 可能 | 台東 区 立 下町 風俗 
資料 館 付設 展示 場 
( 旧 吉 田屋 酒店 ) 
日 本 医科 大 学 付属 病院 
高度 救命 救急 セ ンタ ー 
@ 
根津 神社 北口 
上 58 根津 神社 入口 バス停 D 
東京 藝術 大 学 
ー- 
N 
歩道 が な いた め 注 意 が 必要 。 


25 





か ん の ん じ つ い じ べ い 


5 に お きい C 


瓦 と 土 を 交互 に 積み 重ね て 作っ た 土 
志 に 屋根 尺 を ふい た も の で 、 江 戸 時 
代 か ら 続く 寺町 谷中 の 風情 を 伝え て 
いま す 。 


音 寺 築 地 堀 前 の 道路 は 車 の 交通 量 
が 少な く 落 ち 着い て 見 学 可 能 で す 。 


回 2 了 頃 見 学 自由 


や な か れい えん 


谷中 回 


霊園 内 に は 長谷 川 一 夫 や 横山 需 
大 観 な ど 多数 の 著名 人 の 墓 が 
あり ます 。 桜 の 名 所 と し て も 有名 歩道 の ある 道路 は 一 部 の み に な り ま 
で す 。 宴 会 は 禁止 され て いま す 。 す が 車 の 交通 時 は 多く は あり ませ 
_ ん 。 徳 川 塵 喜 の 墓 に 至る 道 は 途中 に 
店 石畳 や 段差 が ある た め 車 いす で の ア 
時 Si 放 フ セス は 困難 で す 。 


よみ せ ど ご どおり 


よみ せ 通 り 


昔 は 夜店 が 並び 賑わい を 見 せま し た 。 そ の 
名 残 が 「 よ みせ 通り 」 の 名 前 の 由来 で す 。 
最近 、 新 し い お 店 が 増え 、 人 気 ス ポッ ト と な 
てい ます 。 


歩道 が な いた 

め 注意 が 必要 
で す 。 台 東 区 循環 バス 「 め ぐり ん 」 を 利用 し 
て 谷中 霊園 入口 か ら 谷 中 ざん ざ ・ よ みせ 通 
り に アク セス する こと も 可能 で す 。 


層 陣 店 舗 に より 異な り ま す 


周辺 の 観光 スポ ッ ト 
人 @ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 太 特 徴 

や な か ぼう さい こみ ゅ に て ぃ い ー せ ん た 一  : 

谷中 防災 コミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー : 3 階 に は 「 谷 中 さん ぽ 暴 地 ] と いう 情報 コー 
公 03-3828-929 (本 区 民 事務 人 中 分 宇 ): ナー も あり ます 。 


た いと うく りつ し た まち ふう ぞ く し りょう か ん ふせ つ 
て ん じじ ょ う (きゅう よし だ や さけ て ん ) 





や な か ぎん ざ ・ ゆ う や け だ ん だ ん 


谷中 ぎん ざ ・ タ や け だ ん だ ん GE 


レト ロ な 雰囲気 が 漂う 商店 街 に は 約 70 軒 の お 店 が 集まり 、 下 町 の 活気 と 人 
情 を 味わう こと が で きま す 。 御 殿 坂 と 谷中 ぎん ざ の 間 の 階段 が | やけ だ ん 
だ ん 」。 谷 中 ざん ざ に も まち か どの オブ ジェ や キャ ラク ター 商品 と し て 登場 
する 猫 た ち は 、 谷 中 で は 有名 。 本 物 の 猫 た ち に 出会え る こと も あり ます 。 


週末 や 休日 は 多く の 観光 客 で 賑わう た め 、 歩 行 
や 移動 に は 注意 が 必要 で す 。 


尽 頃 店 舗 に より 異な り ま す 


章 員 昌和 
nl 


約 1900 年 前 に 日 本 武 尊 が 創 
礼 し た と され る 古 社 で す 。 境 
内 に は 、 緑 結び で 有名 な 「 願 
掛け カヤ の 木 」 や 乙女 稲荷 神 
社 、 千 本 島 拓 な ど が あり ます 。 
境内 は つつ じ の 名 所 で 、4 月 
中 旬 か ら 5 月 上 旬 の 文京 つつ 
じ ま つ り 期 間 中 は 、3000 株 も 
の つつ じ が 咲き 誇り ます 。 


社殿 前 に 入る 唐 門 及 び 西 
門 に は それ ぞ れ 高 さ 約 20 
2 デス ニー ドリ ルル 15 ンチ 
メー トル の 横木 の 段差 が あ 
員 東 ボ 

境内 へ の 入口 2 か 所 に 車 い 
す 対 応 ト イレ が あり ます 。 


lEL 03-3822-0753 
境内 自由 


: 介 バ リア 情報 バリ アフ リー 情報 
回 


: 明治 時 代 の 酒屋 の 建物 を 移築 し た も の で 、: 


車いす ・ オ スト メイ ト 対 応 の トイ レ や 授乳 室 
が あり ます 。 (利用 時 間 :8 時 30 分 か ら 22 
時 、 土 日 祝 9 時 か ら 22 時 休館 : 第 2 日 曜 ) 


建物 入口 の 敷居 の 半分 が 撤去 され て お り 、 





台東 区 立 下 町 風俗 資料 館 付設 酒類 の 販売 に 道具 な ど が 展示 され て : 

を : 酒類 の 販売 に 用 いる 道具 な ど が 展示 され て : 0 

展示 場 ( 旧 吉田 屋 酒店 ) | いま す 。 | 車いす で も 中 に 入る こと が で きま す 。 

谷 03-3823-4408 

ぜん し ょ う あ ん 

全 邊 誠 : 境内 墓地 に は 山間 鉄舟 、 人 情話 の 名 人 三 遊 石畳 で は あり ます が 平坦 な 石 で 溝 も 浅い た め 、 


ーー 主 \ 冬 
ぷん きょう くり つも りお うがい き ね ん か ん 
文京 区 立 森 際 外 記 涼 館 に 建つ 記念 館 で 、 森 晴 外 関連 資料 を 展示 し 
合 03-3824-551 1 : て いま す 。 


明治 の 文豪 森 量 外 の 旧居 「 観 潮 楼 」 の 貴 地 : 


回 2 


車いす で の 移動 に 大 き な 支 障 は あり ませ ん 。 


不忍 通り か ら ア クセ ス す る 場合 は 団子 坂 の 
乃 坂 を 上 る 必要 が あり ます 。 都 パス ( 草 63 
池袋 駅 東口 方 面 ) 団子 坂下 バス停 か ら 千 
駄 木 1 丁目 バス 停 ま で の 利用 も 可能 で す 。 





4 
台東 区 観光 ボラ ンティア の : 無料 で ガイ ド を 受け る こと が で きま す 。 
人 03-3842-5599 人 代 葉 ホー ムペ ー ン 、 

平日 10 時 か ら 16 時 (電話 応対 ) : http://Wwww.taitouboragai.COm/ 


: 参加 者 2 名 以上 で 10 日 前 まで に 事前 申込 すれ ば 谷中 の 歴史 ・ 文 化 等 を 台東 


区 長 認定 の ガイ ド が わか り 


や すぐ ご 案内 し ます 。 





ーー 写 :p 





/ 


に 
ーー 


vch 湯 基 へ 中 





\ 
/ 


曽 二 ・ 裕 誠 ・ せ 


由美 二 芋 尼 








東 
京 


還 
居 
に 
丸 
の 
内 





の 東 京 


【 と うき ょ う 】 


スン 


天皇 皇后 両 陸 下 が お 住ま い の 皇 : 
居 、 オ フィ スピ ビル や ファ ッ シ ョ ナブ 
ル な ビル が 立ち 並ぶ 丸の内 、 そ し 
て 昔 の 次 に 生ま れ 変 わっ た 東京 駅 
な ど 、 現 在 の 東京 の まさ し く 心 臓 
部 と いえ る エリ ア で す 。 





こう き ょ ひ が し ぎょ えん 

還 の 

皇居 東 件 殆 
皇室 の お 庭 。 分 か りや す 
い草 木 の 名 札 、 車 いす の 
まま 四季 が 感じ られ る 二 本 丸 へ 行く 坂道 で は 大 番 所 
の 丸 庭園 な ど 、 入 園 者 が 横 が 比較 的 緩やか に な っ て 
都心 で 自然 に 親しめる よ いま す 。 二 の 丸 庭 園 は 平坦 
う 様々 な 工夫 が 凝ら され な 道 が 多く あり ます 。 

て いま す 。 


uF] 


TEL 03-3213-111 1 坂下 
回 無料 加 9 時 か ら 18 時 (3 月 か ら 4 月 14 日 まで 及び 9 月 

は 17 時 まで 、10 月 は 16 時 30 分 まで 、1 1 月 か ら 2 月 まで 

は 16 時 まで ) 阿 月 金曜 (月 曜 が 祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 


わ だ く ら ふ ん すい こう えん 
と ーー 、) ビ コ 
中 計 主 搬 0 周 
路 水 を 中 心 と し た 美しい 公園 。 昭 和 36 年 (196 1 年 ) に 
上 皇 上 皇后 附 下 ご 成婚 を 記念 し て 造営 され まし た 。 上 
2 


雨天 時 な ど は 、 三 菱 一 号館 美 
術 館 地下 出入 口 か ら KITTE 
経由 で 東京 駅 まで 移動 可能 。 


一 号館 広場 か ら 入 る と 雰 囲 穫 も 良く 歩 
きやすい 。 中 庭 に エ レレ ベー ター あり 。 





本 5 


徒歩 [ 約 6 分 ] 
約 360m 


徒歩 [ 約 7 分 ] 
約 400m 


都営 地下 鉄 ・ 東 京 メト ロ 
大 手 町 駅 [De] 


徒歩 [ 約 13 分 ] 
約 750m 


徒歩 [ 約 4 分 ] 徒歩 [ 約 1 分 ] 
o- 一 一 一 一 ぁみ  KITTE 
約 200m 約 50m 


旦 居 東 件 欧 


JR 東京 駅 [丸の内 南口 ] 


休日 な ど は お 漂 の 周囲 は ラン ナー が 多い の で 注意 が 必要 
で す 。 東京 駅 か ら 丸 の 内 の 商業 施設 へ は 地下 を 移動 する 
と 悪天候 時 も 楽 で す 。 


ワン ボイン ト 
アド バイ ス 


大 手 町 駅 より スタ ー ト 。 都 営 三 
線 は D6、 丸 ノ 内 線 は A5、 素 線 
は B2c( 中 央 東 改札 か ら ) 、 千 代 
田 線 は C14 RS 
出 還 に エレ ベー ー が あり 

ム か ら 地 上 へ 出 や すい , 


に TDS 


K 


三菱 商 昌 丸の内 中 央 品 八重 洲 北 品 
# を 。(@⑲ づ kiTTE の 地下 1 階 か ら 丸 の 
が 1 | 旧 内 南口 地下 改札 へ 行け る 。 
導 な ル 出 慎重 洲 中 央 品 
"7 ぐ 丸 の 内 南口 
八重 洲 南 品 
207 ン クエ フ 
/ 加 
_/ 』 7 


みつ び し い ちご うか ん れき し し りょう し つ 


Seller 


明治 27 年 (1894 年 ) に 

凌 一 号館 | 
の 復元 の 様子 や 、 丸 の 上 詩 

> 内 の 歴史 を 伝え ます 。 


uF 
ます 。 館 内 は 1 フロ ア 。 地 下 出入 口 か ら 東 京 駅 まで 
地下 通路 で 行け ます 。 


TlEL 03-5777-8600( ハ ロー ダイ ヤル ) 目 \ Ei 


芝 10 時 か ら 18 時 (入館 は 17 時 30 分 まで ) 


建設 され た 三 


水際 まで 車いす で 行く こと 
が で きま す 。 無 料 休憩 スペ 


= 婦 談 も 可能 で す 。 


TlEL 03-3213-0095 (皇居 外苑 管理 事務 所 ) 


回 無料 加 無 料 休憩 所 は 9 時 か ら 17 時 、 レ スト ラン は 1 1 
時 か ら 17 時 、18 時 30 分 か ら 20 時 30 分 ( 夜 は 貸切 の み 。 
土日 曜 、 祝 日 の ラン チ は 90 分 2 部 制 )※ レ スト ラン へ の 


問合せ は 03-5224-6062 陣 散 策 自 由 (展覧 会 会 期中 の 祝日 、 





周辺 の 観光 スポ ッ ト 


Sa 


二 85 和 1 
一 部 保存 ・ 再 生 し て 

市 か ら 地上 6 階 ま 

で 個性 豊か な 店 舗 が 揃っ て いま す 。 

e | こっ ああ / 邊 じみ em 目 の 
2 ペー クー の 吉 ま 
案内 、 車 いす 対応 トイ レ な ど パ リア フリ ー に 配慮 し 
て いる 施設 。6 階 に ヒ テラ ス と ベン チ も あり ます 。 

fEL 03-3216-281 1 (10 時 か ら 19 時 )KITTE イ ン フ ォ メ ーション セン ター 

図 店 舗 に より 異な り ま す 加 【 シ ョ ッ プ 】 月 か ら 土 : 

11 時 か ら 21 時 、 日 祝 :11 時 か ら 20 時 【 レ スト ラン 】 

月 か ら 土 :11 時 か ら 23 時 、 日 祝 :1 1 時 か ら 22 時 

※ 一 部 店 舗 に より 異な り ま す 。 陣 法 定点 検 日 


間 目 有朋 





軸 手 の 中 庭 より バリ 
アフ リー ルー ト が あり 


陣 月 曜 


会 期 最終 週 は 開館 )、 上 時 休業 あり 











@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 特徴 人 バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

し ん まる びる 人 03-5218-5100 | よ 葬 あふ れる ショ ッ プ や レス トラ ン な ど 何人 人 環 玉 3・4・5 階 の 車いす 対応 トイ レ に お むつ 交換 シー ト 
新 丸 ビル (丸の内 コー ル セ ンタ ー) ほ か な 商業 店 舗 が 集積 する 、 大 規模 複合 施設 で す 。 | L + 旨 器 が あり ます 。 東 京 駅 に 地下 で 直結 し て いま す 。 
まる びる 人 03-5218-5100 | 烏 フ ァ ッ ショ ン . 雑 貨 な ど 、 オ リ ジ ナリ ティ あふ れ if 東京 駅 に 地下 で 直結 し て いま す 。 地 下 1 階 、2・5・35 
丸ビル (の 内 コー ル セ ンタ ー) ! る [丸の内 スタ イル を 提案 する 複合 施設 で す 。 ! 隊 史 【 軍 階 に 車いす 対応 トイ レ 、2 階 に 授乳 室 が あり ます 。 


いん た 一 めで ぃ あて ぐ く 


に あて く 。 公 03-5777-8600 
イン ター メ テ イ アテ ク 


(ハロ ー ダ イヤ ル ) 


みつ び し い ちご うか ん びじゅつ か ん 03-5777-8600 : 

一 甘 一 号 人 華人 1 : 瓦 の 建物 は 、 三 菱 が 明治 27 年 (1894 年 ) に 建設 し た [三菱 
ー 葬 一 号館 実 術 館 ロー ダイ ヤル 人 |( ツ コリ イア メコン ドル 缶 有 を 復元 し た も の で す 。 
だ いま る と うき ょ うてん 東京 駅 隣接 の 百貨 店 。 フ ァ ッ ショ ン は も ちろ ん 、 ス 
大 丸 東京 店 人 033212-8011 イー ツ や 弁当 も 豊富 で す 。 


日 本 郵便 と 東京 大 学 に よる ミュ ー ジ アム 。 東 京 大 : 全 上 画 
| 学 が 所 蔵 する 学術 標本 を 常設 展示 し て いま す 。 : 軒 記 


近代 美術 中 心 の 展 臣 会 開催 する 丸の内 の 美術館 。 赤 人 


博物 館内 の 上 階 ・ 下 階 へ の 移動 は 階段 の み に な り ま す 
が 、KITTE の エレ ベー ター を 利用 し て 移動 で きま す 。 
東京 駅 の 地下 か ら 雨 に 濡れ ず に 行け る パリ アフ 
リー ルー ト を ホー ムペ ー ジ で 紹介 する な ど 、 パ リ 
デラ リー に 是 慮 じ く の いま す 


Im 
Io が 島 REEDCTR3A 


2 フ ※ 案 内 所 で 紙 で の 対応 可 で す 。 



















徒歩 [ 約 9 分 ] に ニー 徒歩 [ 約 9 分 ] 
JR 上 半沢 東京 国立 博物 館 上 野 東照宮 
約 500m 約 500m 





eoeeeoeeoeoeoeeeeeeeeeeeeoeeeeeeeeoeeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeooeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeooeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeooeoeoeoeoeoeoeoee oe 


= 徒歩 [ 和 = ノ 徒歩 [ 多 東京 メト ロ [& 東京 メト ロ 
と ベ ⑰ eo os 
 / ーー で Nb HBRGEe 半 還 iRSRHBGHEB 
ppoBoosoooooogooaooaaooaoogoonoo ら ogog559o5oogog5oBo ら Ge5pagopoogb ロ ogBo9oSQooSoo689ogugagagpoc 福徳 神 ネ 
博物 館 や 歴史 スポ ッ ト が 点 在 する 

EE  : 3 徒歩 [ 約 4 分 ] 東京 メト ロ 
NE に 2 ソル 2 0 日 本 銀行 貨幣 博物 館 三越 前 駅 
ワッ だ に あく me ま も に 3 り た -1 5 タコ エー 約 190m 。 [A5H] 
1 だ まつ "HE492 コ ニレ さ に 議 和 0 上 野 恩賜 公園 内 の 博物 館 等 へ は JR 上 野 駅 (公園 口 ) か ら 行 
邊 隈 は 、 か つて の 江戸 の 中 心 で : 2 く と 平坦 な の で お すす めで す 。 日 本 橋 室町 エリ ア の 商業 施 
す 。 風格 の ある 街並み が 続き ます 。 [ 設 は パリ アフ リー に 配慮 され て いま す 。 


eoeeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeoeoeoeoeoeoeoeoeeoeeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoeoee oe 





と うき ょ うこ くり つ は く ぶ つか ん 


東京 国立 博物 館 


明治 5 年 (1872 年 ) に 創立 され た 日 本 最 古 の 
博物 館 。 国 宝 89 件 を 往 む 1 1 万 7000 件 以上 
の コレ クシ ョ ン を 収蔵 し て いま す 。 


由 と ホー ムペ ー ジ に バ 
CFO 義剛 
報 を 掲載 。 本 館 入口 前 に は 急 な スロ ー プ が あぁ 闘 調 時 還 
り ま す が 、 係 上 員 に よる 介助 も 可能 で す 。 ーー 


EZ 田 620 円 ( 隊 害 者 無料 )、 大 学生 410 円 加 9 時 30 分 か ら 17 時 (入館 は 16 
mg22627 詳 議 時 30 分 まで )、 金 曜 : 士 曜 は 21 時 まで 困 月 曜 祝日 の 場合 は 翌 平 日) 







A6 出 口 と コレ ド 室 町 1 は 地下 で 
直結 し て お り 、 館 内 に 入っ て 右 
手 の エ レベ ー タ ー で 1 階 へ 。 建 
物 の 外 に 出 て コレ ド 室 町 1 と 2 
の 間 の 道 を 進ん で 福徳 神社 へ 。 


所 要 






マシ ツジ 
オリ エン タル 東京 
N m 目 林 銀 行 

三井 記 意 美術 館 問 明 5 


W 殿 環 


由 一 血 了 


1 和 題 IrdN- 














Sn 
貨 博 物 館 





うえ の と うし ょ う ぐ う 
上 野 東 過 n 
1 きす 
下 永 4 年 (1627 年 ) 、 徳 川 家康 を 祀る た め に 造営 さ 請 較 較 間 是 還 
れ た 江戸 建築 の 神社 。 桜 の 名 所 と し て も 有名 で す 。 識 議 謗 元 南 記 
Wid ロ 較 03-3822-3455 

路 が あり 、 車 い 回 無料 ( 透 志 の 内 側 拝観 は 500 円 ) 日 本 橋 南 郵便 局 
す で 社 殿 近 くま で 行く こと が で きま す 。 英 語 の 凡 冬 期 (10 月 か ら 2 月 )9 時 か ら 16 時 30 分 N 
悦 明 表記 が あり ます 。 透 哲 の 内 側 は 玉 落 利 や 香 基 (3 月 か ら 9 月 ) 9 時 か ら 17 時 30 分 ( 和 7 79、、 
段差 が ある た め 、 車いす で の 通行 は 不可 で す 。 志 の 内 側 拝観 は 終了 30 分 前 まで ) 績 な し 
















うえ の お ん し こう えん 
昌光 YA 


締 江戸 時 代 、 東 近 山 寛永 寺 

時 詳 . 較 還 識 の 境内 地 だ っ た 緑 豊か 
0 な 公園 。 文 化 ス ポッ ト や 
本 本 畔 msmm 店 史 的 建造 物 が 並ん で 


on 上 


思 Gi 庫 いま す 。 


MM sosr 
人 間 当 は so ね 
坦 。 園 内 に 車いす 対応 トイ レ の 位置 や パリ 
アフ リー ルー ト を 示す 案内 図 が あり ます 。 


さい ご うた か も り ど う ぞ う 
1 


江戸 無血 開城 や 成 辰 戦争 に 尽 
力 し た 元 了 摩 藩士 の 武将 の 銅 
像 は 、 明 治 10 年 (1877 年 ) に 建 
立 さ れ ま し た 。 


ふく と くじ ん じゃ ( め ぶ きい な り ) 


EXEE リ 


貞 観 年 間 (859 年 か ら 876 年 ) に 創建 さ 還 
れ た と 伝わっ て いま す 。 武 持 か ら 信仰 が 証 開 鞭 軒 
駒 く 、 徳 川 家 康 も 数 度 参 語 し て いま す 。 組 叶 庫 | 
員 2 く 志 の 三 @ 示 0MNIG TS で きま 
殿 周 辺 に 段差 は ほとん ど な く 、 車 いす で も 参拝 し 
や すく な っ て いま す 。 
田 必 因 境 内 自由 


























周囲 は 平坦 で 、 銅 像 を 間近 で 見 られ ま 
す 。 銅 像 周辺 の 商業 施設 の エレ ベー タ 
ー( 利 用 時 間 は 10 時 か ら 23 時 ) を 利用 
する と 、 広 小路 方 面 に 降り られ ます 。 


回 層 陣 見 学 自由 








TEL 03-3828-5644 (上 野 恩賜 公園 事務 所 ) 
回 陣 散 策 自由 


に っ ぽん ぎん こう か へ い は く ぶ つか ん 


村人 刻 ) 抽 3 財 
貨幣 や 貨幣 に 関す る 資料 を 収集 ・ 保 存する 還 計 
日 本 銀行 金融 研究 所 の 博物 館 。 大 判 ・ 小 。。 
判 が 見 られ る 常設 展 も あり ます 。 


1 『「 1 金 2 還 の の ウラ 
ン ッ ト な 展示 室 。 
展示 の 高 さ は 約 75 セ ンチ メー トル で 車いす で 
も 見 や すく 、 触 れ ら れる 展示 も 多く あり ます 。 


TEL 03-3277-3037 
無料 力 9 時 30 分 か ら 16 時 30 分 
月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 開館 ) 





前 国人 遥 
是 1 


4 つの ビル か ら な る 商業 施設 で 、 お し ゃ れ な ショ ッ プ や 飲食 店 
が 多数 。 コ レ ド 室 町 1 の 地下 1 階 に は 日 本 橋 案 内 所 が あり ます 。- 


箇 と 1、2、3、 テ ラス の 4 つの 建物 か ら 構成 一 甘 
人 還 は 入 26422mezoe コ 
地下 で 直結 し て いま す 。 入 口 に 触 知 図 と イン ター ホン が あり ます 。 










本 館 は 国 の 重要 文化 財 に 指定 新館 と も 車いす 対応 トイ レ (オス トメ イト 


肖 を 応 設備 付き ) が あ ! 。 アガ 
に OLIDCMMIi 









に ほん ば し みつ こし ほん て ん : 
ーー 谷 03-3241-3311 : され て いる 日 本 を 代表 する 老舗 
日 本 橋 三 越 本 店 計 抽 店 で す 。 


記 350 年 も の 歴史 を 誇る 三井 家 em 美術 館 は 建物 の 7 階 に あり ます が 、 事 前 に 連 
の つい ね 0 りら つん 公 03-5777-8600 : 信 ー 。 再 * 2 に: の * F E セ リー 円 音 台 
三井 記念 美術 館 Cp ァ 2278600 | が 収集 し た 日 本 東洋 の 美術 品 還 、e 剛 居 ) 和 す れ ば 車いす を 1 階 に 用 意 で きま す 。 授 乳 











: を 収蔵 し て いま す 。 | 還っ 室 利用 の 際 は 係員 に 声 か け を お 願い し ます 。 
ーー パー い 高層 部 は 賃貸 オフ ィ ス 、 低 層 了 問 窟 ーー へ さこ へ へ ヾ 
これ ど に ほん ば し 2903.32420010 | 生計 王 ee DF 和光 BRleh ン ノ フォ メ バニ ン ョ ン セ ンタ ーー が あり ま 
コレ ド 日 本 橋 日本 フッ プ ト ガ 人 る 作 三 ビル 人 3 騰 包 すず 。 東 メト ロロ 本橋 駅 に 直結 し て いま す 。 





/ 


トト ) 
は 


還 
部 
改 
ジ 
城 
上 
上 
ァ 





| ルート 2 


JR 上 時 駅 
[公園 


徒歩 [ 約 6 分 ] 徒歩 [ 約 7 分 ] 


国立 科学 博物 館 


h 由 Im 
ナチ ヤ Mu __ _ 5〔/ 徒歩 [ 約 21 徒歩 [ 約 2 分 ] 
『 が 1 と 符 ーーーー 一 で 二 恩賜 上 野 動物 園 Re 不忍 池 


約 1.200m [池之端 門 ] 約 100 


四季 折々 に 表情 を 変え る 上 野 恩 賜 
公園 は 、 数 々 の 博物 館 や 美術 館 が 
点 在 する カル チャ ー の 森 。 恩賜 上 
野 動物 園 も 東京 を 代表 する 人 気 ス 
ポッ ト で す 。 天 気 の 良い 日 に は 散 


徒歩 [ 約 6 分 ] 
約 340m 


徒歩 [ 約 1 分 ] 
約 50m 


アメ 模 通り 


( 約 500m) [広小路 口 ] 





ワン ポイ ント | 上 野 恩 賜 公園 は 地形 上 傾斜 も あり ます が 、 比 較 的 平坦 な 
アドバイス | ルート も 選択 で きま す 。 


員 し 


鵜 う ー+ 由 で す 


ュ 
1 
と 
り 
ン 
ト 








策 だ け で も 気持 ち が 良 いで す 。 


PE W 
レコ 
に ビル 


日 本 列島 の 自然 や 生物 に 関す 

る 日 本 館 や 、 地 球 規模 の 生命 の 
歴史 な どの 展示 が 充実 する 地 麻 
球 館 ほか 、 際 時 開催 され る 放 覧 朗 語 


| am N 
会 も 必見 。 人 触れ て 学べ る 体験 型 ッ ' 間 園 是 詳 “ | [ 財 
展示 も あり ます 。 四 を 人 
隊 図 常 2 展 :630 円 (人 rr 駅 駅 寺 \ 箕 
Ski 合せ ) 軌 9 時 か ら 17 時 (入館 は 16 | ^ いこ 
っ 。 時 30 分 まで ) ※ 金 ・ 土 曜 は 20 時 ま 平坦 な ルー ト 。 
触 知 図 の 館内 案内 (一 部 の 展示 は 点字 で 、 入 館 は 19 時 30 分 まで ※ 夏 期 及 
人 車いす 対応 トイ レ 、 び ゴ ー ル デン ウィ ー ク 中 は 延長 する 
声 ガイ ド な どの 設備 が 充実 。 車 す 場合 が あり ます 。 図 月 曜 ( 祝 日 の 場 
の 貸し 半 譜 ボー ド も あり ます 。 合 は 翌日 ) 、 く ん 蒸 期 間 (6 月 下旬 頃 ) 
お ん し うえ の どう ぶつ えん 
恩賜 上 野 動物 園 
明治 15 年 (1882 年 ) に 日 本 で 最初 に 開園 し た 動物 園 で 、 敷 地 は 東 
園 と 西園 に 分 か れ て いま す 。 ジ ャ イア ント パン ダ を は じ め 、 世 界 各地 ! 


の 動物 が 飼育 され て いま す 。 


MGM 
東園 と 西園 の 高低 差 を 回 避 す る た め に は 、 


いそ っ ぷ 橋 の エレ ベー ター を ご 利用 くだ 
さい 。 


昌和 た 計 た アバ 4 


回 入園 600 円 (障害 者 無料 、 要 問合せ ) 
9 時 30 分 か ら 17 時 (入園 は 16 時 まで ) 


し の ば ず の いけ 
不忍 池 


弁天 島 ( 中 之 島 ) が 浮か ぶ 
江戸 時 代 か ら 浮世 繧 に 描 か 
れ た 名 所 。 運 池 の ほ か ボー 
ト 遊 び が で きる ボー ト 池 、 弟 
の 池 か ら な り ま す 。 
lm03-3828-5644 

(上 野 恩賜 公園 事務 所 ) 

回 加 困 周 囲 散 策 自 由 


ia] 


池 の 周囲 は 段差 の ほとん ど な い 平 
坦 な 道 で 一 周 可 能 。 浮 楼 橋 で は 車 
いす で も 池 を 間近 に 見 られ ます 。 





MM 2 


基 月 曜 ( 祝 日 お よび 都民 の 日 の 場合 は 翌 平日 ) 験 


















京成 上 野 駅 や 上 野 駅 広小路 口 
か ら 上 野 恩 賜 公園 に 上 が っ て 
いく に は 階段 や 旭 坂 が ある が 、 
公園 口 か ら だ と 歩き や すい 。 


[池之端 目 | 






ems=== カル チャ ー の 森 | 
= 江戸 文化 巡り 
っ rm て mmw・ 





あめ よこ どおり 


に 所 要 

の あく 2 30。 
JR 上 野 駅 か ら 御徒 町 駅 まで ガー ド 
下 を 中 心 に 約 500 メ ー ト ル 続 く 賑 や 
か な 商店 街 。 鮮 魚 か ら 衣 類 ・ 乾 物 ・ 
化粧 品 ・ 貢 金属 ・ 輸 入 雑 貨 な ど 400 
を 超え る 店 舗 が ひし めき 合い 、 威 勢 
の いい 声 が 響き 渡っ て いま す 。 





さく ら テ ラス な ど 商 業 施 
設 の エレ ベー ター 
し て 1 階 へ 移動 で きる 。 


湯島 駅 上野 広 小路 駅 計 \ YP28 三 越前 駅 





横断 歩道 ( 音 付き ) を 渡る 。 
交通 量 が 多い の で 注意 。 
























Ne 財 Ehrz で に - 
Ti 叶 
リー プン 


合 本 半生 遇 / 






2 請 計 


いす 対応 トイ レ 
(オス トメ イト 対応 
設備 付き ) が ある 。 





を 利用 


の 
2 で 銀座 線 へ 。 


JR を 利用 する 場合 
不忍 口 は 階段 と エ 
共 広 圭 ダ 辿 











あく 


上 
横 は 混雑 
の で 注意 。 


月間 
件 徒 町 駅 







に 
の X 





十 野 折 従 町 駅 村 


商店 等 の た め 対応 は 店 舗 
に より ます 。 道 は 平坦 で 踏 
上 か ら 商 品 が 見 られ ます 。 
週末 な ど は 多く の 人 で 販 
わ う の で 移動 に は 注意 が 
必要 で す 。 


層 頃 店 舗 に より 異な り ま す 














周辺 の 観光 スポ ッ ト 

@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 [ : 倫 パ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 幸 
0 
本 0 の 0 ンス 守 和 7 し て ポー MP 回 図 半生 旨 


うえ の の も りさ くら て ら す 
上 野 の 森 さ くら テ ラス 店舗 に より 異な り ます 
し た まち ふう ぞ く し りょう か ん 


: 明る い 吹 
| が と り 囲ん で いま す 。 散 策 の 休憩 に も 。 


: 関東 大 震 災 や 戦災 で 面影 を 失っ た 東京 






肉 さ 抜け の 周囲 を 19 の 飲食 店 





衣 ] 








西郷 隆盛 銅像 付近 か ら 1 階 へ 降り られ る エレ ベー ター が あり 、 上 
野 駅 広小路 口 方 向 へ 移動 可能 で す (10 時 か ら 23 時 利用 可能 


車いす や 子供 で も 見 学 が し や すい よう に 低い 位置 に 展示 が 





下町 風俗 資料 館 “で りす 3923-7451 下町 席 民 文化 を 再現 し て いま す 。 ul 並ん で お り 、 触 れ ら れる 展示 物 も あり ます 。 
すす も と えん げ い じょう : 安政 4 年 (1857 年 ) に で きた 講釈 場 を ホー ル ま で は エレ ベー ター で 上 が れ ま す 。 ト イレ に 段差 が あ 
鈴本 演芸 坦 0 うう 5900 語 体 と し 、 現 存する 最 古 の 寄席 で す 。 り 、 車 いす の 場合 は 申し 出 に より 移動 介助 可能 で す 。 





29 


※ 常 駐 の 設備 員 へ 要請 が あれ ば 対応 可 (常駐 時 間 : 毎 日 10 時 か ら 19 時 ) 


東京 メト ロ 徒歩 [ 約 2 分 ] 徒歩 [ 約 4 分 ] 
[1 番 出口 | 約 100m 約 200m 


= 全 歩 癌 ーー ル 72 
/ 給 を [ わ つ 約 330m 二 約 400m 


5 徒歩 [ 約 6 分 ] 東西 めぐ りん  [ 約 15 分 ] 東西 めぐ りん 
か っ ば 橋 道具 街 通 り 松が谷 ー 画 門 前 


と に を JI ルル (FE き 3 約 330m バス停 ”。 5 停 玉 所 目 パ バス停 
戸 時 代 は 最も 賑やか だ っ た 地区 。 財 に 0 0) ーー > 東京 メト 浅草 駅 [ 番 H] 
UE に ドル だ マー ツノ) か 149 ホ Y ル で 電 詳 細 約 130m 

UE 東京 メト ロ 銀 座 線 利 用 の 場合 、2 番 線 に 到着 する 列車 を 利 


キバ トヨ: に 議 揚 D 用 する と 、 出 口 まで の 移動 が スム ー ズ で す 。 
緒 が 色濃く 残さ れ て いま す 。 “ 


























あさ くさ えん げ い ほ ー る 


じん りき し ゃ 
ムロ 


車 夫 の ガイ ド を 聞き な が ら 浅 草 の 街 を 巡 
れ ま す 。 人力車 か ら は 目線 が 高い た め 新 
鮮 な 街並み が 楽し め ま す 。 

事前 予約 ・ 別 

料金 で 、 車 
いす か ら で も 乗車 し や すい スロ ー プ 付き 
人 力 車 乗降 台 「[ パ リア フリ ー リ キシ ャ ステ 
ーション 」 が 利用 可能 で す 。 協力 : 時 代 屋 


人 間 道 情 が 広く 車いす で も 通行 

rd) し や すく な っ て いま す 。 伝法 
了 向 か い の 間 公会堂 に 車いす 対応 トイ レ が あり ます 。 

島 居 側 入 口 付 近 


あさ くさ じん じゃ 
居 0 直 2 2 


は JNES PS2EA 
例 大 祭 「 三 社 祭 ] で 知ら れる 古 いす で も 間 題 は あり ませ ん 。 境 内 は 舗装 され 
社 で 、 創 建 は 約 700 年 前 と いわ お り 移 動 し や すく お っ て いま す 。 
れ て いま す 。 現 在 の 社殿 は 徳川 庄 才 2 人 省 NNN。 
家 光 が 再建 ・ 寄 進 し まし た 。 江 っ HE 

戸 時 代 の 代表 的 な 権現 造り で 較 隊 還 絆 

国 の 重要 文化 財 に 指定 され て 財 語 、 

いま す 。 4 由 [ 
ltL 03-3844-1575 」 ーー 
編 9 時 か ら 16 時 30 分 岡 因 境内 自由 雇 に ーー! 前 | 肖 


ul. 車いす の 場合 、 本 堂 へ は 向かっ て 左 
9 側 の 専用 エレ ベー ター で 上 が る こと 


た 


10 日 替わり で 落語 や 漫才 、 湿 談 、 
コン ト 、 マ ジッ ク 、 も の まね な ど 、 パ 
ラ エ ティ ー 豊 か な ステ ー ジ を 堪能 
で きま す 。 


スタ ッ フ は 常時 6 名 ほど で 、 人 的 な 
配慮 が な され て いま す 。 車 いす ス 
ペー ス の ある 1 随 席 は シア ター 形 
式 で 緩い 勾配 が あり ます 。 














































lEL 03- 3843- 0890 (浅草 時 代 屋 ) 

岡 1 名 10 分 3000 円 (税込 ) か ら 、 パ リア フ 
リー リキ シャ ステ ーション 8000 円 (税込 ) か ら 
10 時 45 分 か ら 16 時 30 分 陣 な し 





囲 3000 円 か ら 
(障害 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 

以 昼 の 部 11 時 40 分 か ら 16 時 30 分 、 
夜 の 部 16 時 40 分 か ら 21 時 

因 な し 


が で きま す 。 境 内 は 道幅 が 充分 ある の で 移動 し や りす く な っ て いま す 。 














水上 バス で 行く 浅草 上 
江戸 下町 ーー デ 江戸 情緒 を 味わう 
人工 芸 き 放 の mrmーmmn 一 一 

















つ Gr 

は 浅草 寺 病 院 

了 の EE の PT 

LE322 プリ か っ ば 橋 首 上 街 通り 
\ つ 小 過 X な o こ ヽ さ 
平坦 で す が 、 和 の 人 来 | ス | ーーーーーー コ ルー 店 約 800 メ ー ト ル の 通り に プロ が 愛 
ーー ーー に ! 用 する 調理 器具 や 家庭 使い で きる 

人 還 人 02 便利 な 台所 用 品 な ど を 販売 する 店 


舗 が 170 店 あま り 並 ん で いま す 。 
散歩 だ け で も 楽し め ま す 。 


Po 








32 混雑 し て いる 場合 は 仲見世 






還 SahOx と 並行 する 道 を 進む と よい 。 ン 東京 メト ロ 田 原町 駅 も 徒歩 圏内 。 
7 が バス 停 も 付近 に あり 、 上 野 駅 や 浅 


国際 通り 浅草 一 目 | ほ 世 





cp 5 = ロト 芝 ミン | | 草 駅 へ 移動 し や すい で す 。 道 は 比 
: 湊 く | 09 平坦 で アー ケー ド も あり ます 。 


太鼓 館 * 通 
り 硬 
と we ーー 際 


人 が 多い の で 通行 に 注意 "そう >…。。. | 較 間 


浅草 文化 観光 セン ター 9 


は ルー ト 肝 埋 E ヨ 
パリ アフ リー リキ シャ ステ ーション 受付 (段差 
が な く 、 車 いす か ら 人 力 車 へ スム ー ズ に 乗降 
可能 ) 、 乗 り 込 み は 応 相談 。 協 力 : 時 代 屋 。 







* 逐 浅草 駅 1 番 出口 に 
エレ ベー ター あり 。 








水上 バス 
TOKYO CRUISE 
隅田 川 フイ ン 















2 中 再選 諾 









LC 中 原 7 

























あさ くさ は な や し さき 日 本 の 導電 で 、 間 国 は 邊 6 年 上 人 車いす で も 上 に 条 り 移 れ る な ら ば は 、 乗車 可能 の アト ラク シ 








浅草 衝 や し きつ (1853 征 。 ア トラ ショ ン が 多数 あり ます 。 ョ ン が あり ます 。 授 肥 室 の 外 に お むつ 交 控 シ ー ト が あり ます 。 
あさ くさ ろ っ くち く 明治 時 代 か ら 映画 館 や 演劇 場 な ど が 集中 : ガー ドレ ー ル は あり ませ ん が 道 眉 が 広く 平地 で 、 通 沿 は 交通 
浅草 六 区 地区 蘭 に より 異な り ます し た 地 区 現任 、 再 生計 画 が 進行 中 で す 。 も 多く あり ませ ん 。 車 いす 対応 トイ が 浅間 NOX に あり ます 。 





あさ くさ ろ っ くす ae. フフ 00 | ショ ッ プ や 人 良 店 、 ス ポー ツ 施 設 な ど が 人 |T 理 江間 KOX は パリ アフ リー 対 広 に な っ て お り 授乳 室 や 車いす 
浅草 ROX で りつ PD プリ | る 商業 放 設 。4 つ の ビル が あり ます 。 | や 較 計 GUY 














両国 押上 


【 り ょ うごく ・ お し あげ 】 JR 徒歩 [ 約 7 分 ] 東京 者 徒歩 [ 約 6 分 ] 墨田 区 内 特 環 バス 


EE う 1 N 【 
本 約 400m。 江戸 東 京 博物 館 ” 知 s3om_・ 国技 館 ・ 水上 バス 東 ) 場 


M 肖 とっ ー - で 。 [ 約 25 分 ] 墨田 区 内 循環 バス 徒歩 [ 約 3 分 ] 徒歩 [ 約 5 分 1 
し っ (47 し 墨田 区 役所 鏡 海 和 像 入口) oc 一 一 一 一 一 ぁみ - 隅田 公園 
くっ ピン 星 12 停 所 目 人 9150m oー 一 一 一 


















約 280m 
徒歩 [ 約 15 分 ] エレ ベー ター 
購 神 社 ーー> 東京 スカ イツ リー" cーーー> 東京 ソラ マチ " 
か つて 下総 国 と 武蔵 国 の 国境 で : 人馬 人 1 約 860m 
pHEUIDGIOIESW39 ニ IEihdE 提 | OS っ 、 都営 地下 鉄 "東京 メト ロ ・ 東 武 鉄道 京成 電鉄 
Ei アキ リコ の さ : に の PS) 揚 揚 oo 回 ニニ ニレ 
。 花 開 き 、 現 在 で も 情緒 た っ ぷり で : 2 
| す 。 近 年 は 東京 スカ イツ リー“ の 合 
還 場 で 話題 を 集め て いま す 。 
紹 
る mf] の 
小梅 小 
介 | | すみ だ 卿 土 文化 資料 館 
り ER53 





で で " ] 計 間 東 | 





東京 スカ イツ リー 








の 5 ビジ と た を 明る 
リョ | | 産業 観光 プラ ザ 
1 すみ だ まち 名 
3 











25 番 墨田 区 役所 
(勝海 舟 像 入口 ) 
バス 停 


ーー 


issa 
墨田 区 役所 稿 


@ 6 の こ 、 に 人 < 
ーー 四 eee 水族 館 
018 生 月 か ら の ま 者 上 也 


Tu 主軸 








P Pe Oo 
ニン 
eo'e'e'@ee'e'@ ぐ @@@ 


g ーー 1 番 押上 駅 
の 還 に 
- 素 


ーー デー 
271 で 











al 


浅生 





こ ゃ 折 な 
0 
< 中 
: 選 四 
1 春日 通り ッ 
、 | 末 二 一 や に 
春日 通り ーー 邊 人 





蔵前 駅 


第 由 半 星 器 





蔵前 橋 通 り 

















然 墨田 区 内 循環 バ | < 
ス 南 部 ルー ト ( 両 横綱 町 公園 ら 
ーー , 車 いす は 1 | : 
ーー レン N @ 
ーー | 旧 安田 庭園 前 5 
ア ーー = に = キ cp 
ミ 13 番 国技 館 ・ / 旧 究 < 
や 水上 バス < 
」、 乗り 場 バス 停 
メ AT| 日 本 大 学 第 一 高 * 中 


相撲 博物 館 上司 宙 還 目 0 








・ 錦 余 町 駅 
の / [&J 販 A3I 江戸 東京 博 前 

還 の 東京 都 江戸 東京 博物 館 

8 < ハハハ ハハ 











6 ーー ね 臣 本 線 
スタ ニ ト 得 細 

上 の 3 昌 京葉 道路 

e 両国 二 丁 目 
























と うき ょ うと えど と うき ょ う は く ぶ つか ん 
ep い し に ーー 
東京 都 江戸 東京 博物 館 


江戸 と 東京 の 歴史 や 文化 が テー マ 。 8 
で は 江戸 城 本 丸 ・ 二 の 丸 御殿 の 復元 模型 や 昭 謙 計 
和 30 年 代 の ひば り が 丘 団地 の 再現 展示 な ど が 生還 
みどころ で す 。 体 験 型 展 示 も 多数 あり ます 。 


GO 


自給 秒 内 所 ・6 階 常設 展示 室 和 信 口 で 車いす 
1 カー の 貸出 し が 可能 で す 。 点 訳 ガイ ド 





所 要 
2 
常設 展示 


馬 


UI 





の 貸出 し も あり ます 。 単 設 展 音 声 ガ イド は 6 階 に 
貸出 カウ ンタ ー が あり ます 。 展示 の 高 さ は 車 い 
すか ら で も 見 や すい 高 さ に 工夫 され て いま す 。 
TEL 03-3626-9974 

600 円 (障害 者 無料 、 要 問合せ ) 

9 時 30 分 か ら 17 時 30 分 


W 内 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平 日) 


すみ だ こう えん 所 要 
とっ 


旧 水 戸 藩 邸 の 庭園 を 利用 し た 公園 で 
開園 は 昭和 6 年 (1931 年 ) 。 隅 田川 東 | 
岸 に 沿っ た 地 に 広がっ て いま す 。 江 戸 | 
時 代 か ら 「 墨 志 の 桜 ] と よ ば れ 桜 の 名 所 
と し て 有名 で す 。 







車いす で も 通行 で きま す が 、 一 部 土 の 舗装 の た め 雨 の 日 は ぬ 
か る お 箇所 も あり ます 。 車 いす 対応 トイ レ は 寺 田 区 役所 内 の 
も の を 利用 可能 で す 。 (2020 年 4 月 以降 、 公 園内 に も 車いす 対応 トイ レ 新 設 予定 


TEL 03-5608-666 1 (墨田 区 道路 公園 課 計画 調整 担当 (公園)) 散策 自由 





Dr 旨 較 っ 0 


貞 観 2 年 (860 年 ) に 慈覚 大 に よ 王 " 
っ て 建立 され た と 伝え られ る 総 栓 切 尋 
権現 造り の 古 社 。 体 の 病 ん だ 部 分 
と 同じ 箇所 を 撫で る と 治癒 する と 
され る 哲 牛 で 有名 で す 。 






に 届い 1 


ーー = ニーーー Wi * 
境内 は 平坦 で 舗装 さ 
れ て お り 、 車 いす で も 
通行 可能 で す 。 撫 和牛 は 台座 が ある た め 車 いす か ら 
は 手 が 届 か な い 場 合 が あり ます 。 本 殿 や 手 水 舎 へ 
は 段差 が あり ます 。 


TEL 03-3622-0973 境内 自由 


TT 語 | 間 II 四 加 川 還 上 
川 科 | 間 川 吊 日 細 | 前 
二 呈 | 上 呈 | | 装 || 朋 | 遼 中 前 | 








( 士 曜 は 19 時 30 分 まで ) ※ 入 館 は 30 分 前 まで 



























と うき ょ うす か いつ り 一 
に ーー ーー 
に を ャ ヒン リリ 


高 さ 634 メ ー ト ル と 上 自立 式 電波 
塔 と し て 世界 一 の 高 さ を 誇る 東 
京 ス カイ ツリ ー*。 天 望 デ ッ キ は 
地上 350 メ ー ト ル 、 さ ら に 天 思 
回 廊 は 地上 450 メ ー ト ル の 地点 
に あり 、 空 中 散歩 の 気分 を 味 わ 


えま す 。 眺 望 は 感動 的 で す 。 

T ダ * 全館 で パリ アフ リー に 配慮 。1 階 の 団体 受 
4 の イン フッ ーッ ョ ン 人 に 86 っ 
交換 シー ト (大 人 可 ) 付き の 車いす 対応 トイ レ が あり ます 。※ 障 害 者 等 用 駐 
車 ス ペー ス に つい て は 、 東 京 ス カイ ツリ ー ES 































攻 ・ 圏 一 


時 = を ga ン ん PSn ビラ | ルン ZOPEEOT モ TORPTEP7FT 
望 デ ッ キ は 当日 券 大 人 2.100 円 (休日 は 2.300 円 ) 、 日 時 指定 
券 (事前 購入 可 ) 大 人 1.800 円 (休日 は 2.000 円 ) 。 天 望 回 廊 は 当日 
券 大 人 1.000 円 (休日 は 1.100 円 ) 。 天 望 デ ッ キ と 天 望 回 廊 に 入場 
で きる セッ ト 券 も あり ます 。 い ずれ も 障害 者 割引 あり 。 詳 細 は お 問 
い 合 わせ くだ さい 。 KK8 時 か ら 22 時 (最終 入場 21 時 ) 陣 な し 


と 


と うき ょ うそ ら ま ち 昌 
テ め 公金 1 
東京 ソラ マチ 1 
東京 スカ イツ リー* の 足元 に 広がる 商業 
施設 。300 店 以上 の 飲食 店 や ファ ッ シ ョ 

ン 、 雑 貨 な どの 店 が 出店 し て いま す 。 
車いす 優先 エレ ベー ター が あり ま 


SM2 す 。 点 字 ブ ロッ ク や 触 知 図 、 わ か り 


や すい 案内 表示 な ど に 配慮 し こい ます 。 エ スカ レー ター 付近 や 
テラ ス に ベン チ も 多く あり ます 。 





す 
の 
7 
の 
レー 
4 
昨 
X 
り 


Li 前 四 量 、 関 | dl 







則 馬 制 








TEL 0570-55-0102 (東京 ソラ マチ "コー ル セ ン ター) 
10 時 か ら 21 時 (6・7・30・31 階 、 レ スト ラン フロ ア は 1 1 時 か ら 23 時 ) 











※ー 部 店 舗 に より 異な り ます 回 不定 休 
の yy 

@ 施 設 名 電話 番号 人 特徴 : @ バ パリ ア 情報 ・ バ リア フリ ー 情 幸 

SN : 年 6 回 の 展示 替え に より 、 錦 絵 や 番付 、 化 : 展示 スペ ー ス は 1 部 屋 で 、 床 は 平坦 。 車 い 
相撲 博物 館 | 粧 まわ し な どの 多彩 な 資料 を 展示 し て い す で も 見 や すい 展示 の 育 さ に な っ て いま 
人 03-3622-0366 | ます 。 1 す 。 貸 出し 用 車いす が 1 台 あ り ま す 。 





きゅう や す だ て いえ ん | 
ゆ ゅ う や す だ て いえ : 元禄 年 間 (1688 年 か ら 1703 年 ) に 作 庭 さ 『 


園内 に 段差 な ど は 多い も の の 、 入 口 か ら 








旧 安 田 庭 園 ES 5 池 の 近く まで 車いす で 行く こと が で き 、 公 
人 03-5608-6951 (生田 光 夫人 ) | 「 ここ 拓 え つれ る 汐入 回 導 式 疑 園 で す 。 」 Fi 園 の 全景 が 見 られ ます 。 

よこ あみ ちょ うこ うえ ん | dn 前 と 復 記念 能 の 人 に スロ ー プ が あり ます 。 作 尋 
横綱 町 公 略 8 百 に し で っ 凍ら 記念 内 に 還 い す 対応 トイ レ 、 提 乳 室 が あり ます 。 隊 寺 
人 03-3622-1208 (町 人 和 理 恥 | “所 物 や 軸 宣 な 0 者 等 用 駐 四 スペ ー ス 利用 の 陣 は 事前 に ご 連絡 くだ さい 。 
すみ だ きょう どぶ ぷん か し りょう か ん ー 。_ 表 展示 室 は 1 階 か ら 3 階 に あり エレ ベー ター で 移動 可能 
すみ だ 痢 土 文化 資料 代 還 す で す 。 通 路 も 広く 展示 も 車いす か ら も 見 や すい 高 
合 03-5619-7034 FR 9 E さ に な っ て いま す 。 貸 出し 用 車いす が 1 台 あ り ます 。 
み め ぐり じん じゃ | 才 裏手 の 石碑 まで は 車いす で 行く こと は で きま せん 
三 囲 神社 OM が 、 林 民 付 近 か ら も 静 議 な 究 気 が 伝わり ます 。 
人 03-3622-2672 MM 2 筆談 対応 に 関し て 、 対 応 で き な い 場 合 が あり ます 。 
すみ だ すい ぞ そく か ん [いのち の ゆり か ご 」 を テー マ に 約 260 種 !e 水族 館内 の 車いす 対応 トイ レ に は お むつ 
すみ だ 水族 館 | 7000 点 の 水中 生物 を 飼育 ・ 展 示し て い MI 交換 シー ト (大 人 可 ) が あり ます 。 展 示 も 真 


会 03-5619-1821 
さん ぎょ うか ん こう ぷら ざす み だ まち どこ ろ 


座 業 観光 プラ ザ す み だ まち 処 
人 03-6796-6341 


| ます 。 


| すみ だ の 歴史 や 伝統 工芸 文化 、 観 光 ・ グ ル | 
: メ 情 報 な ど を 紹介 。 イ ベン ト も 多数 。 東 京 ソ : 
| ラマ チ "5 階 に あり ます 。 


近 で 見 られ る 設計 で す 。 


店 舗 内 は 通路 が 広く 車いす で も 移動 し や 
すく な っ て いま す 。 車 いす 対応 トイ レ な ど 
は 東京 ソラ マチ "の も の を 使用 し ます 。 
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ン 
ト 











深川 | ルート > 


【 ふ か が わ )】 














東京 メト ロ ・ 都 営 地下 鉄 徒歩 [ 約 3 分 ] 徒歩 [ 約 6 分 1] mj:T 碧 
ae 加 eg の X ゝ の 
清 湯 日 河 駅 ーーー テ 清澄 庭園 ーーー テ 5 江 
U 人 [A3 番 出口] 約 180m 約 350m 
ジュ と と 還 証 ル = 日 田 T 08 あ 10652]  、 加 TK 662 分] 店 人 人 
〇 ーー 一 ーーーーーー ジ > で : ロ IM 〇 ーー ーーーーー 湖 >- | : 〇 ーー みあ - 
CRP が Pa 約 300m 。 43 秋口 1 駅 目 件 約 400m 











運河 ・ 河 川 が 縦 模 に 走る 水辺 の 景 | 生やす か すい まま やや や 






Ba 違 * 徒歩 [ 約 5 分 ] 徒歩 [ 約 5 分 ] 東京 メト ロ 
な が ら 、 EYE 人 富 品 oe--ーー テ 門前 仲 是 | 
に 3 は た ao 旨 着 人 


庭園 、 下 町 風情 を 楽し み ま す 。 お 
痢 ニン 3 の お の に 者: 
る コー ス で す 。 


> N 
高橋 の らく ろ ー ド ] 人 @| 江東 区 森下 文化 セン ター (4A) 
bo EC 
清洲 橋 が 良く 見 える 場所 還 還 時 回 還 還 計 央 














ula 清 潜 白 : 京 メト ロ 半 蔵 門 線 
回 |7 生 清治 白河 駅 東京 
O 
本 (江東 区 深川 江戸 資料 人 





ん 
2 






葛西 橋 通 り 





ご 利益 通り 


深川 東京 モダ ン 館 | 依 
ON を っ 。 
と 人 ul 人 情 深川 
⑳ 6 番 


門前 仲町 





氷 代 通り 





きよ すみ て いえ ん 


た な HH 生 


娠 崎 給 太郎 が 造成 し 、 泉 水 ・ 築 山 ・ 枯 山水 を 
主体 と し た 明治 の 庭園 を 代表 する 「 回 遊 式 
林 泉 庭園 ]」。 池 の 周囲 に 配置 され た 全国 の 
名 石 な ど 、 四 季 折 々 の 表情 が 楽し め ま す 。 











所 要 
30 ぅ 





段差 等 の 少な い 車 いす 利用 
者 用 の ルー ト 設 定 が あり ま 
_ す 。 振 動 を 軽減 する サス ペ 
ンション ホイ ー ル タイ プ の 





lgL 03-364 1 ca (東京 都 公 園 協会 





回 150 円 (高齢 


害 者 ・ 介 イ 助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 


層 9 時 か ら 17 時 陣 6 時 30 分 まで ) 


す 


陣 な し 





こう と うく ふか が わ え ど し り ょ うか ん 


江東 区 深川 江戸 資料 館 









所 要 
] 時 間 


江戸 時 代 未 (天保 年 間 ) の 深川 佐賀 町 の 町 並み を 実物 大 で 再現 し て いま 


す 。 当 時 の 人 々 の 1 日 の 暮らし を 音響 効果 ( 物 売 


売り の 声 や 火 の 用 心 等 ) と 


照明 効果 に よっ て 演出 し て いま す 。 


uF 


スタ ッ フ へ の 声 掛け で 、 地 下 1 階 の 展示 室 に エ 
レベ ー タ ー で の アク セス が 可能 で す 。 車 いす 


使用 者 は 、 地 下 駐 車場 か ら 直 接地 下 1 階 の 展示 室 に アク セス 可能 で す ( 入 


TEL 03-3630-8625 


口 の イン ター フォ ン に て 解 錠 を 依頼 ) 。 


400 円 (障害 者 ・ 介 助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 9 時 30 分 か ら 17 時 まで 


(入館 は 16 時 30 分 まで ) 


周辺 の 観光 スポ ッ ト 
@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 


こう と うく も り し た ぶん か せん た 一 


江東 区 森下 文化 セン ター 
人 な 03-5600-8666 


| 期 まで を 江東 区 で 過ごし た 田 
: を 紹介 する 「 田 河水 泡 ・ の らく ろ 館 」 、 区 無形 
: 文化 財 保持 者 が 制作 し た 工芸 品 を 展示 し て : 
: いる [工匠 館 」 が あり ます 。 | 


細 第 2・4 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 開館 ) 





人 特徴 | 
漫画 「 の らく ろ 」 の 作者 で 、 幼 年 期 か ら 青 年 | 


河水 泡 の 業績 













に ん じょう ふか が わ ご りや くど お り 


3 に 計 
















永代 通り か ら 深 川 不動 堂 へ 
と 続く 150 メ ー ト ル の 参道 で 
す 。 和 菓子 店 ・ 飲 食 店 ・ 江 戸 
小物 店 な ど 40 ほ どの 店 舗 が 
並び 、 仲 見 世 ら し い 賑 わい を 
満喫 で きま す 。 


参道 に は 段差 や 傾斜 が な く 
車いす で も 移動 し りす く な っ 
て いま す 。 縁 日 (毎月 1・15・ 
28 日 ) は 混雑 する た め 注 意 
が 必要 で す 。 


以 阿 店 舗 に より 異な り ま す 


と みお か が はちまん ぐう 


富 間 八幡 宮 


江戸 三 大 祭り の 一 つ に 数 えら れる 
[深川 八幡 まつ り 」 で 有名 で す 。 


勧進 相撲 発祥 の 地 で あり 相撲 と 
緑 が 深く 、「 横 網 力士 介 ]「 大 関 力 
士 促 ] な ど が 境内 に あり ます 。 


回 2 





本 


ヾ 
7 
/ 


当時 3 和 と (Y 革 


境内 の 階段 及び 拝殿 の 両 サ イド に ス 
ロー プ ( 勾 配 約 8 度 ) が 設置 
す 。 拝 殿 横 の 横綱 力士 伯 に 向かう 通路 
は 勾配 が 10 度 ある た め 


され て いま 


注意 が 必要 で 


す 。 専 用 の 授乳 室 は あり ませ ん が 、 社 
。 務 所 に 声 掛け すれ ば 対応 可能 で す 。 


境内 と 拝殿 に スロ ー プ を 





設置 し まし た 。 ぜひ ご 活 


用 くだ さい 


TlEL 03-3642-1315 
較 愉 頃 境 内 自由 


: 上 供 バリ ア 情 報 ・ バ リア フリ ー 情 報 


1 階 事務 室 の 窓口 前 まで 点字 ブロ ッ ク が 
敷設 され て いま す 。 車 いす で も 問題 な く 見 
学 可 能 で す 。 





た か ば し の らく ろ -ー ど 


: 漫画 家 ・ 田 河水 泡 の 作品 「 の らく ろ 」 に 逢え : 





高橋 の らく ろ ー ド | る 商店 街 と し て 知ら れ て いま す 。 日 曜 、 祝 日 直 中 こ 0 富加 NT に 2 避 ウ ン ガ の 
店 舗 に より 異な り ま す | は 歩行 者 天国 を 開催 し て いま す 。 1 り ます 。 段 差 も 解消 され て いま す 。 

: 隅田 川 に 架かる 重要 文化 財 に 指定 され て い : 
きよ す ば し | る 橋梁 で す 。 世 界 で 最も 美しい と され た ドイ 隅田 川 と 小名木 川 の 合流 付近 で 清洲 橋 を 
清洲 橋 | ツ ・ ケル ン ( に 打 架かる ライ ン 川 の 吊り 橋 が モデ : よく 眺め る こと が で きま す 。 

| ル で す 。 [ 

れい が ん じ : 江戸 六地蔵 の 一 つ で ある 銅 造 地蔵 菩薩 や 、: 出入 口 や 境内 に 段差 や 傾斜 が な く 車いす 
吉 厳 寺 : 寛政 の 改革 を 行っ た 松平 定信 公 を は じ め 大 で も 移動 し や すく な っ て いま す 。 た だ し 地 


谷 03-3641-1523 


| 名 の 墓 が 多く 存在 する 由緒 ある お 寺 で す 。 


蔵 尊 の 前 は 砂利 敷き と な っ て いま す 。 





ふか が わ と うき ょ う も だ ん か ん 
深川 東京 モダ ン 館 
谷 03-5639-1776 


昭和 7 年 に 東京 市 当 の 食堂 と し て 建築 さ 
: れ まし た 。 観 光 と 文化 の 発信 基地 、 門 前 促 
町 周辺 の まち 歩き 拠点 と し て 利用 され て 
| いま す 。 | 


東側 の 入口 は 建物 前 面 が スロ ー プ と な っ 
て いる の で 、 車 いす で も スム ー ズ な 入館 が 
可能 で す 。 








FrH 和 rrHS 


Mg 較 


6L IS 
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の 北 千住 * 南 千住 


【 き た せん じゅ ・ み な みせ ん じゅ )】 


1 約 50m シア ター1010 約 400m 


3 『 ル ん バニ い 徒歩 [ 約 8 分 ] _ 都 パス 草 43  [ 約 4 分 ] 都 バス 草 43 徒歩 [ 約 3 分 ] 
cp oc 一 一 一 一 ぁ - 十 住 一 丁目 oc 一 一 一 一 テ 千住 大 橋 > 一 > 
1 ( 較 約 430m バス 停 2 停 罰 所 目 バス 停 約 130m 


松尾 色 焦 が 「 奥 の 細道 ] に 旅立っ た 
大 千住 。 千住 は 江戸 か ら 東 北 へ と 続 
く 日 光 街 道 の 最初 の 宿場 町 で し た 。 
旧 日 光 街 道 治 い に 点 在 する 寺社 や 
江戸 時 代 の 史跡 な ど を た どり な が 
ら 、 和 宿場 町 の 面影 を めぐ り ま す 。 





きた せん じゅ まる いし あ た 一 せん じゅ 








北 千 住 マ ルイ ノン シ アタ ー1010 


北 千住 駅 西口 の 大 型 商業 施設 。 メ ンズ & レ ディ ス 、 
キッ ズ の ほか 、 雑 貨 や コス メ な ど シ ョ ッ ピ ング が 楽 
し め ま す 。9 階 レス トラ ン 街 な ど グ ル メ も 充実 し て 
いま す 。10 階 か ら 12 階 に は 定立 区 立 の 文化 施設 
シア ター1010 が あり 、 演 劇 を 中 心 に し た 公演 や さ 
ま ざ ま な イベ ント が 楽し め ま す 。 ま た 、 千 住 宿 の 模 
型 や 関連 パネ ル の 展示 が あり 、 往 時 の 姿 を 知る こ 
と が で きま す 。 


北 千住 マル イ の 1 階 出口 か ら 
旧 街道 へ は 、 路 面 が フラ ッ ト で 
車両 通行 の な い 路 地 を 利用 。 


こっ CI 


Gr や 
千住 宿 本 陣 跡 全 
し ) 


旧 街 道 は 幅員 6m で 車両 
は 南 向 き 一 方 通行 。 歩 道 
が な いた め 注 意 が 必要 。 





草 43 

千住 一 丁目 バス 停 

@, 5) あだち 産 
問屋 場 ・ 買 目 改 所 跡 信 















の 
人 
人 @ 

由 全 、 及 、 __ ーm 


⑮ 千住 高札 場 跡 葵 東京 メ トロ 千代 田 線 
ZS 

@ 

@ 

b 





北 千住 マル イノ シア ター1010 


北 千住 駅 西 ロ 


徒歩 [ 約 3 分 1 _ 徒歩 [ 約 11 分 ] 
素 凌 雄 神社 Cm 荒川 ふる さと 文化 館 
了 Im 


徒歩 [ 約 4 分 ] JR< 東 京 メト ロ 
人 ーーー 9 十 住 駅 
約 200m [JR 西口 ・ 東 京 メト ロ 北 口 ] 
旧 日 光 街道 を 南下 し て いく コー ス で す 。 隅 田川 より 北側 の 


ポイ ント | 道路 は 南 向き の 一 方 通行 で 交通 時 は 多く あり ませ ん が 、 歩 
道 が な い の で 通行 に 注意 が 必要 で す 。 








所 妥 


20。 


も 4 と は ニーー 





[ 北 千住 マル イ ] ll03-5244-0101 












1 2 店 舗 に より 異な り ます 
つの 2 | 陣 不定 休 
北 千住 駅 西口 の ペデ スト リ ー [シア ター 1010] 03-5244-1010 本 還 還 記 
アン デッキ か ら 直 接 ア フク セス ーー 較 避 施設 に より 異な り ま す 
で きま す 。 車 いす ・ ベ ビー カ 困 店 舗 公 共 ホ ー ム ペー ジ を ご 覧 くだ さい 
言 則 人 先 の 昌 ル ペ ョ クニ が あ http://www.t1010.jp 
り 、 各 フロ ア に 車いす 対応 ト [千住 宿 の 模型 ・ パ ネル の 問い 合せ 先 
イレ が あり ます 。 (足立 区 立 郷 土 博 物 館 )] 
03-3620-9393 
Cr や 
(た まり ) の cp 
寺 岳 屋 人 横山 家 住宅 ジ c や 





CT 誠 馬 。 
// 2 レッ 
千住 大 橋 駅 e @ 
/ > 
p 疫 

gg 
Cr や @ 

千住 宿 奥 の 細道 

ss 倫 | プチ テラ ス 
石 洞 美術 館 | 信 定立 市 場 前 中 央 卸売 市 坦 


( 】 トー 所 
北斎 従 千住 花街 足立 市 場 
眺望 ノ "ーー 






お 休み 負 千住 街 の 駅 
/ / 





@/ と ん / 二 に 












北 千住 駅 環 還 ぃ 


JR 北 千住 駅 北 改 札 か ら エ 
レベ ー タ ー を 利用 し て 北 
千住 マル イ 2 階 に つなが 
る 西 ロ デッキ へ 出 ら れる 。 











7/ 
/ 
/ 
/ 千住 大 橋 パ バス停 
7/4 
2 
か ) 
/// 更 の 
父 \) 
// り 
7 ス 
/ 和 ソ 
御 
ん 
本 避 還 


し ょ う せ ん じ 


勝 専 寺 


新井 兵部 政勝 が 開祖 と な り 1260 年 に 草創 され た と 言わ れる 浄土 宗 寺 
院 。 勝 専 寺 の 木造 千 手 観音 立像 は 千住 の 地名 起源 に な っ て いま す 。 朱 塗 
0913N9 和 22hh3HCGM2DNSNM 放 4 


あら か わる さと 応 ん か か ん 


1 YE そっ "| 


平成 10 年 5 月 に 郷土 の 歴史 ・ 文 化 を 楽し みな が ら 学 び 、 探 求 する 場 と し て 
開館 。 荒 川 区 内 で 発掘 され た 遺跡 か ら の 出土 品 、 中 世 の 板 碑 、 近 世 の 町 や 
農村 の 暮らし 、 銭 座 の 作業 風景 、 昭 和 41 年 頃 の 復元 家屋 、 奥 の 細道 に 関 
する 資料 な ど を 常設 展示 し 、 年 3 回 企画 展 や 館 蔵 資料 展 を 開催 し て いま 
す 。 ま た 、 無 料 の あら か わ 伝 統 工 芸 ギ ャ ヤラ リー に は 区 内 の 職人 の 作品 を 展 


0 計器 條 是 2 o 
_ 


2 中 に 車いす 対応 トイ レ 
了 E お 障害 者 等 用 駐車 


所 要 











本 硬 


スペ ー ス を 利用 で きま す 。 授 
馳 室 は 2 階 図 書館 受付 に お 声 
か け く だ さい 


回 量 還 時 頭 ! 








荒川 ふる さと 文化 館 へ よう こそ 。 
2 
て 、 伝 統 工芸 を お 楽し みく だ さ 






図 100 円 (荒川 区 民 の 中 学生 以下 ・65 歳 以上 の 方 ・ 昼 
害 者 等 無料 ) 9 時 30 分 か ら 17 時 まで (入館 は 16 
時 30 分 まで ) 囲 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌 平日 )、 毎 月 
第 2 木曜 (館内 整理 日) 


車いす の 方 は 赤門 正面 左 の 駐車 場 入 り 口 門 
より 参拝 で きま す 。 


昌和 た 語 寺 を た 2】 境内 自由 9 時 か ら 17 時 阿 境 内 自由 





すさ の お じん じゃ 


ルコ 





平安 時 代 、 修 験 道 の 開祖 の 高 朱 で 
ある 黒 珍 が 創建 し た 由緒 ある 神 
社 。 天 照 大 御 神 の 御 弟 神 で あり 、 
八 俣 大 蛇 を 退治 し た 勇敢 な 素 療 
雄大 神 と 、 善 悪 を 一 言 で 判断 し 得 
る 明知 を お 持ち の 飛島 大神 を お 礼 
り し て いま す 。 





社殿 左右 に 手すり つき の スロ ー プ 
が あり ます 。 参 道 は 石畳 で す が 、 車 
いす の 方 で も お 参り が で きま す 。 御 
祈 笠 (昇殿 参拝 ) の 方 に 屋内 用 の 車 
いす の 貸し 出し を 行っ て いま す 。 


2 に 約 360 年 前 に 開か れ た 浄土 宗 の 

| 寺院 。 江 戸 で 起こ っ た 明 暦 の 大 火 
共 = で し < く な られ た 方 々 を 祀る た め 建 
語 1 て られ まし た 。 有 緑 ・ 無 縁 、 人 動物 


畳 で す が 


| に 関わ ら ず 、 生 ある すべ て の も の 
境内 は 石 


に 公 の 慈 圧 を 説い て いま す 。 


見 た 全 信 0 皿 : だ ゲ 





平坦 な 石 で 溝 も 浅い た め 、 車 いす の 
方 で も 墓参 が で きま す 。 


境内 自由 錠 9 時 か ら 16 時 30 分 
陣 境 内 自由 





えん めい じ 


TH 


小塚 原 回 向 院 か ら 分 院 独立 し 、 
開山 し た 浄土 宗 の 寺院 。 江 戸 時 
代 か ら 明治 時 代 に か け て 、 こ の 
周辺 に は 小塚 原 刑 場 が あり 、 廃 
止 さ れる まで 人 や 斬 芽 な ど が 執 
行 さ れ て いま し た 。 刑 場 の 入口 
に ある 高 さ 4 メー トル も の 首切り 
地蔵 は 今 も 刑死 者 の 霊 を 静か に 


入口 か ら 眉 

差 ・ 傾 斜 が 
な く 、 お 寺 奥 に ある 首切り 地蔵 を 近く で 
見 る こと が で きま す 。 





昌 邊 0E 電 加須 目 EE 境内 自由 


層 参 拝 時 間 6 時 か ら 17 時 





守り 続 に 
※ 御 祈 裕 の 受付 時 間 は HP を 参照 見 守り 続け てい ます 
ee 
岡 避 困 境内 自由 
周辺 の 観光 スポ ッ ト 





お お は し こう えん 








大 橋 公 園 「 奥 の 細道 ] の 旅立ち の 地 で あり 、: rm 公園 内 に 1 か 所 、 車 いす 対応 トイ レ が あり ます 。 公園 
な 03-3880-5845 | 松 司 四 全 締 2 時 側 の 包 時 が | ul 還 人 入り口 は 段差 、 勾 配 ( 最 大 10 度 ) が あり ます の で 注 
(足立 区 公 連理 課 南 部 公園 人 GMR | 意 が 必要 で す 。 

せん じゅ し ゅ く お く の ほそ みち ぷち て ら す 千住 大 橋 駅 付近 に あり 、 足 立 区 : 

千住 宿 奥 の 細 道 プ チ テ ラス の 歴史 と 出会え る 場所 で す 。 こ の 足立 市 場 の 入り 口 横 に 設置 され た テラ ス で 、 弟 葉 像 








谷 03-3880-5845 : 地 か ら 奥 の 細道 へ と 旅立っ た 松 が 目印 で す 。 

(足立 区 公園 管理 課 南部 公園 係 ) : 尾 灸 の 像 な ど が あり ます 。 

お や すみ どこ ろ せん じゅ まち の えき 。 5 千住 の 街 を 歩く な ら ま ず は こち ら | 

人 SG の TS 
谷 080-6630-8037 。 こ ご 

せき どう びじゅつ か ん : 展示 物 は 実業 家 ・ 佐 藤 千 畜 の 収 : 館内 の 1 階 と 2 階 の 移動 は らせん 状 の スロ ー プ で 勾配 (6 度 ) も 
石 洞 美 術 館 : 集 し た 世界 各地 の 焼き 物 を 核 と し 1 あり 介助 者 が 必要 で す 。 エ レベ ー タ ー の 設置 は あり ませ ん 。 展 
03-3888- フ 520 : て お り 、 美 術 館 の 名 称 は 佐 膝 の 雅 & 示 物 は 車いす の 方 で 、 世界 各地 の 工藝 品 を 見 る こと が で き 


: 号 [ 石 洞 ] か ら と っ て いま す 。 
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ます 。 車 路 か ら 館内 人 日 ま で は 点 状 ・ 線 状 ブ ロッ ノ が あり ます 。 





1 
か 
昌 
有 


更 
さ 
ん 
& 
両 
さ 
ん 
の 
地 











ゆ 柴又 亀有 アー ト > 


【 し ば また ・ か め あ り 】 京成 町 線 徒歩 [ 約 2 分 ] 帝釈 天 徒歩 [ 約 3 分 ] 帝釈 天 題 経 寺 徒歩 [ 約 7 分 ] 
近 双 駅 oom 参道 ” #a5om ( 柴 双 帝釈 天 ) seom・ 


| L ar 3 葛飾 柴又 徒歩 山田 洋次 徒歩 [ 約 10 分 ] 釈 天 徒歩 [ 約 4 分 ] 
に こら ん & 出 ご ん の 更 さ ん 記 送 館 ” 。 ミュ ー ジ アム 約 600m 参道 約 200m 


[ 約 30 分 ] JR 徒歩 急 有 両さん 徒歩 [ 約 3 分 ] 


葛飾 柴又 は 映画 「 男 は つら いよ 」 シ | 柴又 駅 JR か 。 銅像 めぐ り "40m 


リー ズ の 舞台 。 亀有 は マン ガ [こち 徒歩 [ 約 5 分 ] 量 有 徒歩 [ 約 10 分 ] ゆう ろ ー ど 
の ー 約 300m 理 取 神社 約 600m 
ら 葛 飾 区 電 有 公園 前 派出 所 ] の モデ 


リス だ 37 ルプ ル の に イル A べ っ 衣 議 OS 柴又 の み 、 亀 有 の み を それ ぞ れ ゆっ くり 楽し ん で も よい で 

NR ワン ポイ ント |』 林 ヽ 9 9 
INEDOEN 琴 糧 NS ァ ド イス | す 。 歩 き 始め る 前 に 駅 の トイ レ を 利用 する と よい で し ょ う 。 
それ ぞ れ の 町 の 表情 を 楽し め ま す 。 


エエ エエ エエ エエ て エ 
ェ ET 導 
r 


コー 





ーー の く 
主 京成 寺町 。 。 | 京成 金 困 駅 改札 か ら JR 金町 駅 改札 まで は 約 iu 
*。 | 130m。 京 成金 町 駅 ・JR 金 町 駅 に は 車いす 対 
応 ト イレ (オス トメ イト 対応 設備 付き ) が ある 。 














1 @ 題 経 寺 駐 車場 
= (@ @ @⑥ 
s 語 還 較 市 釈 天 題 経 寺 
ー 天 門 
5 の 案内 板 
る 玉 柴 叉 帝釈 天 前 | 
孤 且 く や 月 李 山本 事 
但 
誘導 サイ ン 
Gr 2 = 陣 ma 
3 山田 洋次 ミュ ー ジ アム 
6 1 
付近 の 道路 に は 歩道 が 
ツー ニ ド な く 、 車 両 通行 も ある 8 
の で 注意 が 必要 。 


案 又 公園 駐車 広場 


葛飾 区 観光 文化 セン ター 
の エレ ベー タ を 利用 し て 


江戸 川 の 堤防 に 上 が る こ 


ul. 柴又 駅 の 構内 の 金町 行き ホー ム と 改札 と の 
ァ と が で きる 。 


行き 来 に は 、 構 内 で の 線路 横断 が ある 。 








た いし ゃ く て ん さん どう 所 要 
と っ 


柴又 駅 を バッ ク に フー テン の 寅 像 と さく ら 像 の 記念 撮 


た いし ゃ く て ん だ いき ょ うじ (し ば また た いし ゃ く て ん ) 


帝釈 大 吉 経 寺 ( 貯 又 帝 釈 大 ) 


日 運 款 経 栄 山 題 経 














影 か ら ス ター ト し まし よう 。 参 道 は 昭和 の 下町 の 風情 を 加計 『。』 寺 。 本 尊 は 日 蓮 上 胃 
残す 町 並み な で 、 ど こ か か ら 「 よ っ !] と いう 寅 さ ん の 声 が 路面 は 石板 舗装 で ほぼ 平坦 で 人 が 自ら 刻ん だ 帝 講 請 
聞こ えて きそう で す 。 名 物 の 団子 屋 や 煎餅 屋 、 川 魚 料 す 。 題 経 寺 二 天門 前 の 通り は 車 釈 天 の 板 仏 。 江 戸 
理 屋 、 介 煮 屋 、 漬 け 物 屋 等 々 、 老 舗 か ら 漂 うい い 匂 い に 両 も 通行 する の で 注意 が 必要 で 時 代 か ら 帝 釈 天 の 
そそ られ ます 。 帝 釈 天 さ ん に お 参り し て か ら 、 い た だ き 人 名 で 庶民 に 親しま 
= 定立 2 二 P | ー 
el いま す 。 二 天門 前 に 車いす 対応 ト 2 
ー イ レ が あり ます 。 りーAIE 
毎回 登場 、 還 さ ん 
の 産 湯 は この 帝釈 
天 の 御 神 水 。 廃 申 
まい り の 日 は 特に 因 


賑わい ます 。 





一 般 参 拝 者 が 利用 可能 
トイ レ は な いた め 給 
前 の 公衆 トイ レ を ご 利用 くだ さい 。 本 堂 や 帝釈 堂 な ど へ 
は 階段 が 多く 、 車 いす の まま で の 入 堂 は で きま せん 。 


較 拝 観 無料 、 彫 刻 ギ ャ ラリ ー・ 層 渓 園 共通 400 円 

開 堂 時 間 9 時 か ら 18 時 
彫刻 ギャ ラリ ー・ 詳 渓 園 9 時 か ら 16 時 

因 な し 
















fEL 店 舗 に より 異な り ま す 店 舗 に より 異な り ま す 









37 


























1 の 
| を 
還 還 財 

| 


で の rrEnmn 
| あり ます 。 


6 


レー に フフ ョ m | | 
AE SM 2) ] 
hn 6 し に パク 1] 





至 JR 金町 


ere- 
っ eieie-eser ら 2 
oe- の っ 9 と 常磐 線 












マー ーー ツー ア 所 雪 
「 く る まや 」 の セッ ト を 移 き ヌ し 、 映 画 「 男 は つら いよ 」 の 世界 を 再現 。 宙 さん と 
記 及 撮影 が で きた り と 、 フ ァ ン に は た ま ら な い 展 示 で す 。 昭 和 の 頃 の 希釈 
天 参道 の 町 並み を 再現 し た ミニ チュ ア や 、 金 町 線 が 人 車 鉄道 だ っ た ころ の 
ジオ ラマ と その 車両 展示 も あり 、 音 声 、 映 像 と 、 さ ま ざ ま な 工夫 で 懐か し い 
柴又 の 世界 に 浸れ ます 。 汽 車 の 座席 を 再現 し た コー ナー で は 、 映 画 の 鉄道 
に まつ わる シー ン や タン カ 売 が 次 々 と 映し 出さ れ ま す 。2019 年 4 月 に 新設 
され た TORAsan cafe も あわ せ て お 楽し みく だ さい 。 





500 貴 (山田 洋次 ミュ ー 2 所 
フ 共通 券 、 障 早 放 害 者 無料 、 要 問 合せ ) 
必 9 時 か ら 17 時 (入館 は 30 分 前 まで ) | = 

















3 第 り 報 、1 2 の 第 3 / 思っ 記 。 ョ ヨ 喝 _ 
固 第 3 火曜 、1 2 月 の 第 3 火曜 ・ 水 曜 * 木 曜 又 買 さん 記念 館 〇 松竹 (株 








| 特徴 






RM より な り ます 





衣 に より 肝 り ます 


| 月 」 | フ こ 
人 








国 500 円 ( 宙 さ ん 記 信 人 と 共通 
障害 者 無料 、 要 問合せ ) 

語 品 9 時 か ら 17 時 (入館 は 30 分 前 まで ) 

骨 因 第 3 火曜 、12 月 の 第 3 火曜 水曜 ・ 木 曜 










2016 年 まで 40 年 に わた り 連 載 さ れ た 「 こ ちら 葛飾 区 陸 .。: 
昌 有 公園 前 派出 所 ] の 両さん ら の キャ ラク ター 銅像 講 - 
が 晶 有 駅 を 中 心 に 15 か 所 に 鎮座 。 重 有 駅 改札 前 の こ 皿 
ち 便 案内 板 ラ ッ フ で マッ プ を 入手 し て か ら ス ター ト ! 
通年 で スタ ンプ ラリ ー も 実施 され て いま す 。 








〇 ぐ 秋 本 治 - ア トリ エ び ー だ ま ノ 集英社 














P 1 NN 
晶 有 駅 北口 の 「 こ ちら 葛飾 区 和 亀有 公 財前 派出 所 | の 机 さ ん 像 や 本 像 を め 
ぐっ つた あと は この 公園 へ 。 小 さ な 「 ダ ブル ビ ピース 両さん 像 と 、 還 細 2 
ベン チ に 座る 「 ひ と や すみ 両さん 像 ] が あり ます 。 

























- ア トリ エ び ぴー だ ま ノ 集英社 











⑥ ぐ 秋本 治 














晶 有 の 総 鎮守 で 、「 開 運 厄 除 ]「 定 腰 健康 ] の 神 
様 と し て 崇敬 され て いま す 。 境 内 に は カフ ェ が 
あり 、 ご 参拝 の 際 の 休憩 と し て 利用 で きま す 。 














) 人 間 晶 昌 幅 正負 人 多 窒 が 


ほ リリ オ 館 7 階 の 地区 セン ター 入口 で 「 豚 子 :Y 軒 了 二 
: 像 ] が 笑顔 で お 出迎え 。 uM 人 放 2 也 






避 上 ・ 各 江 


更 
さ 
ん 
& 
両 
さ 
ん 
の 
地 








江 
リー 
と 
東 
示 
の 
婦 
関 





ら の) 品川 * 羽 田 


【 し な が わ ・ は ね だ 】 


江戸 と 東京 の 玄関 


旅人 だ け で な く 行 楽に 訪れ る 江戸 席 
民 で も に ぎわ っ た 品川 宿 は 、 東 海道 の 
玄関 。 世界 に 誇る ユニ バー サル デザ イ 
ン の 羽田 空港 第 3 旅客 ター ミナ ル は 東 
京 の 空 の 玄関 。 時 空 を 超え て 交差 する 
お も て な し の 文化 を 楽し み ま し ょ う 。 











し な が わし ゅ く こ うり ゅ うか ん 
品川 宿 交 流 館 







所 要 


30 ヶ 3 






東海 道 一 番 宿 の 品川 宿 は 、 江 戸 時 代 は 行楽 地 と し て も 賑わい まし た 。 当 時 の 
幅員 その まま の 旧東 海道 に は 、 路 地 や 古い 建物 も 残り 、 ま ち 歩き が 楽し め ま 
す 。 品 川 宿 交流 館 に 入る と すぐ に 駄菓子 屋 「 ま た あし た 」 が 営業 。 地 元 の 子 ど 
も た ち に も 人 気 で す が 、 ま ち 歩 き の 大 人 も 懐か し い 気 分 を 味わえ ます 。 1 階 は 
本 宿 お 休み 処 (無料 休憩 処 、 観 光 セ ンタ ー) で 、 気 候 の よい 時 期 は オー プン ス 
タイ ル に な り ま す 。1 階 の 多目的 スペ ー ス は 会 議 ・ 会 合 の 場 と し て も 利用 で き 
ます 。 
















@ 加 噴 公園 
EE*3: 


( 
品川 保健 セン ター @ 
新馬場 駅 





加 | 南 品川 四 丁 目 
品川 2 丁目 
児童 遊園 
完 
京 但 
塗 城南 小学 校 








徒歩 [ 約 14 分 ] 
O 〇 ーー 一 ーーーーーーーーーー 有 > 
約 800m 


っ 064 人 
ーーーー ニ ニー 
明 約 200m 


京 急 本 線 徒歩 [ 約 15 分 ] 


北 品川 駅 


青物 横 」 駅 京 妨 蒲田 駅 
[( 快 特 ) 約 5 分 ] 


1 駅 目 


京 急 空 洪 線 


徒歩 徒歩 
一 ヶ 大 田 区 観光 情報 セン ター c 一 > 右 名 蒲田 駅 


羽田 空 


京 急 空 江 線 M 田 空港 
羽田 空港 第 3 ター ミナ ル 駅 ” ” 第 3 旅客 ター ミナ ル 


地域 の 子ども も 観光 の お 客 様 も 、 み な さん お いで 
くだ さい 。 みん な が 楽し め る 懐か し い 駄菓子 を 通 
じ て 、 楽 し いひ と と き を すご し て くだ さい ね 。 













TlEL 03-3472-4772 (IH 東 海道 品川 宿 周辺 まち づく り 協 議会 


10 時 か ら 17 時 固 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平 日 ) 


=ー 
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港 第 3 旅客 ター ミナ ル 
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ほん せん じ 


品川 寺 


真言 宗 開祖 空海 が 大 同年 間 (806 一 

810) に 開い た 古 利 で す 。 山 門前 で 街道 較 議 。 
の 往来 を 見 守る の は 江戸 六地蔵 第 一 番 諾 識 . 
地蔵 菩薩 。 大 苑 鐘 は 「 洋 行 帰り の 鐘 ]。 江 
戸 未 期 に 海外 へ 流出 、 幾 多 の 変遷 を 経 

て 昭和 5 年 (1930) に スイ スジ ュ ネ ー ブ | 

か ら 里 帰り し まし た 。 


旧東 海道 か ら 境 内 へ は 大 き な 段 差 は あ 
り ま せん 。 境 内 通路 は 石板 舗装 で す が 、 

ー 部 に 飛び 石 が 設け られ て いる と ころ 
も あり ます 。 本 堂 へ 入る に は 3 段 の 段 
差 、 鐘 楼 へ は 階段 と な っ て いま す 。 


田 拓 観 無料 
開 門 時 間 6 時 か ら 17 時 
因 な し 


お お た く か ん こう じょう ほぼ ほう せん た 一 


大 田 区 観光 情報 セン ター 


羽田 空港 を 擁する 大 田 区 は 「 活 気 と 人 情 に あふ es 
れ た 素顔 の 日 本 に 出会え る まち 」。 セ ンタ ー で は 
着付 け や 茶 道 な どの 日 本 文化 を 体験 で きま す タブ レッ ト で 音声 案内 や 解説 文 表 
(体験 メニ ュー に より 所 要 時 間 ・ 参 加 料 金 が 異な 示 を 行う な ど 、 来 館 者 の 要望 に 合 
り ます ) 。 ま た 、 区 内 の 観光 スポ ッ ト の 紹介 を は じ わせ て 由 機 応 次 に 対応 。 ワ ィング 
め 、 展 示 や 区 内 の お 土産 品 ・ 工 芸 品 等 の 販売 も 
あり 、 地 元 に 密着 し た 情報 を 発信 し て いま す 。 3 邊 





京 妨 蒲 田 駅 改札 階 直結 で 
便利 な 場所 に あり ます 。 着 
付け な ど 一 部 体験 は 事前 
予約 が 必要 で す が 、 紋 切り 
や 折り 紙 な ど 、 す ぐに で き 
る 体験 も あり ます 。 お 気軽 
に お 立ち 寄り くだ さい 


TEL 03-6424-7288 
還 一 部 体験 は 有料 ( 要 問 合せ ) 電 
9 時 か ら 21 時 陣 な し 





周辺 の 観光 スポ ッ ト 












は ね だ くう こう だ いさ ん り ょ か く た 一 みな る ー 
所 要 


HE 和 まり 怖 


空港 は 一 大 エン タテ イメ ント 空間 !4 階 [江戸 小路 ] に は 、 江 戸 時 
代 の よう な 町 並み に 雑貨 や 飲食 店 な ど 東 京 を 代表 する 老舗 が 
軒 を 連ね ます 。5 階 [TOKYO POP_ TOWN」 に は キャ ラク ター 
商品 や スロ ッ ト カ ー サ ー キ ッ ト の ある ショ ッ プ 、 プ ラ ネ タ リウ ムカ 
フェ な ど が あり 、 ポ ッ プ カル チャ ー の 今 を 体感 で きま す 。4 階 と 5 
階 を つなぐ の は 総 ひのき 造り の 「 は ね だ 日 本 橋 ] 。 も ちろ ん 、 展 
置 デッキ か ら の 眺め も 最高 で す 。 


GTC 














案内 カウ ンタ ー に 筆談 
ミュ ニケ ー シ ョ 0 

ド が 用 意 が され て いま す 。 
サー ビス 介助 士 の 資格 を 
持っ た コン シェ ル ジ ュ に よ 
る 介助 サー ビス 、 補 助 犬 ト 
イレ の 設備 も あり ます 。 


間 ー 


し 





まず は 3 階 イ ン フ ォ メ ーション へ 。 
お 客 様 の 希望 に 応じ て ご 案内 し ま 
す 。 「 手 で 見 る フロ アマ ッ プ ] や 遠隔 
手話 通訳 サー ビス も ご ざい ます 。 


TEL 03-6428-0888 
ター ミナ ル :24 時 間 (店舗 に より 異な り ま す ) 
な し 





@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 人 特徴 | @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

きた し な が わ ほ ん どおり し ょ うてん か い  : 北 品川 駅 改札 口 か ら 旧 東海 道 へ 出る 
避 会 : 東海 道 品川 宿 の 入口 に あたり 、 当時 の 道 直 を そ の 

北川 本 通り 商店 会 | の まま 残す 商店 街 で す 。 に は 、 踏 み 切 り を 渡ら な けれ ば な ら な 

店 舗 に より 異な り ます | い の で 注意 が 必要 で す 。 

北 品川 商店 等 | 南 は 目黒 川 まで 、I 東 海道 沿い に 昭和 の 面影 ES 
和 1 残す 建物 も 点 在 し て いま す 。 UE 

店 舗 に より 異な り ます | | 勾配 が あり ます 。 

けい きゅう し ん ば ん ば し ょ うてん が い 

京 急 新馬場 商店 等” 新馬場 駅 北口 品川 神社 の 参道 治 い に 老舗 も | 新馬場 駅 付近 の 品川 図書 館 や 品川 区 

店 舗 に より 異な り ま す : 多い 地域 密 落 型 商店 街 で す 。 保健 セン ター は トイ レ 利用 可能 で す 。 


し な が わし ゅ くば どおり みな みか い 


品川 宿場 通り 南 会 


: 目黒 川 か ら 城南 小学 校 付近 まで 、 地 域 の 暮らし | 


旧東 海道 西側 に は 多く の 寺社 が 点 
在 。 ほ ぼ 平 坦 な 1 本 西 の 道 を 歩け ば 寺 








店 舗 に より 異な り ま す 6 | 社 め ぐり が で きま す 。 
ーー : 地元 か ら は 「 あ お よこ ] と 親しま れる 広域 型 の 商 : 
あお も の よこ ちょ うし ょ うてん が い 店 街 で す 。 地 域 の ホテ ル ( ホ テル サン ルー ト 品 川 : 歩道 に 荷さばき の トラ ッ ク や 買い 物 客 
青物 横 」 商店 街 : シー サイ ド 、 東 横 INN 青 物 横丁 駅 、 ス ー パ ー ホ テ : の 自転 車 が 停 ま っ て いる こと も ある の 
店 舗 に より 異な り ます : ル 東 品川 等 ) に は 4 か 国語 対応 の 「 う ぇ る か お : で 注意 が 必要 で す 。 
: BOOK] を 設置 し 無料 で 配布 し て お り ま す 。 | 
うい ん ぐ き っ ちん けい きゅう か また : 京 急 蒲 田 駅 直結 、 飲 食 ・ 食 物販 店 舗 を 中 心 に :m 駅 直結 で 、 エ レベ ー タ ー・ エ スカ レー タ 
ウィ ング キッ チン 京 急 蒲 田 | ファ ッ シ ョ ン ・ 灯 貨 店 舗 まで 24 店 舗 が 拉 っ て い |u 還 『 1 ー も あり 、 飲 食 店 も 車いす の まま 利用 


店 舗 に より 異な り ま す 


| ます 。 


可能 な 席 が 用 意 さ れ て いま す 。 
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品 
川 
33 
田 


戸 
と 
東 
示 
の 
女 
関 





の 世田谷 「 ル アー ト > 





【 せ た が や 】 _ 世田谷 線 徒歩 [ 約 6 分 ] 球 徳 寺 徒歩 [ 約 6 分 ] _ 世田谷 線 [ 約 2 分 ] 世田谷 線 
人 
の と (4 / 徒歩 [ 約 7 分 ] 世田谷 区 立 徒歩 世田谷 徒歩 約 8 分 ] 世田谷 線 〔 約 1 分 ] 
it の に いい の 約 380m 卿 士 濾 料 人 代官 屋敷 「 放 48onm 世田谷 駅 1 駅 目 
世田谷 線 徒歩 [ 約 5 分 ] 徒歩 [ 約 世田谷 線 [ 約 5 分 ] 
[ 松陰 神社 っ 松陰 神社 。ー > 
せ せ 田 谷 線 は 、 東 京 に 残る 路面 電車 の ひと : 前 駅 約 260m 前 駅 0 
ン ヽ 計 コ ょ さ < EE 財 ロ ン さ 徒 * 徒歩 [ 紙 田園 : 
Por の ji に DE 民 EEYS 本 SD 全国 ドロッ ト タ ワ ー ジー > 三軒茶屋 駅 
IPkGDYauiiGi の ボス ブ オーpX ぐ ん : 提 症 SS Moe 寺 約 100m  [ 三 菜 パテ ィ オロ ] 
EAC たま 守 か 19:OII93) 介 詳 糧 2 ーー 世田谷 線 各駅 は スロ ー プ ( 約 6 度 ) が あり ます 。 駅 の 出稿 
| さ 衝 の 発 祥 の 地 で ある 虹 徳 寺 、 幕 末 の 偉 : の ii は 道路 ・ 踏 み 切り と な っ て いる こと が 多い の で 注意 が 必要 
き 人 を 祀る 松陰 神社 等 、 見 どこ ろ 満 載 で す 。 : 1 
谷 上 
還 に pc 
TU 計 * 計 の の 
EE 
世田谷 区 の 東部 を 縦断 する 地域 密着 の 路線 で す 。 二ノ 
三軒茶屋 か ら 下高井 戸 ま で の 5 キロ メー トル 10 駅 を ンー お 身体 の 不 自由 な お 客 さ 
結ん で いま す 。 東 京 で は 都電 荒川 線 と と も に 残る 数 | / WI 語 aT 【 こ っ EE 
り 少な い 路面 電車 で 、 地 域 の 人 々 に 愛さ れる レト ロ な 回 。 っ 三 =m。 「 SNS 





雰 囲 所 が ある の も 魅力 で す 。 田園 都 市 線 と 接続 す 壮 き 。 還 還 Seoe 隊 詳 二 0 示 朱 褒 ペン 5 
る 三軒茶屋 や 、 山 下 駅 で は 小田 急 線 、 豪 徳 寺 と 下 高  ー 蘭 W 間 軸 還 証 還 ga よ 計量 生 2 
井戸 駅 で は 京王 線 と 接続 する な ど 、 路 線 ネ ッ ト ワ ー 請 吊 間 軸 須 朋 用 目 計 届 還 漬 SI 


沿線 に は 理 介助 や 車いす 操作 な どの 
ヾ 三 ー ュ ノ \ G こ は 裏 下 こ ^\ 人 に 是 
ク が 充実 し て いま す 。 ま た 沿線 に は 裏 徳 寺 や 松陰 神 2 


が け て お り ま す 。 


1 世田谷 線上 町 駅 の み 車 | と ] ーー 
& いす 対応 トイ し と 点字 YR 
案内 が あり ます 。 駅 員 配 置 駅 は 下高井 戸 駅 ・ 上 町 駅 ・ bb 軒 に 
私 の が で 人 ムロ ー ブ が 0 議 時 m150F(C147F (内 
あり 車いす の 方 で も 利用 し や すい で す 。 な し 是 


社 な どの 名 所 | 旧跡 が 点 在 し て いま す 。 





松 隊 神社 前 駅 か ら 松 隊 神 社 
まで の 道 は 歩道 が な く 、 視 
線 誘導 ブロ ッ ク も 幅 が 細い 
の で 、 通 行 に 注意 が 必要 。 


局 山川 縁 首 

















ビエ 





三軒茶屋 方 面 行き ホー ム に 
車いす 対応 トイ レ ( オ スト メ 





.、。 松陰 神 社 前 駅 7。* シン 
ニー 1" 松 際 神 社 通 り 商店 和 
ー 
回 し 
了 tA 
南 向 き 上 り 勾 配 約 2.5 度 。 Se 用 
に 和合 く の ーー ら 三 茶 パ ティ オ 、 地 下 連 絡 通 
( 寺 道幅 が 狭い た め 通 行 に 注意 が 必要 。 路 を 利用 する 。 地 下 連 絡 通路 
世田谷 代官 屋敷 に は 車いす 対応 トイ レ ( オ ス 


と 呈 L Cp トメ イト 対応 設備 付き ) が あ 


Cr ? り 
包 り 田園 都市 線 三 軒 茶屋 駅 へ 
下 介 
に は 、 キ ャ ロッ ト タ ワ ー 地 下 か 






世田谷 区 立 


卿 土 資 料 館 
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ご うと くじ 


に 






所 要 


30 ヶ 3 


1480 年 に 世田谷 城主 吉良 政 思 が 亡くな っ た 伯母 の た め に 上 臨 : 


宗 弘 徳 院 と し て 建立 。 そ の 後 、1633 年 に 井伊 家 が 領主 と な り 豪 
徳 寺 に 改 号 し まし た 。 境 内 に は 国 指定 史跡 彦根 藩主 井伊 家 墓 所 
が あり 、 招 褐 典 で は 愛らしい 招き 猫 が 右手 を 挙げ て 福 を 呼ん で い 


ます 。 








生き 電信 全 束 の 因 月 曜 ! 祝 日 ※ 一 部 例外 あり 、 要 問合せ 
5 車いす の 万 で も 』 伴 提 所 で 有名 で 
通行 が 可能 で す 。 ま た 、 境 内 は 盲導犬 介助 大 | +. ぜひ 、 お 訪ね 


入れ ます が 、 ペ ッ ト 等 動物 は 原則 入れ ませ ん 。 入 
る 場合 は 抱く か が ケージ に 入れ て くだ さい 。 


HE が と (に し と ア ん 
境内 自由 


開門 6 時 か ら 18 時 、 受 付 8 時 か ら 17 時 


(季節 に より 変動 あり ) 
阿 無 休 





せたがや くり つき ょ うど し りょう か ん 


世田谷 区 立 絡 土 資料 館 


都内 最初 の 公立 地域 博物 館 で す 。 世 田谷 区 に 関す る 区 内 外 の 歴 


境内 は 、 石 畳 の 


bm ュ ト 二 " ー 
デュ WT 


に だ で 


くだ さい 。 


所 妥 


30 ヶ 3 


代官 屋敷 見 学 を 含む 






































せたがや だ いか ん や し き 


II 





江戸 時 代 中 期 以 来 、 彦 根 藩 
世田谷 領 20 カ 村 の 代官 を 世 
襲 し た 大 場 家 の 役 宅 で 、 大 場 
代官 屋敷 と も 呼ば れ て いま 
す 。 大 名 領 の 代官 屋敷 は 都 
内 唯一 の 存在 で あり 、 そ の 由 
緒 に より 、1952 年 に 都 史跡 
に 指定 され まし た 。 ま た 、 現 存 
する 大 場 家 住宅 主 屋 及び 表 
門 の 二 棟 は 、1978 年 に 住宅 





敷居 の 段差 が ある た 建造 物 と し て は 都内 で 初め 
め 、 車 いす の 方 は 外 て 国 の 重要 文化 財 に 指定 さ 
か ら の 見 学 の み と な り ま す 。 れ て いま す 。 


TEL 03-3426-5840 (一 般 財 団 法人 大 場代 官 屋敷 保存 会) 





9 時 か ら 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) ※ー 部 例外 あり 、 要 問合せ 








し ょ うい ん じん じゃ 


7 も nl 


幕末 の 勤王 家 ・ 教 育 者 と し て 名 高い 吉田 松 
陸 を 祀る 松陰 神社 。 近 年 は 学問 の 神 と し て 
も 崇敬 され て いま す 。 


uu 
境内 は 車いす で の 通行 が 可能 で す 。 御 本 
殿 前 に は スロ ー プ が 設置 され て いま す の 


で 車いす の 方 で も お 参り が 可能 で す 。 


TEL 03-342 1-4834 


史 ・ 民 倫 資 料 等 の 収集 ・ 保 存 、 調 査 ・ 研 究 を 行っ て いま す 。 


uF] 





還 境 内 自由 で 
神社 開門 時 間 ( 参 拝 可能 時 間 ) 7 時 か ら 17 時 
車いす で も 問題 な く 見 学 で きま す 。 車 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい http://www.shoinjinja.org/ 


いす の 貸出 し は 本 館 1 階 受付 で お 申 


し 込み くだ さい 。 授 乳 や オム ツ 替 え の 専用 スペ ー ス は あり ませ ん 
が 、 申 し 出 が あれ ば 館内 の 空き キス ペー ス を 適宜 提供 し て いま す 。 


昌和 た 計 と セル ンジ た アル 






きゃ ろ っ と た わ ー て ん ぼ ぽう ろ ぴ 一 所 要 
キャ ロッ ト タ ワ ー 展 望 ロ ビー 405 


三軒茶屋 で ひと きわ 高く そびえ る 高層 ビル の 26 階 。 天 気 が 良 い 時 は 、 神 奈川 側 の 
富士 山 、 都 心 側 の 東京 スカ イツ リー“ 等 の 景色 を 楽し わこ と が で きま す 。 併 設 の レ 
スト ラン は デー トス ポッ ト と し て も 人 気 で す 。 

幸 
世田谷 線 三 軒 茶屋 駅 に 隣接 し 
て お り 、 展 望 ロ ビー へ は 1 階 か 
ら 2 階 ま で エレ ベー ター を 利用 
し 、2 階 が か ら 専 用 エレ ベー ター 
に 乗り 換え ます 。 


っ 


TEL 03-5430-1185 


002 0 AE 8 122g0200082 計 UE 開 館 時 間 9 時 30 分 か ら 23 時 ※ レ スト ラン ・ カ フェ の 営業 時 間 は ホー ムペ ー ジ を ご 
固 月 曜 * 祝 日 ※ー 部 例外 あり 、 要 問合せ くだ さい 。 https://okura-sky-carrot.com/ 
阿 第 2 水曜 
の yy 
人 @ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 久 特 徴 : 催 バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 
し ょ うい ん じん じゃ どおり し ょ うてん が い : 。 い 2 段 半 が な く 車 いす の 方 で も 移動 し や すい で す が 、 歩 
松陰 神社 通り 商店 街 時 半 2 キー の も 部 店 舗 と 大 再 道 の 幅 が 狭く 自転 車 車 な ど に は 十分 注意 が 必要 で 


人 03-3487-1641 
(松陰 神社 通り 松栄 会 商店 街 振興 組合 ) 


: 感覚 の 新店 舗 が 立ち 並ぶ だ ノ ス タ ル : 
: ジッ ク な 商店 街 。 


す 。 車 いす の 方 は 松 隊 神 社 境内 の 車いす 対応 トイ レ 
を 利用 し て くだ さい 。 





さん ちゃ し ゃ れ な あど 


ーー -= に ea い : 成 ま nn 的 な 2Rw 3 さ 2 ラキ ーー さ エコ 
三 茶 し ゃ れ な あど 3 あがる と 、 す ぐに 商店 街 に 着き ます が 、 日 中 は 買い 物 
谷 03-3412-6554 | が 占 在 し て いま す 。 客 で 賑わっ て いる た め 通 行 は 注意 し て くだ さい 。 
か ら す や まがわ り よ くど う : 局 山 川 緑 道 は 延長 約 7 キロ あ り 、 こ 鳥山 川 を 埋め 立て た フラ ッ ト な 遊歩 道 は 、 幅 が 広い 
鳥山 川 緑 首 : の 緑 道 に 沿っ て 、 裏 徳 寺 、 世 田谷 城 た め 通 行 が し や すく な っ て いま す 。 た だ し 、 人 道路 を 横 


谷 03-3412-7841 
(世田谷 公園 管理 事務 所 ) 


三軒茶屋 銀座 商店 街 の 別名 。 地 域 | 


| 革 公 園 、 松 陰 神 社 、 太 子 堂 円 泉 寺 
等 歴史 に ゆか り の ある 神社 仏閣 
| が あり ます 。 | 


田園 都市 線 三軒茶屋 駅 か ら エ レベ ー タ ー で 地上 に 





断 す る 場所 が ある た め 、 車 や 自転 車 な ど に は 注意 が 
必要 で す 。※ 車 いす の 侵入 が 難し い 場 所 が あり ま 
す 。 一 部 、 道 路 へ の 辻 回 が 必要 な 場所 が あり ます 。 
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世 
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竹岡 只 田 吐 


ク 
と ン 3 
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り 








【 す が も ・ お うじ ・ あ ら か われ 】 | JR 都営 地下 鉄 徒歩 約 4 分 ] ga 徒歩 [ 約 1 分 ] 
RIE ーー 巣鴨 駅 7 


[正面 昌 *A1 番 出口] 約 240m 


ee 


電 荒 川 線 [ 約 6 分 ] 郡 電 荒 川 線 徒歩 [ 約 7 分 ] 































Ed 停留 場 。 4 知久 場 目 。 信 久 場 ” 約 400m m) 
城 29] 等 了 。 3 人 寺 。。 従 0812 
で 約 100m 人 3 停留 場 目 ーー 停留 坦 本 約 50 


徒歩 [ 約 1 分 ] 都電 荒川 線 











ES >--- ぁ 荒川 車庫 前 
に 約 50m 停留 坦 







ワン ボイン ト 
















アド バイ ス 
キ 
1 症 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 還 生還 生還 生還 





[と げ ぬ さき 地蔵 尊 ] の 名 で 親しま れる 高岩 寺 。 江 戸 時 代 、 針 を 誤 
飲 し た 女性 に [御影 | を 飲ま せ た と ころ 、 針 が 地蔵 を つら ぬい て 
出 た の が 「 と げ ぬ さき 」 の 由来 。 境 内 の 「 洗 い 観 音 ] も 人 気 で す 。 





蔵 通り 商店 街 は 、 長 さ 約 800 メ ー ト ル の 商 
店 街 で 、 と げ ぬ き 地 蔵 尊 縁日 に は た くさ ん 
の 屋台 が 並び ます 。 






ご の の 咽 貴 






1F。 『 | 明 電 
に 記 DL- 
、 昌 1 






fgL 03-3917-8221 

回 拝観 無料 

避 6 時 か ら 17 時 
(4・14・24 日 は 20 時 まで ) 














ns。 」 






足立 小 台 駅 











の 生ま 駅 
に よう 80 


へ 


| 
NNSCD ko 95ore-eseXere:e-exesesexesoso た に に GEp = 折っ 
NN 


栄 梶原 。, En 
ヽ 、 寺 川 車庫 前 ゴー ニール 荒 


E 釣 、 ョ ーー に ag 
コー に の AS 更 ノ 前 
】 議 し "<⑱/ 












> 
昌 
品 [ 







又 野 前 駅 








AN うく コリ / だ が 
















県 性 寺 | .@ 
デー の とう 巣鴨 駅 
| っ 馬 避 務 ブ 

| 回 回 ー ン 

レン 


レー 
























IMMmmll 川 川 川 DD | UM が 
渋沢 栄一 の 生涯 と 事績 に 関す る 博 


物 館 。 展 示 室 の ある 本 館 の ほか 、 渋 
沢 宋 一 の 旧 邸 の 一 部 で 大 正 期 に 建 
て られ た 「 晩 香 應 ] と | 青 洞 文 庫 ] も 公 
開 さ れ て いま す 。 





図 300 円 (介助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 














以 本 館 ・ 晩 香 雇 ・ 青 淵 文庫 :10 時 か ら 17 時 
(入館 は 16 時 30 分 まで ) 王 

還 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平 日 )、 す 
祝日 直後 の 平日 人 






| = 





徳川 吉宗 が 江戸 席 民 の 行楽 の た め に 桜 を 植樹 し 開放 し た の が 始ま り 
2 桜の 名 所 と し て 多く の 人 が 訪れ ます 。 公 園内 に は 3 つの 博物 館 が 


都 
記 刀 
時 
ぶ 
の 
リ 


紙 の 製造 工程 や 歴史 、 種 類 や 用 
述 、 紙 を 使っ て 作ら れ た 美術 ・ 工 
雲 品 を は じ め 、 世 界 最初 の 抄紙 
機 の 模型 、 手 すき 和紙 の 資料 な 
ど が 展示 され て いま す 。 





(一 部 閉鎖 区 域 あり ) 





由 ! 03-3916-2320 
400 円 ( 隊 害 者 無料 介助 者 半額 、 要 問合せ ) 
2 10 時 か ら 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) 

加 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌 ヲ 平 日 ) 、 祝 日 直後 の 平日 、 臨 時 休館 日 














常設 展示 と し て 、 古 代 か ら 近 現代 に 至る まで の 北 区 の 歴史 を は じ め 、 
自然 や 文化 を 幅広 く 紹 介し て お り 、 当 時 の 人 々 の 暮らし ぶり も 実感 で 
さる よう に な っ て いま す 。 











懐か し い 停留 場 を イメ ー ジ し た スペ ー 
ス に 貴重 な 都電 の | 旧型 車両 2 両 が 展 
示さ れ て いま す 。 展 示 車 両 の 中 に は 、 
昭和 30 年 代 の 世界 観 を テー マ に し た 
ジオ ラマ が 展示 され て いま す 。 









間 り に TX2 に YE Et=E ヨ :) り 朋 
四 無料 
較 土 休日 の 10 時 か ら 16 時 





凶 300 円 高齢 才 ・ 障 害 者 ・ 介 助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 




















PA 
210 時 か ら 17 時 (観覧 券 の 発行 は 16 時 30 分 まで ) レ 1 
因 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌 平日 都電 
1 名 と 
W ンス 
M 
寺 眼 フ アル n ツ ト 
ご Ep 電話 宙 号 : 人 特徴 : 久 バ リア 情報 ・ バ パリ アフ リー 情報 
言 性 寺 | 境内 に 安置 され て いる 地蔵 尊 は 江戸 六 地 CN 休 出入 口 や 培 
な 03-3918-4068 RM 
びあ (て ん ぼう るび) : 17 階 に ある 展望 ロビ ー は 三方 に 窓 が あり 、 
5 (展望 ロビ ー) 眼下 の 飛鳥 山 公園 か ら 東京 スカ イツ リー"・ 
キー ーー  ^ さい た ま 新 都心 ・ 秩 父 連山 な ど が 眺め られ :| 
a03-5390-1100 | る 北 区 自慢 の 展望 スポ ッ ト で す 。 
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【 み た か ・ き ち じ ょ う wl 


上 ミニ _4 主 徒歩 _ 徒歩 [ 約 12 分 ] 
リ JR ニ 講 o 一 ww ※] 目 Ooーーーーー 一 有 - 
ワイ 人 と 約 700m 





ーー 年 ニー ビ デビ ョ リロ リョー に ーー ーー 三 
一 」 諾 由 | | 1/IN 化 "一 三 
= 一 / 師 !JUU 届 一 





イ 人 4 G 張 "人 凶 1 徒歩 [ 約 10 分 ] レ 国 徒歩 [ 約 15 分 1 
| 2 約 600m 約 900m 


徒歩 eo _ 徒歩 [ 約 4 分 ] 
右 街 JR 吉祥 寺 駅 
約 200m 














ワン ボイン ト 
アド バイ ス 








中 花 OH・ 肌 出 











1 アル ミレン 5 うに | 20。 」 
三 魔 駅 か ら 井の頭 公 \ 園 方 面 へ 延び る 
玉川 上 水 南 側 の 歩道 。 道 治 い に は 緑 
が 多く 、 季 節 の 花々 々 も あり ます 。 








起 
蔵 
野 
の 
邊 
然 
と 
文 
化 


















中 sm 議 





ビー os ーー ー ル ンー イペ バー ] 
テ T n ーー 、 信 下 _ * = 一 一 て ーー ア Fm = こ | =」 
FL し TTHA/ 古人 件 半 夫人 必 竣 
LA 人 A 有人 則 > 5 9 9 の P の mp 


ア 所要 Mlmtrtinanrmlrtrhtmmtrmilrfulhrlirt 
PA ルン |E リ 証 1。。 騰 | 野田 九 浦 の 日 本 画 を は じ め 、 油 彩 、 版 
リス を 間近 に 見 られ る [リス の 小江 モ 画 、 NRN 展示 。 
ル モ ッ ト の ふれ あい コー ナー の ほか 、 彫 [浜口 陽三 記念 室 」 や 「 萩 原 英 雄 記念 
刻 園 や ミニ 遊園 地 な ども あり ます 。 室 ] の ほか 、 企 画展 も 開催 し て いま す 。 








作家 ・ 山本 有三 = が 昭和 1 1 年 (1936 
年 ) か ら 約 10 年 間 住ん だ 洋風 建築 。 こ 
こ で 「 路 傍 の 石 」 な どの 代表 作 が 幸人 
され まし た 。 


























4122.22- 


( 画展 300 円 1 員 設 展 100 円 ( 隊 寺 者 無料 、 要 問合せ ) 
1 0 時 か ら 19 時 30 分 
月 最終 水曜 、 そ の ほか 了 臨時 休館 あり 























/ 所 要 
二 祥 寺 駅 周辺 に は 大 型 商業 施 の ほ 上 
か 、 若 者 に 人 気 の 通り や レト ロム ー ド 漂 
に う 路 地 裏 な ど 、 個 性 豊か な 商店 街 が 多 
46 し 区 7 ) ( 井 の 同 ) ] ぐ く あります 。 アー ケー ド の ある 商店 街 は 」 ー 


思 pm 104 ウル 人 
RR の (に | で す 。 
和 D 還 記 補 iR 要 問 合せ ) 雨 の 日 な ど に 便利 で す 























回 300 円 (障害 者 手帳 を ご 持参 の 方 と 
その 介助 者 は 無料 ※ 水 生物 園 と 共通 料金 
ウ 品 9 時 30 分 か ら 1 0 避 9 時 30 分 か ら 17 時 (入園 は 16 時 まで ) 
軌 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平日 











避 因 店 舗 に より 異な り ま す 


“ 串 ] 
人 特 人 | @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 
隊 害 者 施 で 作ら れ た 製品 が 並 z ぶ カ 


人 0422-44-2255 : フェ 。 お いし い 焼 き 菓子 、 コ ー ヒ ビー 等 が 則  M 
: お 楽し みい た だ け ま す 。 


人 な 0422-47-6900 : 雑木 林 に 囲ま れ た 公園 。 井 の 頭 池 で は | 合馬 | | と 時 os 
(井の頭 腸 公 園 案 内 所 ) ボー ト 遊 び も 楽し め ま す 。 加 「.1 較 4E 7 


人 0422-46-1100 日 本 の 川 や 池 で 暮らす 鳥 ・ 魚 ・ 両 生類 ・ 所 自公 と 
(井の頭 自殺 文化 園 ) 水生 昆虫 な ど を 展示 し て いま す 。 隊 邊 2 


45 

























ぶ 高 尾山 





徒歩 [ 約 5 分 ] 高尾 登山 電鉄 [ 約 6 分 ] 高尾 登山 電鉄 


【 た か お さん 】 京王 高尾 線 尾 合 
守 O 〇 一 一 ーーーーー ツ ジテ ヾ 詩 ヾ 〇 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ラー 守 
高尾 山口 駅 約 300m 清 滞 駅 高尾 山 ケ ー ブ ル カー 高尾 山 駅 








oe 









Games 三 x((( ) 徒歩 [ 約 34 分 ] 宮尾 薬院 徒歩 [ 約 34 分 ] 高尾 登山 電鉄 [ 約 6 分 ] 
O っ >- 志 軸 楽 〇 ーー 一 ーーーーー ツ ジテ 高尾 山 駅 ms 本 ク 
約 1.000 約 1.000 「 高尾 山 ケ ー ブ ル カー 
イリ アマ 1 シン 9 の ee ee 
09200 高尾 登山 電鉄 2 還 光 【 
了 3 清滝 駅 “ テ 高尾 山 商店 会 約 220m TUSEUM_ 
AE 主 下 光 昌和 栖 拓 。。00O0O0O0O0t Is 













(の を 1 ノル 下 リ p ッ 2 人 7]」 京王 高 尼 線 





コキ T TI ショ ニシ ガリ ル EE: 六 揚 OO Em 
リフ ト で 上 れる た め 、 家 族 連 れ な ど | 0 2 ー ャ ーー 薬王院 山門 まで 車いす で 行く こと が で きま す が 、 ケ ー ブ ル 
の AG 生 2 ビ ゴ リ た ミタ ノル 伸和 27 人 ト | カー 高尾 山 駅 か ら 先 は 傾斜 が 多く 、 手 動車 いす に は 介助 者 





Ex) に Ge: 記 “ 5 人 
6 季 
山 
た か お さん け 一 ぶる か 一 た か お ご ーー き ゅ ー き ゅ ー み ゅ ー じ あお 
で き N Eigil 
高尾 山 ケ ー ブ ル カー 4 還 TAKAO 599 MUSEUM 町 東 
ーー ^ 詩 * - 車 は 駅 係員 が 誘導 。 高 尾山 駅 に は 示 
ea テン 訪 の 清滝 駅 か ら エレ ベー ター が あり ます 。 | の 
「 租 調 標高 472 メ ー ト 各 コ ー ス の みどころ や 植物 な どの 木 
記 ル の 高尾 山 駅 を 約 6 分 で 結ん で いま す 。 車 窓 に 広 が 届 味 深い で す 。 人 
邊 ん 
図 清滝 駅 と 高尾 山 駅 の 間 : 片 MM 
省 、 往 2 曽 害 拓 【 肖 台 DE 
" 道 490 円 、 往 復 950 円 (障害 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 利 で す 。 展 示 物 に は 補 有 踏み 台 も 備え られ て 帳 り 


中 8 時 か ら 18 時 (曜日 季節 に より 変動 あり ) 囲 な し 全便 OB の C に に の この 


アン イモ 宇 や 人 還 無 杖 人 8 時 か ら 17 時 (12 月 か ら 3 月 は 16 時 まで ) ※ 入 場 
た か お さん や く お う いん ニー ニー ニー は 30 分 前 まで 陣 な し (メン テ ナ ン ス 等 の 臨時 休館 あり ) 


高尾 山 薬王院 WS 6 上 SS ケー ブル カー に 乗降 の 


2 得 議 。 / 4 TT て 
山頂 の 手前 に ある 薬王院 は 古く か ら 信仰 を 集め て RE 0 
いま す 。 最 近 で は 縁結び スポ ッ ト と し て 有名 で す 。 、 学 3 用 ペー ター あり 。 
本 堂 へ は 階段 の み と な 本 
IE ーー 
レ は 急 勾 配 の 坂 の 下 に あり 、 車 いす で 行く に は 介助 ICSCAaIWE) 
罰 避 因 境 内 自由 ーー 








































が 必要 で す 。 上 
由 「 高尾 山 駅 か ら 女 坂 手前 まで は 、 緩 や か な 坂 8 
YR アプ ザ :T ンー 道 が 続く が 舗装 され て いて 歩き や すい 。 か 
所 5 表 浄心 門 の 先 、 神 変 堂 を 過ぎ る と 、 


補助 が 必要 。| 訴 ア 





男坂 (階段 ) と 女 坂 に 分 か れる 。 


l 
` 


高尾 山 商 店 会 hl 電 間 請 隊 
歩道 部 分 が 広く 、 車 いす で も 入れ る 


清 滝 駅 か ら 高 尾山 口 駅 へ 向 食事 処 も あり ます 。 商 品 が 店 舗 入口 


か う 表 参道 沿い に は 、 名 物 oe oe 
の そば や 、 煎 餅 な ど を 扱う 風 で 志和 さと たっ と ます 。 
情 あ る 店 が 並ん で いま す 。 * 抽 


tEL 042-661-5368 四 ②| 休 局 疹 三 |ss 
ロ ィ へ へ 、、 朝 

| 衝 | 画 りー 
尾山 NN 


















高尾 山口 駅 か ら ケ ー ブ ル カー の し いく 
清滝 駅 まで は 緩やか な 坂 が 続く 。 


の 軸 | グ 

7 ニテ ング ゴ ニ ル 
22 

見 







山頂 は 、 緩 や か な 坂 と 平坦 
な スペ ー ス あり 、 車 いす 対 






















則 計 イ し も 寺 介 され て いる 。 村山 駅 へ 叶 必 電光 清 半 駅 ) 
本 《① ゆ | きき u ロ 
観光 案内 所 
6 | (むさ さび ハウ ス ) 









ルド 
@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 人 特徴 人 @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 





けい お う で ん て つた か お さん ぐち えき 婦 042-357-6161 高尾 山 観光 の 婦 関口 。 駅 構内 に は 周辺 CE 車いす 対応 トイ レ に は お むつ 交換 シー ト ( 大 人 呈 も 
京王 電鉄 高尾 山口 駅 京王 お 客 さま セン ター) 情報 な ど が 入手 で きる 施設 も あり ます 。 WIL | 人 あり ます 。 改 札 前 に 点字 と 音声 の 案内 が あり ます 。 











た か お さん ぐち か ん こう あん お い D ょ (6 ささ び は うす | 京王 電鉄 瑞 尾山 口 駅 舎 内 に あり ます 。 高 : 

所 (むさ SO り ) 谷 042-673-3461 : 尾山 周辺 の ハイキング や 観光 の ご 案内 、: 出入 口 に 段差 は あり ませ ん 。 
is 人 な 042-661-4151 : 晴れ た 日 に は 新宿 の 高層 ビル 群 まで が 見 | 望 台 ま で は 車いす で は 行け ませ ん が 、 高 
高尾 山 展 望 台 (高尾 登山 電鉄 ) 渡せ ます 。 夜 景 の 美 し さ で も 有名 で す 。 : 尾山 駅 に 面 し た 登山 道 に 見 晴 台 が あり ます 。 
た か お さん さる えん や そう えん : 約 70 頭 の ニホン ザル 、 野 草 園 で は 約 : 多 入口 か ら 園内 へ は 階段 の み で 、 野 草 
高尾 山 さる 園 ・ 野 草 園 “0942661-2381 300 竹 上 の 山 還 章 が 見 学名 能 で す 。 状 )。。 側 も 還 い す で は 通行 で きま せん 。 
II 64. フ a フ っ : 記 尾 山 の 歴 史 や 自然 、 人 と 自然 と の 関わ 和 3 高尾 山 の 自然 角 れ た り 中 い だ り で きる 展示 移 
高尾 ビジ ター セン ター 人 042766 人 7872 りな どの 情報 を 展示 、 解 説 し て いま す 。 WW 状 が あり まけ 還 す の 場 S は 1 剛 の み 上 可能 
四 旨い 663.6eag 閑 林 や 林業 に つい て 学べ ます 。 展 ! 全 出入 口 は 開き 戸 の た め 、 車 いす 利用 
床 朴 ふれ あい 推進 セッ クー 042.663-6689 守 物 は 手 に と っ て 観 家 で きま す 。 | 隊 還 者 は 職員 へ の 声 が けが 必要 で す 。 

た か お さん と りつ っ く あ ー と びじゅつ か ん : 古く か ら の 歴史 が ある 「 だ まし 絵 | を : 館内 は 階段 の み で 肢体 不 自 由 者 に は 移動 が 
高尾 山 ト リッ クア ー ト 美術 館 会 042-667-1081 : トリ ッ ク ア ー ト で 再現 し て いま す 。 写 : 困難 で す 。 車 いす は 利用 で きま せん 。 目 の 錯 
真 撮影 も 自由 な の が うれ し いで す 。 : 覚 を 利用 し た 展示 で 見 て 楽し め る 施設 で す 。 





る aso 
ツ 深大寺 * 高 幡 不動 
王 線 田 急 パス 寺 06・05 謙 神代 
いい sN た ら へ ーー 京 | 2 メ 稚 小田 急 バ ス 古 06*05・ 56・ 稚 ャ 2 メ 約 
【 じ ん だ いじ ・ た か は た ふ ど う )】 調布 駅 徒歩 [ 約 2 分 ] 調 31.32/ 京 パス 調 34 [ 約 10 分 ] 植物 公園 徒歩 [ 約 4 分 ] 


o- 一 一 一 ぁ - 『 症 け oOーーーー テ - Oーーーーーー >- 
[中 央 口 ] 約 100m 調布 駅 北口 バス停 バス 停 約 200m 


神代 。 徒歩 [的 3 分 ] 徒 深大寺 そば 徒歩 [ 約 4 分 ] 
に ア ョ 中 計 | Ei 愉 物 公園 約 15om 大寺 (深大寺 そば 組合 ) 、 紹 230m 


深大寺 徒歩 [ 約 3 分 ] 京 キバ ス 調 34 [ 約 10 分 ] 京王 バス 調 34 徒歩 [ 約 2 分 ] _ 京王 線 






















oc 一 一 み - 深 oc ニー 一 一 調布 駅 前 < 一 一 テ 調布 駅 

「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」 の 作者 水木 し げ る 人 

と ネッ シ 半 ELT/EI 間 語 全 ーー 人名 寺 (mdf 、 

に モウ の ん IT: と 由衣 揚 OS RB 不動 駅 9200m ( 言 和 ) ” zoon 

計上 3」 に 2 の 3 に の Ei ムー 舞 揚 SNS SE 
深 En ジ ヨ 衣 きっ: 0 2 0 RS ワン ポイ ント | 深大寺 エリ ア へ の バス は 、 京 王 線 調布 駅 か ら の ほか 、 つ つ 
8 は 季節 人 や 大修 を 関わ ず 楽 し め ま す 。 OO 7 ドバイ ス |」 じ ヶ 丘 駅 、JR 三 鷹 駅 ・ 吉 祥 寺 駅 か ら の 路線 も あり ます 。 
で | a! こさ ) 
由 
不 
和 
N ie 所 可 
吉 06・05・ 鷹 56・ 調 31・32・34 s の (4A) 神代 植物 公園 時間 
し プ 自 2 Y 還 
と N、 了 禄 ぉ @ POE 較 視覚 ・ 聴 覚 ・ 触 覚 ・ 員 覚 ・ 味 覚 と 、 五 感 で 楽し め る 公園 で す 。 昭 
新 台場 折 多 様 性 セン ター 和 36 年 の 開園 で 、 現 在 、 約 4800 種 類 、10 万 本 ・ 株 の 樹木 が 
引 Cp 1 植え られ て いる 日 本 を 代表 する 植物 公園 で す 。 パ ラ ・ ウ メ ・ ツ ツ 
の 1 ( 押 料 開放 区 地 ーー ジ な ど 植 物 の 種類 ご と に 30 ブ ロッ ク に 分 けら れ 、 景 色 を 楽し 
町 みな が ら 植物 を 知る こと が で きま す 。 大 温室 に は 1300 種 の 珍 


神代 植物 | 
ay 




















e し い 南 国 の 植物 や 栽培 が 難し い 植 物 も あり ます 。 
人 き 
植物 公園 
の 神代 植物 公園 ーー 
に 
仙 
信 
ら 了 約 6 度 ・ 約 90 メ ー ト 
( ル の 詐 路 。 カー ブフ し 
@ て いる の で 、 ス リッ プ や 
深 で 人 入口 選 ドリ O 1 
cp 2 所 に 植物 の 解説 
」 至 調布 駅 器 板 が あり ます が 、 ス 


あさ 和 5 議 タッ フ に も 気軽 に お 
虹 2S 潤 計 介 た すず ね くだ さい 。 植 


OM 


木の根 に よる 凹凸 生じ て いる と 清 工 訣 , 


スタ ー ト ・ 乗 換 
京王 線 調布 駅 2 oo oo で < 深大寺 小学 析 
@ 。 


京王 バス 調 34 
深大寺 バス 停 


京王 バス [ 調 34] 


ul 


車いす 対応 トイ レ は 













東口 改札 内 に ある 。 





LN 
e さ TU ュー 

調布 駅 北口 方 面 に | | 水生 植物 園 | < ころ も あり ます が 、 園 踏 は ほぼ ギ 二 人 四 3 

乗車 。 水生 植物 園 @ 坦 。 貸 出し 用 の 車いす や ベビ ー カ 。* 二 縛 蘭 計 
ー ー 財 ー を 希望 する 場合 は 、 入 園 時 に 中 まき 芋 
の e ー し 出 が 必要 で す 。 点 字 に 関し て は 
RI Sm 和束 案内 と し て 和 触 知 図 が あり ます 。 
[ 調 31] 調布 駅 北口 ( 特 a 042-483-2300 
現 ) 方 面 [ 開 321 下 華 境 < TL 042-483-2300 
営業 所 方 面 [ 鷹 56] 三鷹 * ー = 志 セ ンタ ー 回 500 円 (障害 者 ・ 介 助 者 無料 、 要 問合せ ) 
駅 方 面 、 京 モバ スト 調 @ | 深 大 に ざわ い の 里 卸売 セン タ J 以 9 時 30 分 か ら 17 時 (入園 は 16 時 まで 、 大 温室 は 16 時 30 分 まで ) 
34] 深 大 寺 万 面 に 乗車 。 い  」 至 調布 駅 固 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 

@ 回 訓 





帆 還 『.j 還 改札 内 お よび 駅 ビル に 車いす 対応 トイ レ が ある 。 








@ 三井 住友 銀行 


階段 も 多い が 、 冬 回 斜路 や ス WW 
ロー プ な ど 代 替 の ルー ト が ある * 光 


の で 、 ほ ぼ す べ て の 建物 へ 行く こ 
と が で きる 。 
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ー プ ( 約 8 度 ) が 設置 


TlEL 042-486-551 1 





台 宗 別格 本 山 浮 岳山 昌 楽 院 深大寺 。 天 平 5 年 (733) 水 の 神 で 
ある 「 深 沙 大 王 ] を 祀る 寺 と し て 開か れ ま し た 。 平 成 29 年 新た に 国 
宝 に 指定 され た 、 釈 迎 如 来 像 (白鳳 公 ) は 関東 で も っ と も 古い 仏像 
で す 。 毎 年 3 月 3・4 日 の 厄除 元 三 大 師 大 祭 ( や く よ け が ん ざん だ い 
し た いさ ざい) は 、 日 本 三 大 だ る ま 市 と し て 大 い に 賑 わい ます 。 


正面 の 山門 に は 階段 が あり ます が 、 両 脇 に ある 南 門 と 東門 は スロ 
され て いま す 。 本 堂 か ら 元 三 大 師 堂 へ は スロ ー 
プ が 設置 され 、 元 三 大 師 堂 か ら 釈 迎 堂 へ は 平行 移動 で きま す 。 


拝観 無料 K9 時 か ら 17 時 ( 釈 迎 堂 拝観 は 9 時 か ら 16 時 ) 陣 な し 


トス 


じん だ いじ そば (じん だ いじ そば くみ あい ) 


深大寺 そば (深大寺 そば 組合 ) 


[武蔵 国 の 内 いずれ の 地 に も 蕎麦 を 楠 えさ る こと な けれ ども その 
品 、 当 所 の 産 に 及ぶ も の な し 、 ゆ え に 世 に 深大寺 蕎麦 と 称し て 、 そ 
の あじ わい 極め て 絶品 と 称せ り ] 江 戸 時 代 編 野 の | 新編 武蔵 風土 
記 稿 』 の 記述 で す 。 深 大 寺 そ ば は 江戸 時 代 か ら 武蔵 野 を 散策 する 





30 ヶ 3 







所 妥 


] 時 間 





文化 人 に も 愛さ れ 、 昭 和 36 年 の 神代 植物 公園 開園 以降 、 そ ば 処 
と し て 定 斉 し て いき まし た 。 深 大 寺 参 拝 、 神 代 植 物 公園 散策 の あ 


と は 、 美 味 し い お そ ば を どう ぞ 。 


和 





YE 
TEL 店 舗 に より 異な り ま す 図 店舗 に より 異な り ま す 


外国 人 向け 会 話 シ ー ト を 用 意 し て い 
る 店 舗 も あり ます 。 店 舗 に より バリ 
アフ リー 対応 状況 は 異な り ま す 。 





























じん だ いじ すい し ゃ か ん 


あの 


小さ な 橋 を 渡っ た 庭 に は 、 茅 茸 の 水車 小屋 が あり 、 水 車 の 回 る 音 が 聞こ えて いま 
す 。 明 治 時 代 後半 か ら 申 和 30 年 頃 ま で 使わ れ て いた 水車 を 武蔵 野 の 水車 の 歴史 
を 伝え る た め 、「 人 」「 水 」「 緑 」 を 結ぶ シン ボル と し て 復活 させ た の が 、 こ の 水車 館 で 
す 。 展 示 回 廊 で は 農具 や / 人 MM 史 を 紹 7 


で す 。 


た か は た さん こん ご うじ (た か は た ふ ど うそ ん ) 


UE と NE りす 









王 ーー 矢 ロ 
真言 宗 智 


上 厳 修 され る 不動 堂 で の 護 


詳 車いす の 方 で 護摩 祈 待 ご 希望 の 方 は 、 









派 別格 本 山 、 高 幡 山 明王 院 金 剛 寺 は 関東 三 大 不動 の ひと つ 、 高 幡 不 
動 尊 と し て 親しま れ て いま す 。 重 文 の 不動 堂 ・ 仁 王 門 、 壮 豚 な 五重塔 、 風 格 あ る 大 
日 堂 な ど 、 二 十 数 棟 の 伽藍 が 建ち 並び 、 ひ と つ ひ と つ 見 応え が あり ます 。 毎 日 数 回 
導 摩 修行 は 、 炎 と 太鼓 の 人 迫力 に 圧倒 され ます 。 士 方 歳三 の 
菩提 寺 で も あり 、 新 選 組 ファ ン に と っ て の 聖地 と し て 、 参 語 が 絶え ませ ん 。 


さき の 2 室 あ り ま す 。 


了 志 ア ルン C』 旧 0 た 


細 奥 殿 ・ 大 日 堂 月 曜 


係 貞 に お 声 掛 け く だ さい 。 力 自慢 の 僧 
但 た ち が 不 動 堂 へ の 入 堂 を お 手伝い い 
た し ます 。 五重塔 の 地下 で は お 茶 の ご 
接待 も ご ざい ます の で ご 利用 くだ さい 


7 し て いま す 。 


レビ < こ 敷地 入口 の 橋 、 展 示 回 廊 入口 の 
Wi 敷居 な ど が あり ます が 、 介 助 が 
あれ ば 車いす で も 見 学 が 可能 


TEL 042-482-7636 


9 時 30 分 か ら 17 時 
(1 1 月 か ら 3 月 は 16 時 まで ) 


2 2 ます が 、 す ぐ 脇 の 総門 
は パリ ア な く 入 場 可能 。 各 お 堂 
メイ ン と な り ま す が 、 奥 殿 ・ 五 重 塔 に は スロ 
ー プ や 段差 の な い 直 回 路 が 設け られ て い 
ます 。 車 いす 対応 トイ レ は 扉 が 左 開き ・ 右 開 


還 奥 殿 300 円 、 大 日 堂 200 円 
較 奥 殿 ・ 大 日 堂 9 時 か ら 16 時 





谷 042-485-1210 


| いて 学ぶ こと が で きま す 。 


の ルリ 

@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 特徴 | @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

植物 多様 性 セン ター | 東京 に 残さ れ た 絶 減 危 條 植 物 や 環境 に つ PC トイ レ は 西門 に 入っ つて すぐ と 、 情 報 館 に あ 
寺 0 + 有 中 り ま す 。 情 報 館 に は 授乳 室 も あり ます 。 





すい せい し ょ く ぶ つえ ん 


園内 の 深大寺 城跡 は 、 扇 谷 上 杉 氏 が 後 北 


水生 植物 園 エ リア の ウッ ド デ ッ キ は 車いす 





水生 植物 園 | 条 氏 の 侵攻 阻止 の た め に 再興 し た と 伝え ら 5 !【 7 で も 通行 可能 で す 。 筆 談 対応 は 神代 植物 
に ポン し っ 
じん だ い に ぎ わい の さと お ろ し うり せん た 一  : 

決 に ぎわ い 里 卸売 セン ター 農産物 直売 所 の ほか 肉 や 魚の 専門 店 な ど [ 計 車いす 対応 トイ レ の ほか 、 大 人 も 使え る 介 
間 和 1 全 に | が 充実 調布 市 民 の 台所 で す 。 縛 人 丘 助 ペッ ド や 授乳 室 も 整っ て いま す 。 

た か は た ふ ど うさ ん どう か い | ュー 、 ea | 宮 ト 動 駅 の 駅 ビル の トイ レ が 利用 可能 
高 幅 不 動 参道 会 | まん じゅ う 、 そ ば 、 要 息 物 な ど 、 お 不動 さん と で す , 駅 か ら 仁王 門 ま で は 車両 通行 が 
店 舗 に より 異な り ま す と も に ある 商店 街 で す 。 3 な めで す 。 
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10 ヶ 2 








所 要 
] 時 間 
















へ は 階段 が 








き 
由 
不 
動 
鬼 
大 
朗 
と 
新 
EE 
組 
の 
町 





の 国立 


【 く に た ち 】 徒歩 徒歩 [ 約 20 分 ] 京 モ パス 国 17.18  [ 約 6 分 ] 
還 立 oー テ 国立 大 学 通 り oc 一 > 桐朋 学園 ーー 一 を 
約 1.170m パス 停 4 停 久 所 目 


京 モ バス 国 17・18 徒歩 [ 約 2 分 ] 徒歩 [ 約 13 分 ] 城山 公園 ・ 
谷 oc 一 一 ぁ - 谷保 天満 宮 ee で 
人 保 大 神 約 80m 約 770 城山 さと の いえ 


徒歩 [ 約 1 分 ] 徒歩 [ 約 4 分 ] 


EPRTas 国立 市 古 民 家 < ハケ の 道 。 一 > テ 
ー ト と 緑 が あ ふれ る 学園 都市 と 、 田 : 約 230m 郷士 文化 館 


ge の jmyk3X ル を Ep 利 biy 欄 粒 央 の の くに た ち 和 寺 化 ーー 。 和 川 

ブル オリ の 7/ っ 人 に オー トク 衣里 20 吊 所 目 。 [HL] 

天満 宮 ・ 谷 保 天 満 宮 へ 参拝 。 城 山 公 : HE 人 
園 や ハケ の 人 道 な ど 谷 保 の 自然 を 楽し 

みな が ら 、 歴 史 に ふれ る コー ス で す 。 
























くに た ち だ い が く どおり 所 要 
ae ) 
ーー ) 
国立 大 iil2/ 20。 


国立 の メイ ンス トリ ー ト で 新 東京 百 景 に も 選ば 
れ た 国立 大 学 通 り 。 春 の 桜 並木 、 夏 の 新緑 、 秋 
の 天下 市 、 科 の イル ミネ ーション と 一 年 を 通し て 
見 どこ ろ が 満載 で す 。 大 学 通 り の 両側 に は 一 橋 
大 学 の 構内 が 広がり 、 兼 松 講 堂 な ど ヨ ー ロ ッ パ 
の 中 世 期 の よう な 建物 が 点 在 し て いま す 。 ま た 、 
この 通り の 特徴 は 街路 灯 。 フ ラン ス か ら 輸 入 し た 
レン ツ 社 製 で 1985 年 に 国立 駅 前 大 学 通り 商店 
会 に 設置 され まし た 。 


gw 地 













桐朋 学園 東 






















'e e 国 17・18 
桐朋 学園 バス 停 
| 
回 | 
自 'e @ 
コ ゴール 中 因 
③ 
矢川 駅 


くに た ち 
CE 








国 17・18 
谷保 天神 バス 停 











司る 
くに た ち 印 圭 





回 2 陣 散 二 自 由 











や ぼ て ん まん ぐう 


谷保 天満 宮 


90 1 年 に 菅原 道真 公 の 第 3 子 道 武 公 が 現在 の 国立 市 谷保 に 流さ 
れ た 後 、903 年 に 道真 が 亡くな っ た 報 を 受け て 像 を 刻み 祀っ た の 
が 起り で す 。 東 日 本 の 天満 宮 と し て は 最も 古く 、 湯 島 天神 、 介 戸 





ーー 


ISSRS 






車いす 対応 トイ レ を 利用 する 場合 、 社 
務 所 で 鍵 を 借り て くだ さい 。 参 道 入口 
か ら 境 内 まで に 訪 勾 配 (8 一 10 度 ) が あり ます の で 、 車 いす の 方 は 
注意 し て 通行 し こく だ さい 。 本 殿 ま で は 石畳 を 通行 し て くだ さい 。 


昌 生 ルツ 74283 涼 た 凡 EE 境 内 自由 【9 時 か ら 16 時 50 分 
陣 境 内 自由 





じょう や まこ うえ ん じょう や まさ と の いえ 
城山 公園 * 城 山 さ と の いえ 
古 民家 見 学 を 含む 

自然 豊か な 城山 公園 と 畑 が 残る 城山 南 地区 に ある 、 農 業 体験 及び 
農業 情報 発信 拠点 で す 。2015 年 3 月 に オー プン し 、 畑 ・ 水 路 ・ は ら っ 
ぱ * 雑 木 林 ・ 茅 昔 屋 根 の 古 民 家 と いっ た 里山 の 中 で サイ クリ ング や 
ビ ピクニック を 楽し わこ と が で きま す 。 近 隣 農 家 で の 収穫 体験 も 人 
気 。 都 市 農業 を 学習 する の に ぴっ た りな ファ ミリ ー ス ポッ ト で す 。 由 
園 を 眺め の ながら どう ぞ 一 休み し て くだ さい 。 











公園 東側 の 入口 の み 段 差 が 


あり ます が 、 さ と の いえ まで 
の 園 路 は 平坦 で 段差 は あり 
由 | 所 コロ Fa 
1 。 
IL 042-505-5190 


部 屋 貸出 し は 有料 。 詳 し く は ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
http7/www.city.kunitachitokyo.jp/aDout/slsetsu/others/1465447613081.html 

9 時 か ら 17 時 (施設 の 利用 申込 の 受付 は 10 時 か ら 16 時 ) 

第 2・ 第 4 木曜 





2 





くに た ちあ ー と ぴ び え ん な ー れ や が いち ょ う : 
こく さく ひん ぐん 


野外 彫刻 作品 群 
谷 042-574-1512 


: 切 に \ ま す 。 
(くに た ち ア ー ト ビエ ン ナ ー レ 事務 局 ) 。 : 切 に し て いま す 





2015 年 より 国立 市 で 開催 され て いる 野外 | 

こ た ち アー トビ エン ナー レ 彫刻 展 。2018 年 で 2 回 目 を 迎え まし た 。 あ : 
くに た ら ア ー ト ビエンナーレ なじめ 作品 を 展示 する 場所 が 指定 され た : 
後 、 膨 刻 制 作 を し て お り 、 景 観 と の 調和 を 大 | 





くに た ち し こみ ん か 
















| 江戸 時 代 に 建て られ た 茅 葵 
き 入母屋 造り の 民家 。 所 有 
者 で ある 柳澤 勇一 郎 氏 か ら 
川 国立 市 に 寄贈 され た の で 
時 「 旧 柳澤 家 」 と 呼ぶ 人 も 。 古 
民家 で は 谷保 、 青 柳 、 石 田 な 
ど 各 地域 の 様々 な 伝統 行事 
の 再現 に 取り 組ん で いま す 。 












車いす の 方 は 、 敷 居 が ある た 
め 中 に 入る こと が で きま せ 
ん 。 外 で の 見 学 は 可能 で す 。 





TL 042-576-021 1 (< に た ち 卿 土 文化 館 ) 
還 無 料 層 10 時 か ら 16 時 
山 毎 月 第 2・ 第 4 木曜 (祝日 の 場合 は 層 平 日 ) 、 別 に 国立 市 教育 
委員 会 が 定め る 日 


は け の みち 


ムン の 


大 学 通 り を 南 に くだ り 、 緑 あふ れ 
る 田園 地帯 に ある "ハケ "と 呼ば 
れる 段丘 崖 線 が 連なる 小道 。 ハ ケ 
の 下 に は 湧き 水 が あ ふれ て お り 、 
四季 折々 に 美しい 自然 の 風景 
楽し お こと が で きま す 。 近 年 は 遊 
歩道 を 整備 し た こと も あり 市 民 の 
ウォ ー キ ング コー ス と し て 親しま 
れ て いま す 。 


ー 部 、 段 差 が ある 
た め 車 いす の 方 は 


回 2 頃 散 琵 自由 





くに た ち き ょ うど ぶん か か ん 所 要 
くに た ち 郷 土 文化 館 

ーー と 文化 の ふれ あい "の イメ ー 
ジ を 持つ 国立 の 貴重 な 文化 を 
保存 し 、 後 世に 伝え 、 発 展 さ せ て 
いく た め の 資 料 館 。 自然 ・ ハ ケ ・ 
歴史 ・ 暮 らし ・ 都 市 ・ 屋 外 展示 の 
6 つの ゾー ン に 分 か れ た 常設 
示 室 は 、 子 ども た ち に も 分 か り 
や すい 仕組 み に な っ て いま す 。 













館 入り 口 に は スロ ー プ が 設置 さ 
れ て お り 、 展 示 室 の ある 地下 1 
階 に は エレ ベー ター で 行く こと 
が で きま す 。 お 気軽 に お 越し く 
だ さい 。 


1 館内 入口 に は スロ 
ー プ が あり ます の 
で 車いす の 方 で も 入場 可能 で す 。 地 下 1 階 の 展 


示 室 に は 入口 スロ ー プ の 右手 の エレ ベー ター を 
利用 し て くだ さい 。 


注目 

田 常 設 民 示 は 無料 (企画 展 ・ 特 別 展 に つい て は 別途 設定 、 要 問合せ ) 

9 時 か ら 17 時 (入館 は 16 時 30 分 まで ) 

因 第 2・ 第 4 木曜 (祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 国立 市 教育 委員 会 が 
定め る 日 


大 学 通 り の 6 ヶ所 と さく ら 通 り の 1 0 ヶ所 。 
合計 16 ヶ 所 が 市 内 に 点 在 し て いま す 。 緑 
地帯 に 設置 され て お り 、 歩 道 か ら で も 間近 
に 眺め る こと が で きま す 。 





に に た ち ぶ らん こ し ょ うてん か い 
国立 ブラ ンコ 商店 会 
人 な 042-576-2671 


(協同 組合 国立 ブラ ンコ 商店 会) : に 歩け る スポ ッ ト で す 。 


大学 通り を 少し 横道 に 入っ た と ころ に ある | 
: 白い タイ ル の 小さ な 商店 街 で す 。 ギ ャ ラリ ー : 
: や ファ ッ シ ョ ン 、 食 事 処 に パー と 学生 も 気軽 : 


国立 駅 南口 か ら 近 く 、 道 は 平坦 な の で 車 
いす の 方 で も 買い 物 を する こと が で きま 
す 。 車 いす 対応 トイ レ は JR 中 央 線 南側 西 寄 
り 公衆 トイ レ 内 に あり ます 。 
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〇 小 多 井 ・ 狭 山 


【 こ が ね い ・ さ や ま )】 


レト ロ 建 築 と 目 然 


江戸 か ら 昭 和 初 期 に か け て の 建築 
物 を 移築 * 保 存する 江戸 東京 た て も 
の 園 と 、 武 蔵 野 の 自然 を 味わえ る 狂 
山 公園 。 明治 以降 、 発 展 ・ 拡 大 し た 
東京 の 歴史 を 学び な が ら 、 緑 や 水 に 
表 れ 、 レ トロ な 建築 を 味わい ます 。 





| ly> 


3 


西入 口 広場 
西武 園 駅 、 人 


八国 山 緑 地 


ころ ころ 広場 
⑮ 











ヒビ 9 が: 








回 
トイ レ は 改札 内 
で ベビ ー シ ー ト 
が ある 。 


武蔵 大 和 駅 


スッ タート 
3 


の 








9 いす 対応 トイ レ が ある 。 


江戸 東京 た て も の 園 前 





コン ビニ 参 




















駅 舎 1 階 の 公衆 トイ レ に は 車 


小金 井 公園 





史跡 玉川 上 水 ・ 国 名 勝 小 金井 ( サ 


披 山 公園 徒歩 [ 約 4 分 ] 
2 束 O > 
約 230m 


徒歩 [ 約 4 分 ] 
oOーーーーーw- 
約 230m 


西武 多 摩 湖 線  【 約 6 分] 
武蔵 大 和 駅 2 駅 目 


約 6 〒 徒歩 [ 約 5 分 ] 西武 / パス 衝 
2 本 新 和 線 武 12.1315・21 


2 oーーーーー>- 
2 駅 目 花 小 金井 駅 約 270m 南 花 小金 井 バ ス 停 4 停留 所 目 
徒歩 [ 約 9 分 ] 江戸 東京 徒歩 [ 約 6 分 ] 


徒歩 

c 一 あみ - 小金井 公 園 一 一 一 > ヶ - PR。 0ーー ニ ーー 

小金 井 公園 西 ロ バス 停 欠 井 公園 約 520m た て も の 園 約 35om 
西武 バス [ 約 5 分 ] 


国史 准 玉 川上 水 ・ で て ーー 吉 1213.15.21 o 2 
国名 勝 小金 井 (サク ラ ) ” 約 100m 小金 井 橋 /ix 人 > 4 人 所 日 直 蔵 小金 井 駅 


西武 多 摩 湊線 
起 若 大 和 駅 


西武 多 亡 湖 線 ・ 
拝島 線 
秋山 駅 


西門 バ パス 
武 12・13・15・21 


ワン ポイ ント 西武 遊園 地 駅 か ら 車いす で 狭山 公園 を 利用 する 場合 は 、 
7 ドバイ ス | 階段 し か な いた め 、 階 段 昇降 機 利 用 の 申し 出 が 必要 で す 。 







さや まこ うえ ん 






所 要 


馬 き と 人 きっ 
ンク と 鉄山 公園 ] 時 間 








昭和 12 年 に 開園 し 、 桜 や 紅葉 、 美 し い 湖 の 景 ハハ 
を 眺め られ る こと か ら 、 長 く 景 勝地 と し て 親しま 

れ て きた 公園 で す 。 ソ メイ ヨシ ノ や ヤマ ザク ラ 、 サ 
ト ザ クラ 等 、 桜 の 名 所 で も あり ます 。 宅 部 池 周 辺 
は イロ ハモ ミ ジ や ハナ ミズ キ が 季節 ご と に 彩り 
を 与え て いま す 。 風 の 広場 の ベン チ で 、 広 い 空 の 
も と 、 風 の ささ や き を 肌 に 感じ 、 島 た ちの さえ ず 
り を 聞き な が ら 、 ゆ っ た り 週 ご すこ と が で きま す 。 


OR 

障害 者 等 用 駐車 場 の ある 正門 に 近い 風 の 広場 
に 、 段 差 が な く 車 いす や ベビ ー カ ー で も 快適 に 
利用 で きる ユニ パー サル 園 路 が あり ます 。 一 部 
抄 内 板 は 触 知 図 と な っ て いま す 。 公 園 か ら 隣接 
する 多摩 湖 の 堤防 上 へ は 、 長 い 綱 路 ( 約 200 メ 
ー ト ル ・10 度 ) 、 も し く は 堤 体側 面 の 階段 利用 と 
な り ま す 。 管 理 所 に 授乳 スペ ー ス が あり ます 。 





























西武 遊園 地 駅 


正門 か ら 入園 す 
る と 坂路 な ど な 
く ユ ニ バ ー サ ル 
園 路 ヘ アク セス 
で きる 。 


ビス か: 
(村山 貯水 池 ) 








駐車 スペ ー ス (2 台 ) 
駐車 スペ ー ス (2 台 
ンー 


パー クセ ンタ ー 


mm 
4 
ピス 





人 る 
ご 南北 に 遊歩 道 が ある が 、 南 側 の / 
e ほう が 幅 が 広く な っ て いる 。 | 6 二 
い 枚 
e 回 
aa 山王 稲穂 神社 5 7 い 6 3 
ロ - 駐車 坦 5 
NNS R / maa (障害 者 等 用 
@ 駐車 スペ ー ス 1 台 ) 
る 
Mr 還 JR 武蔵 小金 井 駅 トイ レ は 改札 
。 | 軸 門 剛 内 に あり 、 お お つ 玉 換 シ ー ト が 
2 
武 hm 自 電 ! か ら の メイ ン 
と 中 央 本 線 の 園 路 の 勾配 は 全 





Mi 『.] 南 ロ ロー タリ ー に 公衆 トバ イレ が ある 。 











体 的 に 緩い 。 
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age と em あ Jmc あお まく 11 PU7JAW4TPIUA11 


東京 都 江戸 東京 博物 館 分 館 


えど と うま きょう た て も の えん 


ビー タリ 全曲 


文化 的 価値 の 高い 歴史 的 建造 物 を 移築 、 復 元 ・ 保 存 ・ 展 示 。 近 代 建築 ・ 洋 館 
等 が 並ぶ 山の手 通り 、 茅 昔 の 民家 か ら 囲 炉 裏 の 煙 が た な びく 西 ゾ ソー ン 、 ド 
RE さま ざま な 時 代 や 建築 様式 


景 に 、 タ イム スリ ッ プ ! 
PE 


人 時 ン hw EE 電 
園 路 か ら 建 物 に 至る 段差 、 入 
口 の 段差 な ど に は 、 建 物 の 状 
況 に 合わ せ て スロ ー プ 等 が 
され て いま す 。2 階 建て 
の 建物 に は 一 部 を 除き エレ 
ベー ター が あり ます 。 一 部 未 
舗装 園 了 が あり ます 。 

























図 400 円 (障害 者 ・ 介 助 者 無料 、 要 問合せ ) 
9 時 30 分 か ら 17 時 30 分 

(10 月 か ら 3 月 は 16 時 30 分 まで 、 入 園 は 閉園 30 分 前 まで ) 
因 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平日) 


多数 の ボラ ンティア が 
園内 で お 迎え し ます 。 






こがね いこ うえ ん 


チュッ (日 っ 0。 
玉川 上 水 沿 い に 武 蔵 野 の 雑木 林 と pp 。 
2 










くに し せき た まがわ じょう すい ・ く に めい し ょ うこ が ね い ( さ くら ) 


国史 普 iminWidllmiawwtliniiilllillit 


18 世 紀 中 頃 の 武蔵 野 新 田 開 発 に 伴 務 

っ て 玉川 上 水 の 両 岸 に ヤマ ザク ラ 並 

木 が 整え られ 、 大 正 13 年 (1924) に 弁 補 
名 勝 指定 を 受け まし た 。 現 在 は 行政 農 
や 市 民団 体 等 の 協 働 で 、 復 活 に 向け 本 
て 取り 組ん で いま す 。 Wi 


桜の 名 所 、 広 い草 地 や バー ドサ ンク 
チュ アリ ー、 ス ポー ツ 施 設 ・ 文 化 施設 パス の 運行 本 数 が 多く 、 西 武 新宿 
な ど を 併せ 持つ 大 規模 た な 公園 で す 。 線 花 小金 井 駅 と JR 武蔵 小金 井 の ど 

Per 。 ちら か ら で も アク セス が 容易 で す 。 
王 園内 は ほぼ フラ ッ ト で 、 園 路 も 広く 
| 通行 し や すく な っ て いま す 。 












玉川 上 水 の 南 側 の 歩道 は 幅 具 約 
3.5 メ ー ト ル 、 通 行 可能 幅 は 約 1.5 
メー トル 。 未 舗装 な の で 木の根 な 
ど に 注意 が 必要 で す 。 


回 陣 散 二 自 由 






の 信和 施 






に より 利用 料金 ・ 時 間 が 異な り ま す ( 要 問合せ ) 























の ルリ 

@ 施 設 名 ・ 電 話 番号 : 人 特徴  @ バ リア 情報 ・ パ リア フリ ー 情 報 

きた や まこ うえ ん (し ょ うぶ ぷ え ん) : Asae 国 略 や 木 道 も あり ます が 、 お お むね 平坦 で 
北山 公園 ( 萬 蒲 苑 ) 初夏 の 花 間 蒲 な ど 四季 折々 の 風景 を 2 022 に OGK 
公 042-393-51 11 楽し め る 公 ゞ 園 で す 。 に 。 3 
(東村 山 市 みどり と 公園 課 6 

は ちこ くやま り ょ よく ち : 八国 山 緑地 は 、 な だ ら か に 広がる 狭山 丘陵 : 

八国 山 緑地 : の 東端 に 位置 し て いま す 。 園内 全体 が コナ 踏切 近く の ころ ころ 広場 に ユニ バー サル 園 路 が あり 
分 042-393-0154 : ラ 、 ク ヌメ ギ 等 の 雑木 林 と な っ て お り 、 さ ま ざ : ます 。 西 入口 広場 に 車いす 対応 トイ レ が あり ます 。 
(狭山 公園 パー フク セン ター) まな 植物 や 鳥 、 昆 虫 な ど と 出会え ます 。 

ひがし むら や ま ふ る さと れき し か ん  : 呈 前 面 道 路 か ら 館 内 へ は 約 50 メ ー ト ル ・ 約 4 度 の ス 
東村 山 ふ る さと 礎 喝 分 NO 放 人 ロー プ 。 館 内 は 各 展 示 室 の 入口 な ど に も 段差 は あ 
公 042-396-3800 辰 と 企画 ・ 特別 展 等 で 紹介 | し ます 。 届 りり ま / 

EMI : 自然 を 題材 と し た 体験 学習 が で きる ほ  y 

八国 山 た いけ ん の 里 か 、 下 宅 部 中 中 の 出 士 品 も 展示 され て Mu 還 『。』 短 時 間 で の 体験 メニ ュー が あり ます 。 

合 042-390-2161 : いま す 。 

し も や け べ いせ き は っ けん の も り 都 史 跡 下 宅 部 遺跡 を 埋没 保存 し 、 発 : 人 『 、 

下 宅 部 遺臣 は っ けん の も り | 掘 成果 を 活か し た 遺跡 広場 で す 。 な 272 とこ 国 黄 か ら 82 較 @8。 

さん の うい な ほじ ん じゃ | | 木 慌 と 境内 社 の 閣 六 神社 や 山 下 稲荷 の 前 まで 通路 が コン フリー ト 
山王 稲穂 神社 和合 鐘 装 され て いま す 。 障 害 者 等 用 の 専用 の 駐車 スペ ー ス は ご ざい ま 
94002 咽 | せん が 、 よ り 社 妥 に 近い 場所 を お 使い いた だ く こ と が 可能 で す 。 
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ET 漆 和 ロ ナ ざ で 


W 
の 。 








府中 


[ふち ゅ う 】 京王 徒歩 [ 約 2 分 ] 弄 場 大 門 の 徒歩 [ 約 6 分 ] 府中 市 立 
] 約 100m ケヤキ 並木 "ssom ふる さと 府中 歴史 館 


( 還 虹 |  ) の ス スク 
徒歩 [ 約 2 分 ] 了 徒歩 [ 約 3 分 ] 還 徒歩 [ 約 31 分 ] 
目 約 80m 約 130m 約 1.850m 


中 市 徒歩 [ 約 9 分 ] 市 徒歩 約 2 分 ] 


す 
7ー8 世 紀 に は すでに 国 の 重要 な 役 : 郷土 の 森 公園 「 soom " 約 100m ・ 
OS 徒歩 京王 パス 府 52  [ 和 
KEIG の 69 コロ を う 生 糧 | 府中 市 衝 寺 の 森 人 
の た の) ンプ / ゴ エー ド ロン <k: ド と 3 細 | 約 20m バス停 7 停 所 征 ブ 志 河 碑 
EL:knW ひ た)=wt ッ た と ja た ホル 、 本 粒 EO 時 
は 平安 時 代 か ら の 歴史 が あり 、 国 の | 9 人 0 93 2 8 2 」 ] 
天然 記念 物 に 指定 され て いま す 。 場 





ば ば だ いも ん の けやき な みき 


馬場 大 門 の ケヤキ 並木 


ケヤキ ・ エ ノ キ 等 、 江 戸 初 期 か ら 残る 老 樹 を 含め 、100 本 を 直 
える 緑 の ト ン ネ ル が 続い て いま す 。 都 心 の 喧 肥 を 忘れ させ て く 
れる 束の間 の 休息 を 味わっ て みて くだ さい 。 日 曜 と 祝日 の 正 
午 か ら 午後 6 時 まで は 歩行 者 天国 と な る の で 休日 の 散歩 に は 
最適 で す 。 ケ ヤキ 並木 と し て は 唯一 、 国 の 天然 記 流 物 に 指定 
され て いま す 。 


回 層 陣 散 策 自 由 










大 
国 
の 
歴 
に 
控 
訪 





祭 王 線 
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Gr や gr 旧 甲 放 街 道 





『 
PP 府中 競馬 正門 前 駅 
ヽ N EE 
上 












星 G 首 ヘム 、 【 
還 符 中 本 町 駅 JRA 競 馬 博 物 館 
いい =。 


い 佑 還 呈 画 中 


@ 東京 競馬 場 





サン トリ ー ビー ル 工 場 @ 
大 東京 線 合 卸売 セン ター @ 


AN うく コリ / だ が 









レク 区 


DD 
中 市 郷土 の 森 公園 























六条 議 。 | 衝 土 の 森 公園 入口 | 本 開 還 昌 - 
物 産 館 @ 逢 52 郷土 の 森 正門 前 バス 停 | 1 西武 多摩 川 線 
ーー 人 JH = | 総合 体育 館 前 1 
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ふち は Bi ロ ビー 
7 す 四 加 | - 」 に 所 要 パ 
JP 克 1 一 到 、 還 期 : 1 ニ ] 





















( 国史 蹴 武 蔵 国府 跡 の 中 に ある 
ME 請 語 歴 史 館 。1 階 は 遺跡 の 発掘 調 

園 査 の 成果 を は じ め 、 古 代 国 府 
を 中 心 と し た 市 の 歴史 や 文化 
* 寺 に つい て の 展示 室 が あり ま 
上 」 着 記 請 蘭 幸 旨 。 す 。 タ ッ チ パネ ル を 利用 し た デ 
目 上 寺 議 こ < 半球 ジタル 和 郷土 か る た や 国府 百 景 


な ど 子 ども も 楽し みな が ら 学 習 で きる 工夫 が いっ 


軒 = 


レコ 1 
1! 部 
日 ロ 上 す BI 還 いい 
ーー ニー ! エ に 
TL 電導 / 
」  』 」 テト し 
Ti 訂 










| 


件 


バー チャ ルツ ー リ ング 
ぱい で す 。2 階 は 公文 書 史 料 を 保存 ・ 公 開 し て お り 約 5.000 冊 の 史料 を 収 
蔵 。 歴 史 探訪 する な ら ま ず こ こ を 訪れ て お きた いで す 。 








TEL 042-335-4393 (府中 市 文化 スポ ー ツ 部 ふる さと ゝ 化 財 課 ) 
9 し アル た ちら し ちと だ た AU 眉 IPA の 2 ジス ルミ Ye 遇 "4 日 の と マ 


図 入館 料 無料 連 9 時 か ら 17 時 
癌 月曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平日 ) 、 臨 時 休館 あり 
























/ ] 2 
上 コ 記入 用 『/ 
エゴ だ AP 





| A4 つ つつ に 4 パプ つつ / 記 中 イレ つ -S ーー い / 立 て ーー シマ イレ 日 四 ) ] 
| IEL 042-335 ルル 45 (ImmIiEDYA1 の の 24 て ミイ "ん | 謎 ) 』 





武蔵 国 の 守り 神 を 祀る 神社 で 約 1900 年 の 歴史 
が あり 、 緑 結び の ご 利益 で 有名 で す 。 明 治 神宮 、 
靖 國 神社 と 共に 東京 五 社 の 一 社 で 、 源 頼朝 公 、 
徳川 家康 公 な ど 武 将 か ら も 宗 敬 され まし た 。 


回 境内 自由 ン 

連 6 時 か ら 18 時 (4 月 1 日 か ら 9 月 14 日 ) 
6 時 30 分 か ら 17 時 (9 月 15 日 か ら 3 月 31 日 ) 
※ 中 雀 門 (赤い 門 ) の 開門 時 間 


mh4uisdmmttiheell 旧 旧 旧 肌 | 上 is、、 〈“ 昌 
国府 の 政務 機関 で ある 国 逢 の 中 枢 施 設 と 半 還 詳 琴 陳 hs 4 
考え られ る 大 型 建 物 跡 が 発見 され た 場所 を 請 議 較 寺 上 二 誠 
整備 し た も の で 、 国 の 史跡 に 指定 され て いま す 。 設 置 し た 柱 と 展示 施設 の 
ミラ ー ガ ラス で 、 当 時 の 建物 の 規模 を 表現 し て いま す 。 現 在 の 府中 市 に は 、 
奈良 時 代 初期 か ら 平安 時 代 中期 に か け て 国府 が 置か れ 、 武 蔵 国 (現在 の 
埼玉 県 、 東 京都 の ほぼ 全域 と 神奈 川 県 の 一 部 ) の 中 心 と し て 栄え まし た 。 


テー ロ 
] | | 
I 
〒ー AA つつ 4 



























pe 








図 入 場 無 料 避 9 時 か ら 17 時 団 な し 





ん 7「 い ソト 『 
\7 ンジ 


 』 上 時 
4 レス 


施設 名 電話 番号 人 特 人 








人 


042-361-2248 


: 慈覚 大 師 の 開山 と 伝え られ 、 本 堂 は 1789 





JI 
代 





042-314-5800 








気 の 公 園 で す 。 





国交 用 人 V】 田 な し 回 10 時 か ら 18 時 (季節 に より 変更 あり ) 


: 黄 バ リア 情報 ・ バ リア フリ ー 情 報 


| 東京 都 指定 旧 貴 で 江戸 時 代 に 法度 や 犯罪 本 還 生 0 
| 人 の 上 罪 江 な ど を し る し た 公共 提示 板 で す 。 |  ” る こと が で きま 





| 年 の 建立 で す 。 観 音 堂 は 明治 44 年 の 建立 
| で 、 浅 草 寺 の 御 分 体 を 安置 し て いま す 。 の 


| 競馬 の お も し ろ さ を 学べ る 東京 競馬 場内 の :P 車いす 対応 の 見 て 楽し む 映 像 
: 博物 館 。 様 々 な 企画 展 を 開催 いた し ます 。 人 弄 多 演 RSS 


ム スス 引い 間 、 
17 アー A 
』 全音 に ニュ / 所 要 パ 


hn 答 『 1 

| 4 4 ーー 
y < 朝 公正 レー】 30 | 
人 習 【 と ょ ) 』 


ゴー カー ト や 交通 遊園 、 つ り 池 、 ハ ス 池 、 夏 季 は 総合 プール な ど 、 家 族 に 人 
















以 公園 : 散 策 自 由 _ ゴーカート:10 時 か ら 16 時 30 分 まで 
了 岡 公園 : 散 策 自 由 _ ゴーカート: 火曜 、 荒 天 時 





郷土 の 森 博物 館 は 、 東 京 ド ー ム 3 個 
分 の 敷地 を 持つ 総合 博物 館 で す 。 
本 館 の 常設 展示 室 で は 、 府 中 の 伝 
統 あ る 歴史 ・ 文 化 と 自然 を 五感 で 感 
じ 、 学 ぷ こ と が で きま す 。 プラネタ ダリ 
ウム は 2018 年 5 月 に リニュ ー ア ルオ 
ー プ ン し 、 映 し 出せ る 星 は 1 万 2 千 個 
か ら 1 億 個 に 増え 、 本 物 さ な が ら の 
美しい 星空 を 満喫 で きま す 。 広 い 園 
内 に は 、 あ じ さ いや 梅 な ど さ ま ざま 
な 草花 が 植え られ 、 四 季 折 々 の 表情 
を 楽し め ま す 。 そ の 他 、 昔 懐か し い 癒 
し の 空間 と な っ て いる 古 民 家 や 、 休 
日 に 様々 な ワー クシ ョ ッ プ が 開催 さ 
れる ふる さと 体験 館 が あり 、1 日 丸 
ご と 楽し め ま す 。 





有利 アア だ cf ウム バア 4| 
回 博物 館 入場 科 300 円 (障害 者 ・ 介 助 者 割引 あり 、 要 問合せ ) 
※ プ ラ ネ タ リウ ム は 別 料金 と な り ま す 。 
軌 9 時 か ら 17 時 (入場 は 16 時 まで ) 
隊 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平日 )、 臨 時 休館 ・ 臨 時 開館 する 場合 あり 


ノ 








の ーー = / 所要 パ 
MI nm N | MIB 」 レン 「 す : ロ | 1 | 
Pi [ 。 時 間 』 













郷土 の 森 博物 館 に 隣接 し 、 地 元 農産 
物 や 市 内 特産 品 観 光 関連 グッ ズ の 販 
同 売 や 市 内 の 様々 な 観光 スポ ッ ト 、 イ ベ 
ント 情報 の 提供 を 行っ て いま す 。 府 中 
観光 協会 の キャ ラク ター の 「 古 都 見 ち 
記 較 | や ん 」 か ら 名 前 を と っ た レス トラ ン 「 古 
訓 還 置 者 見 カフ ェ 」 で は 府中 市 産 の 古代 米 を 
貴 護 | 利用 し た 地産 地 消 の メニ ュー が 好評 








細 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平 日 )、 臨 時 休館 日 あり 
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"エエ 講和 業 彰 日 9 目 9 判 通 ど 47 コ 加 / 肖 の 病 逐 首 日 * ーー ルレ と YY 星 ・ 雷 旦 日 mm (時 昌 由利 語 詩 科 
問 田 3/ 寺 アミ ーッ 1 イー イ / 王 出光 民 多 em モコ 
田 I ニー M INFZ [ ロ 
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